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資料－１





１．ご意見のとりまとめ（概要） 

 

国土交通省四国地方整備局及び徳島県は、那賀川流域づくりの基本的な考え方と

して、那賀川の現状を治水・利水・環境の各視点から、少しでも良くしていくこと

が肝要であるとの認識のもと、平成１６年１０月３０日『「那賀川流域フォーラム２

０３０」の提言』を真摯に受け止めたところです。 

 また、平成１８年４月２４日には河川法に基づき「那賀川水系河川整備基本方針」

が策定されました。 

一方近年、那賀川流域では度重なる大規模洪水や異常渇水により甚大な被害が発

生するなど、流域住民の生活に多大な影響が及んでいます。 

 このため、四国地方整備局及び徳島県は、今後早期に「那賀川水系河川整備計画」

を策定し、必要な河川整備を着実に実施していきたいと考えています。 

 

まず、「那賀川水系河川整備計画」の策定に向けて、平成１８年１１月２２日に「那

賀川水系河川整備計画【素案】」（以下、【素案】という）を発表いたしました。 

この【素案】に対して多くの皆さまからのご意見をいただくため、平成１８年１

１月２８日から同１２月１９日までに、「那賀川学識者会議」、「那賀川流域市町長の

意見を聴く会」、「那賀川流域住民の意見を聴く会」を計６回開催しました。 

また、これらの会に参加できない流域住民の方々のご意見をいただくため、平成

１８年１１月２７日から同１２月２７日まで、ハガキやインターネット等によるご

意見の募集（パブリックコメント）を行いました。 

 

これら様々な機会を通じて数多くのご意見をいただき、誠に有難うございました。 

 

頂きましたご意見の総括は、表－１のとおりです。 

各会場の議事要旨については、那賀川水系河川整備計画のホームページ

（http://nakagawa-mlit.go.jp//）に掲載しています。 

その際、流域住民の方々の氏名等の個人情報については、公表を差し控えさせて

いただいております。 
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表―１ ご意見・ご質問 総括について 

① 各会場でのご意見発言者数 

 意見数 発言者数 傍聴者 

◆ 那賀川学識者会議 

日時 平成 18 年 11 月 28 日(火) 
 
場所 ロイヤルガーデンホテル 

30 件 11 人 30 名 

◆ 那賀川流域住民の意見を聴く会 

日時 平成 18 年 12 月２日(土) 
阿南市 

場所 阿南市市民会館 

28 件  8 人 45 名 

日時 平成 18 年 12 月３日(日) 
那賀町 

場所 鷲敷中央公民館 
 37 件 14 人 50 名 

日時 平成 18 年 12 月９日(土) 
那賀町 

場所 那賀町開発ｾﾝﾀｰ 
 54 件 16 人 116 名 

日時 平成 18 年 12 月 10 日(日) 
阿南市 

場所 阿南市羽ノ浦地域交流ｾﾝﾀｰ
21 件  4 人 15 名 

◆ 那賀川流域市町長の意見を聴く会 

日時 平成 18 年 12 月 19 日(火) 
 
場所 阿南市文化会館 

 

32 件 

 

 4 人 

 

37 名 

 

② パブリックコメントによるご意見数 

提出方法 意見提出者数 意見数 

意見記入用紙     8 通 17 件 

郵送    1 通  2 件 

ハガキ   10 通 14 件 

ＦＡＸ   1 通    2 件 

合 計 20 通   35 件 

 

③ 意見分類による意見数 

分 類 意見数 

◆ 素案に関係する意見 212 件 

河川整備計画全般 64 件 

洪水高潮等による災害の発生の防止または軽減 58 件 

河川水の適正な利用 7 件 

河川環境の整備と保全  16 件 

維持・管理    67 件 

◆ 素案以外の意見    25 件 

 計  237 件 
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２．ご意見への対応 

２．１ ご意見の整理 

ご意見の整理にあたっては、議事録やパブリックコメントでいただいた文章の中

で、同一内容に係るご意見又はご質問とその理由を要約し、一つの「意見及び質問」

と定義しました。 

 

２．２ご意見のとりまとめ 

２．１のご意見について、河川管理者の判断により、同様のご意見と思われるも

のを発言順に並べさせていただきました。 

また、同様のご意見と判断したものについて、「意見要旨」を作成し、河川整備計

画素案に記載されている順に「テーマ」を作成しました。 

 

２．３四国地方整備局及び徳島県の考え方 

２．２で作成したテーマ毎に、四国地方整備局及び徳島県の考え方をお示しし、

できる限り河川整備計画素案に反映し、反映できないご意見については、理由を付

して公表いたします。 

また、理由や根拠となるデータについても、できる限り公表いたします。 

 

２．４考え方に対応した【素案】内容 

みなさまからいただいたご意見について、反映できるものについては、どのよう

に【素案】を修正するのかをアンダーラインや見え消し等で示しました。 

また、いただいたご意見で、【素案】に記載されているものについては、【素案】

の該当箇所を記載させていただきました。 

なお、今回のご意見のとりまとめにおいて、いただいたご意見の趣旨が異なって

いる場合は、申し訳ございませんが、再度ご意見をお寄せ下さい。 
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３．主な意見・質問への対応 

河川整備計画[修正素案]の主な変更点 

 

①堆砂対策 

維持・管理－５ 堆砂対策について 

 (6)長安口ダムの排砂バイパスに関する意見 

・長安口ダムの堆砂対策について、ダム上流で土砂を掘削する方法以外に、洪

水の力を利用して土砂を下流に流す「排砂バイパス」などの対策が必要ではな

いか。 

 [回 答] 

長期的な堆砂対策としての排砂バイパス等の検討については、これまでにも実施

してきたところです。しかし、他ダムの事例も少なく、また、土砂の量や粒径など

の条件から検討が必要であり、今後も流域全体の課題を視野に入れた対策の検討を

引き続き行っていきたいと考えています。 

工事用仮排水路トンネルを利用した排砂トンネルについては、長安口ダムの高低

差が 80ｍ程度あり、水圧等の影響により工事・管理が非常に難しいと考えています。 

また、長安口ダムは流域唯一の多目的ダムであり、治水・利水機能を維持しなが

ら施工する必要があるため、水を貯めたまま、かつ、既存のゲートの機能を維持し

ながら工事を実施しなければなりません。 

整備期間中の排砂対策として、まずは、長安口ダム上流から流入してくる土砂の

量を減らす必要があることから、ダム上流での土砂掘削を考えています。長期的に

は抜本的な堆砂対策を講じる必要があることから、排砂バイパスなどを含め、流域

全体の課題を視野に入れた対策の検討を進めていくこととし、これについて素案

「4-1-1 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項」、「4-1-2 流

水の正常な機能の維持に関する事項」、「4-2-1 洪水、高潮等による災害の発生の防

止又は軽減に関する事項」の記載を修正・追記します。 

 

【修正結果】修正素案 P.96 

4-1 河川工事の目的、種類及び施行の場所ならびに当該河川工事の施工により設

置される河川管理施設の機能の概要 

4-1-1 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項 

ⅳ) 長安口ダム治水容量の確保 

長安口ダムの洪水調節機能を確保するため、主として長安口ダム貯水池上流に

おいて、土砂の除去を行う。 

  なお、長期的な堆砂対策については、今後も効果的・効率的な対策となるよう

排砂バイパスなどを含め、流域全体の課題を視野に入れた対策の検討を引き続き

行う。 

 

【修正結果】修正素案 P.134 

4-1-2 流水の正常な機能の維持に関する事項 

(1) ダムによる水量の確保 

①長安口ダム（国土交通省へ移管予定） （５行目） 

  なお、長期的な堆砂対策については、今後も効果的・効率的な対策となるよう

排砂バイパスなどを含め、流域全体の課題を視野に入れた対策の検討を引き続き 

 行う。 
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【修正結果】修正素案 P.147 

4-2 河川の維持の目的、種類及び施行の場所 

4-2-1 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項 

(2) ダムの維持管理 （４行目） 

 なお、今後の堆砂量を抑えるため、主として長安口ダム貯水池上流において土

砂の除去を行うとともに、長期的な堆砂対策については、今後も効果的・効率的

な対策となるよう排砂バイパスなどを含め、流域全体の課題を視野に入れた対策

の検討を引き続き行う。 
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②森林 

共通－３ 森林の取り扱いについて 

 (1)森林整備全般に対する意見 

 (2)森林の土砂流出抑制機能についての意見 

 (3)森林による流出機能への影響についての意見 

・治水、利水と森林の関わりについての記述が欠落しているのではないか。 

[回 答] 

河川管理者としても森林の土砂流出防備機能をはじめとする多面的な機能は重要

であると考えています。河川整備計画は、河川管理者である国と徳島県が実施する

内容を中心に記載しています。森林整備については河川管理者が実施する事業でな

いことから、森林整備を担う関係機関との連携を強化することで対応していきたい

と考えています。 

また、河川管理者としてもできるだけ協力していきたいと考え、素案の「1.那賀

川の概要 1-1 流域及び河川の概要」の中にある「(7)森林」の記載を修正するとと

もに、「5.今後に向けて」の中の「5-6 森林について」を新たに設けて記載します。 

 

【修正結果】修正素案 P.7 

1-1 流域及び河川の概要 

(7)森林  (4 行目) 

 しかし、時代の流れで木材需要の変化や過疎化が進み、森林所有者自らが行う森

林の手入れは困難な状況にあり、現在、間伐の実施は、主に地元町の森林組合が担

っている。 

 このように、十分な森林管理が行われていない状況の中で、流域内の森林組合等

によって山仕事を担う林業従事者の養成を行いながら森林所有者に代わって森林

の管理や整備を進めている。 

 

【修正結果】修正素案 P.158 

5-6 森林について 

 森林は、水源かん養機能、土砂災害防止機能及び土壌保全機能など多面的な機能

を持っており、現状の森林や森林土壌が保全されることは重要である。本河川整備

計画は、流域の大部分を占める森林について現状の機能が維持されることを前提に

計画されている。 

しかしながら、那賀川流域の森林は、流域人口の高齢化・過疎化等に起因 する

人手不足などにより十分な森林管理が行われていないのが現状である。管理の行き

届かない森林では、土砂災害防止機能を中心とした森林の多面的機能の一部が低下

すると言われており、その機能を長期にわたって維持するために適正な管理が必要

となってきている。 

そこで、まずは、現状の機能を維持することを目的とし、森林整備を実施してい

る関係機関との連携に努める。さらに森林の多面的な機能についてより定量的に評

価できる研究の進展を注視しつつ、さらなる機能向上のためにも他機関との連携を

深めていく。また、徳島県林業公社が中心となって、平成 18 年 11 月に那賀町丈ヶ

谷で実施された「とくしま絆の森事業」のような、那賀川の水に恩恵を受けている

地域住民等が積極的に森林の維持増進に取り組んでいることに対して関係機関と

連携して支援協力していく。 
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③環境 

環境－１ 河川環境のあり方について 

 (2)河川環境の現状と課題の認識についての意見 

・河川環境の現状と課題の認識について、特徴的な生物など客観的な裏付けを

持って踏み込んで記載すること。 

[回 答] 

連続したコンクリート護岸や根固ブロックが多く存在する那賀川下流域、那賀川

汽水域、桑野川の各区間で動植物の生息・生育環境への影響の有無および河川水辺

の国勢調査の過去データを環境区分毎にとりまとめた上で、特定種の出現データを

記載するよう、素案を修正します。素案「2-3 環境の現状と課題」に追記します。 

 

【修正結果】修正素案 P.58-1 

(1) 動植物の生息・生育状況 

1) 那賀川上流域（川口ダム上流） 

(1) 動植物の生息・生育状況 

1) 那賀川上流域（川口ダム上流） 

 川口ダム上流域はほとんどの区間が急峻なＶ字谷となっており、最上流のジロウ

ギュウ・石立山・湯桶丸等の周辺にはブナを中心とする自然植生がみられるが、山

林の大半はスギ・ヒノキの植林である。特に貴重な植物としては、支川坂州木頭川

流域にある沢谷のタヌキノショクダイ発生地が国の天然記念物に指定されている。 

 動物では、最上流部のジロウギュウ周辺にはニホンカモシカやツキノワグマ等の

大型ほ乳類が生息しているほか、タカチホヘビ、ブチサンショウウオ等のは虫類・

両生類、ヤマセミ、カワガラス等の鳥類等が生息している。また、水域にはアマゴ、

アユ、カワヨシノボリ等の魚類が生息している。 

 また、過去の環境調査（長安口ダム貯水池上流付近と長安口ダム下流付近での魚

類・底生動物調査）によると、環境省や徳島県等のレッドデータブック等に記載さ

れている特定種のうち、魚類６種、底生動物２種が確認されている。  

 しかしながら、豪雨等に伴う大規模な山腹崩壊等によってＶ字谷が埋まり、瀬と

淵が減少するなど動植物の生息・生育環境に変化を及ぼしている箇所が存在してい

る。 

 

【修正結果】修正素案 P.59 

2) 那賀川中流域（川口ダム下流～国管理区間上流端） 

 川口ダム下流から国管理区間上流端はほとんどの区間が山間部を流れる渓谷とな

っており、流域の大半はスギ・ヒノキの植林である。 

 河床は岩盤とレキ質の河原から形成されており、河道付近にはキシツツジなどの

岩上植物や那賀川特有の植物であるナカガワノギクが分布している。動物ではセキ

レイ、サギ類等の鳥類が生息している。また、水域にはアユ、オイカワ、ウグイ等

の魚類が生息している。 

 また、過去の環境調査（川口ダム下流付近での魚類・底生動物調査）によると、環境省

や徳島県等のレッドデータブック等に記載されている特定種のうち、魚類２種、底生動物

１種が確認されている。 

 しかしながら、上流からの土砂供給が減少していること等により、河床低下が発

生し、レキ河原が減少したこと、加えて、濁水現象が長期化することで、以前に比

べ魚類が減少していると言われるなど、動植物の生息・生育環境に変化を及ぼして

いる。 

- 7 -



【修正結果】修正素案 P.60 

3)那賀川下流域（国管理区間上流端～潮止め堰） 

 那賀川下流域は山間部を流れ出て扇状地となっており、上流部に位置する北岸堰

上流には明瞭な交互砂州が形成されており、瀬と淵が連続した河川形態で、水域に

は、アユ、ウグイ、サツキマス、ヨシノボリ、カジカ小卵回遊型（ウツセミカジカ）

等の魚類が生息しており、河口から６km 付近はアユの産卵場となっている。また、

河原にはコアジサシやシロチドリなどの鳥類が生息している。 

 なお、過去の河川水辺の国勢調査によると、環境省や徳島県等のレッドデータブ

ック等に記載されている特定種のうち、魚類 13 種、底生動物５種、鳥類 13 種、両

生類、爬虫類、哺乳類２種、陸上昆虫類５種が確認されている。  

 特に魚類の特定種として確認されているカジカ小卵回遊型（ウツセミカジカ）は、

近年、四国内では本河川のみの確認となっており、生息・生育環境を調査するため、

流れ、河床材料、河床変動などを整理するとともに、継続したモニタリングを行う

ことにより、生息・生育環境の保全に努める必要がある。  

 近年、交互砂州上にアキグミ等の植生が繁茂し、砂州の固定化を助長することで、

澪筋の深掘れ・平瀬の減少が進行している。また、一部にはコンクリート護岸や根

固ブロックが連続した区間があり、動植物の生息・生育環境への影響が懸念されて

いる。加えて、既存の堰には魚道の機能が十分発揮されていないものであり、魚類

等が上下流に移動できない場合があるなどの生息環境の変化が懸念される。 
 
【修正結果】修正素案 P.61 

4) 那賀川汽水域（潮止め堰～河口） 

河口は川幅が約 1,000ｍと広く、水域にはマハゼ、ボラ、スズキといった魚類が

生息している。また、干満差により干潟や砂州が出現することから、シオマネキ等

の甲殻類が生息し、塩性植生のハママツナやハマサジなどの群落が繁茂していると

ともに、シギ・チドリ類等の渡り鳥の渡来干潟となっている。 

 また、過去の河川水辺の国勢調査によると、環境省や徳島県等のレッドデータブ

ック等に記載されている特定種のうち、魚類８種、底生動物 16 種、植物 12 種、鳥

類 15 種が確認されており、確認された特定種には、干潟を生息域にする魚類や甲

殻類が多く、干潟やワンドを中心として、継続したモニタリングを行うことにより、

生息・生育環境の保全に努める必要がある。 

 また、当該区間には、一部にコンクリート護岸や根固ブロックが連続した区間が

あり、動植物の生息・生育環境に影響を及ぼしている。 
 
【修正結果】修正素案 P.61-2 

5) 桑野川 

 桑野川流域の大半はスギ・ヒノキの植林および竹林である。上流の水域には県の

天然記念物であるオヤニラミが生息している。 

 また、過去の河川水辺の国勢調査によると、環境省や徳島県等のレッドデータブ

ック等に記載されている特定種のうち、魚類 16 種、底生動物 11 種、植物７種、鳥

類６種、両生類・爬虫類・哺乳類３種、陸上昆虫類４種が確認されている。  

 しかしながら、中下流の水域は、取水のための堰が多く設置されているため、湛

水域が多く存在し、近年、外来種であるオオクチバスが多く生息している。 

 また、当該区間には、一部にコンクリート護岸や根固ブロックが連続した区間が

あり、動植物の生息・生育環境に影響を及ぼしている。 
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④優先順位 

共通－１ 事業の目標及び優先順位について 

 (1)河川整備計画の優先順位についての意見 

・整備計画の期間が 30 年と長いことから、優先順位をつけて 10 年後、20 年後

の整備イメージを示してほしい。 

 

 [回 答] 

今後の河川整備については、整備効果の早期発現に向け、流域全体に効果のある

長安口ダムの改造ならびに治水安全度が低い無堤地区対策、現在事業実施中の箇所

を最優先で進め、早期完成に努めます。 

その後の整備については、浸水被害の発生状況、背後地の資産集積状況等を考慮

しながら、適切に判断したいと考えています。 

なお、今後の事業段階では、上下流・対岸関係など各種の調整を行うことが必要

であり、今後の災害状況・事業展開、地元の情勢、用地買収等不確定な要素がある

ことから、実際に事業着手段階で具体的に調整しつつ着実かつ適切に河川事業を進

めていきたいと考えています。         

これらの考え方についてはよりわかりやすくなるよう、素案「4-1-1 洪水、高潮

等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項」を修正します。 

 

【修正結果】修正素案 P.91 

4-1-1 洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項 

 那賀川水系の治水の現状と課題を踏まえ、河川整備の基本理念・目標の達成を目

的として、計画する河川整備の内容は以下のとおりとする。 

 国管理区間の那賀川においては、まず、現在実施中である深瀬箇所を初めとした

無堤部の堤防整備と長安口ダムの改造を優先して実施する。また、整備計画目標流

量の流下能力不足解消のため必要に応じて、樹木伐採、河道掘削を実施していく。 

 なお、堤防整備済区間における局所洗掘対策や堤防漏水対策については、緊急性

の高い箇所から計画的に推進する。特に、局所洗堀対策として実施する河川敷（高

水敷）整備については、治水安全度の上下流バランスに配慮する。 

 県管理区間の那賀川においては、過去の浸水被害の実績や今後の浸水被害の発生

状況等を勘案するとともに、長安口ダムの改造による効果を早期に発現させるため

に、まず、和食地区、出原地区、平谷地区の整備を計画的に実施する。 

 国管理区間の桑野川においては、現在実施中である床上浸水対策特別緊急事業

（引堤 3.2km、排水機場等）を継続して実施し、その後、無堤地区の堤防整備を実

施するとともに、堤防整備済区間における局所洗掘対策や堤防漏水対策について

も、緊急性の高い箇所から必要に応じて実施していく。また、整備計画目標流量の

流下能力不足解消のため、必要な河道掘削については、上流県区間の改修状況を踏

まえ計画的に実施する。 

 県管理区間の桑野川においては、現在実施中である事業を継続して実施する。ま

た、過去の浸水被害の実績、今後の浸水被害の発生状況、上下流の整備状況等に配

慮しながら、順次整備を実施する。 

 その他、大規模地震・津波対策等については、被害軽減効果の高い箇所から計画

的に実施するものとするが、整備効果発現までに長期間を必要とするため、整備途

中段階においては、洪水対策も含めた各種のソフト対策についてもあわせて実施す

る。 

 

- 9 -



 また、河川整備の項目とその内容については、整備の進捗状況をフォローアップ

し、河床の変動や樹木の繁茂状況などの河道内の状況、流域の社会情勢等の変化を

踏まえ、必要に応じて、整備項目の追加・削除、実施内容・箇所の変更等の見直し

を適切に行う。 
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那賀川水系河川整備計画【素案】に対するご意見とその対応 
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　　　　　　　　　那賀川水系河川整備計画素案に関する意見・質問〔項目整理〕

１．河川整備計画全般

共通－1 事業の目標および優先順位について (1) 河川整備計画の優先順位についての意見

(2) 河川整備計画の目標設定に関する意見

共通－2 今後の地域住民、関係機関の連携について

共通－3 森林の取り扱いについて (1) 森林整備全般に対する意見

(2) 森林の土砂流出抑制機能についての意見

(3) 森林による流出機能への影響についての意見

(4) 森林に関する他機関との連携についての意見

共通－4 文章等表現内容の改善について

共通－5 新規ダムの建設・ダムの撤去について (1) 新規ダム建設についての意見

(2) 既設ダムの撤去についての意見

共通－6 既設ダムの有効活用について (1) 長安口ダムの容量配分についての意見

(2) ダムの連係操作についての意見

(3) 長安口ダムの移管についての意見

(4) その他の意見

共通－7 基本理念について

２．洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減

治水－1 河川整備における目標について

治水－2 既往の著名洪水の流出量と被害について

治水－3 那賀川の洪水を安全に流下させるための対策 (1) 霞堤のような概念を取り入れた対策についての意見

(2) 国営農地防災事業の取水堰の洪水流に対する影響についての意見

治水－4 那賀川本川堤防の整備の進め方について

治水－5 堤防漏水対策について

治水－6 地震対策について

治水－7 ダムの洪水調節について (1) 現状の洪水調節についての意見

(2) 整備計画の洪水調節についての意見

(3) 小見野々ダムの現状についての意見

治水－8 洪水被害の現状について

治水－9 個別の計画に関する意見について (1) 出原地区の整備計画に関する意見

(2) 桑野川の整備計画に関する意見

(3) 大津田川の整備計画に関する意見

(4) 平谷地区の整備計画に関する意見

(5) 加茂地区の整備計画に関する意見

(6) 和食地区の整備計画に関する意見

(7) 海川地区の整備計画に関する意見

(8) 南川（木頭折宇）の整備計画に関する意見

(9) 岡川・畑田川・菱川の整備計画に関する意見

(10) 防災ステーションの整備計画に関する意見

治水－10 雨量計（テレメータ）の新設について

３．河川水の適正な利用

利水－1 渇水対策について (1) 利水安全度の向上等に関する意見

(2) 関係機関・住民との連携に関する意見

４．河川環境の整備と保全

環境－1 河川環境のあり方について (1) 河川環境全般に関する意見

(2) 河川環境の現状と課題の認識についての意見

環境－2 魚道について

環境－3 河川景観について

環境－4 長安口ダムにおける濁水対策について

５．維持・管理

維持管理－1 河道内樹木の維持管理について

維持管理－2 河川の適正な維持管理について (1) 樋門の電動化に関する意見

(2) 農業水路取水口への堆砂に関する意見

維持管理－3 河川維持管理への地域住民の参加について

維持管理－4 水質の保全について

維持管理－5 堆砂対策について (1) 堆砂全般に関する意見

(2) 長安口ダムの土砂除去(内容)に関する意見

(3) 長安口ダムの土砂除去(搬出先)に関する意見

(4) 長安口ダムの土砂除去(下流運搬)に関する意見

(5) 土砂の堆砂量に関する意見

(6) 長安口ダムの排砂バイパスに関する意見

(7) 小見野々ダムの堆砂に関する意見

(8) 砂利採取の権限委譲に関する意見

６．その他

その他－1 河川整備計画の策定スケジュールについて

その他－2 意見の反映方法について

その他－3 那賀川流域住民の意見を聴く会について(開催回数・時間配分)

その他－4 堤防構造について

その他－5 その他 (1) 国・県・四国電力の対応についての意見

(2) 負担金・補助金に関する意見

(3) 那賀川の自然の恵みの活用に関する意見

(4) その他の意見
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○
ご
意
見
と
そ
の
対
応
表
に
対
す
る
記
載
の
解
説

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

い
た
だ
い
た
質
問
お
よ
び
意
見

の
要
旨
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

学
識
者
会
議
、
住
民
の
意
見
を
聴
く

会
、
市
町
長
の
意
見
を
聴
く
会
、
パ
ブ

コ
メ
で
い
た
だ
い
た
意
見
及
び
質
問
を

記
載
し
て
い
ま
す
。

「
学
識
者
」
、

「
流
域
住

民
」
、
「
市
町

長
」
、
「
パ
ブ

コ
メ
」
の
い
ず

れ
で
あ
る
か
を

記
載
し
て
い
ま

す
。

「
学
識
者
」

「
市
町
長
」
に

つ
い
て
は
誰
が

発
言
し
た
か
分

か
る
よ
う
記
載

し
て
い
ま
す
。

意
見
及
び
質
問
に
対
す
る
河
川
管
理
者

の
回
答
を
記
述
し
て
い
ま
す
。

１
）
文
章
の
修
正
が
あ
る
部
分
は
”
太
字
”
で
記
載
し
て
い
ま

す
。

２
）
修
正
が
な
い
部
分
は
”
細
字
”
で
記
載
し
て
い
ま
す
。

３
）
修
正
素
案
の
中
で
、
「
河
川
管
理
者
の
回
答
」
に
対
応
し

て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
下
線
を
引
い
て
表
示
し
て
い
ま

す
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
1
/
6
5
）

1
.
 
河
川
整
備
計
画
全
般

 
共
通
－
1
　
事
業
の
目
標
お
よ
び
優
先
順
位
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

1
－
1
流
域
と
い
う
形
で
河
川
整
備
を
捉
え
る

こ
と
は
非
常
に
よ
い
こ
と
で
あ
る
が
、

反
面
、
計
画
が
平
面
的
に
な
っ
て
い
て

河
川
整
備
の
時
系
列
的
な
進
め
方
が
つ

か
め
な
い
。
1
0
年
後
、
2
0
年
後
の
整
備

イ
メ
ー
ジ
が
も
う
少
し
示
さ
れ
れ
ば
、

流
域
住
民
に
と
っ
て
も
身
近
な
話
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

学
識
者

佐
藤
晃
一
委
員

1
－
2
流
域
と
い
う
目
で
考
え
る
と
、
河
川
流

水
の
良
好
な
管
理
が
中
心
で
あ
る
が
、

人
間
を
含
め
た
生
態
系
と
工
事
等
の
調

和
が
と
れ
る
こ
と
が
必
要
。
た
と
え

ば
、
無
堤
地
区
対
策
と
し
て
の
築
堤
や

河
床
掘
削
等
に
よ
り
、
下
流
の
ど
こ
か

に
過
剰
な
負
荷
が
偏
ら
な
い
か
。
漏
水

に
つ
い
て
も
新
た
な
生
態
系
が
生
ま
れ

た
り
、
子
供
の
遊
び
場
で
あ
っ
た
り
す

る
こ
と
に
留
意
し
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

学
識
者

佐
藤
晃
一
委
員

1
－
3
河
川
環
境
の
目
標
に
向
か
っ
て
整
備
を

進
め
て
い
く
に
当
っ
て
の
柱
は
河
川
流

水
の
正
常
な
管
理
で
あ
る
が
、
ス
ト
ー

リ
ー
を
頭
に
描
き
な
が
ら
進
め
て
い
く

と
流
域
住
民
に
と
っ
て
も
分
か
り
や
す

く
身
近
な
も
の
に
な
る
。

学
識
者

佐
藤
晃
一
委
員

1
－
4
佐
藤
委
員
が
言
及
さ
れ
た
「
1
0
年
後
、

2
0
年
後
の
整
備
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
め
な

い
。
」
と
い
う
こ
と
に
関
し
、
全
く
同

様
の
意
見
で
あ
る
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に

「
概
ね
3
0
年
の
具
体
的
な
河
川
整
備
」

と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
過
程
で
整
備

を
進
め
る
の
か
不
明
確
で
あ
る
。

学
識
者

山
上
委
員

1
－
5
計
画
が
フ
ラ
ッ
ト
で
あ
る
。
河
川
整
備

に
は
優
先
順
位
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き

で
あ
り
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
や
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

学
識
者

山
上
委
員

(
1
)
河
川
整
備
計
画
の
優
先
順

位
に
つ
い
て
の
意
見

・
整
備
計
画
の
期
間
が
3
0
年
と

長
い
こ
と
か
ら
、
優
先
順
位
を

つ
け
て
1
0
年
後
、
2
0
年
後
の
整

備
イ
メ
ー
ジ
を
示
し
て
ほ
し

い
。

 
 
今
後
の
河
川
整
備
に
つ
い
て
は
、
整

備
効
果
の
早
期
発
現
に
向
け
、
流
域
全

体
に
効
果
の
あ
る
長
安
口
ダ
ム
の
改
造

な
ら
び
に
治
水
安
全
度
が
低
い
無
堤
地

区
対
策
、
現
在
事
業
実
施
中
の
箇
所
を

最
優
先
で
進
め
、
早
期
完
成
に
努
め
ま

す
。
 
 
そ
の
後
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
浸
水

被
害
の
発
生
状
況
、
背
後
地
の
資
産
集

積
状
況
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
適
切
に

判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な

お
、
今
後
の
事
業
段
階
で
は
、
上
下

流
・
対
岸
関
係
な
ど
各
種
の
調
整
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
の
災
害

状
況
・
事
業
展
開
、
地
元
の
情
勢
、
用

地
買
収
等
不
確
定
な
要
素
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
実
際
に
事
業
着
手
段
階
で
具
体

的
に
調
整
し
つ
つ
着
実
か
つ
適
切
に
河

川
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

 
 
こ
れ
ら
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
よ
り

わ
か
り
や
す
く
な
る
よ
う
、
素
案
「
4
-

1
-
1
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生

の
防
止
又
は
軽
減
に
関
す
る
事
項
」
を

修
正
し
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
9
1
】

4
-
1
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

　
那
賀
川
水
系
の
国
管
理
区
間
に
お
け
る
治
水
の
現
状
と
課
題

を
踏
ま
え
、
河
川
整
備
の
基
本
理
念
・
目
標
の
達
成
を
目
的
と

し
て
、
計
画
す
る
河
川
整
備
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
と
す

る
。
　
な
お
、
各
整
備
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
無
堤
地
区
の
浸
水
被
害

対
策
で
あ
る
堤
防
の
整
備
と
、
全
川
的
な
治
水
効
果
が
期
待
さ

れ
る
長
安
口
ダ
ム
の
改
造
を
優
先
的
に
実
施
す
る
も
の
と
す
る

が
、
堤
防
整
備
区
間
に
お
け
る
局
所
洗
掘
対
策
や
堤
防
漏
水
対

策
に
つ
い
て
も
緊
急
性
の
高
い
箇
所
に
つ
い
て
計
画
的
に
実
施

す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
各
整
備
に
つ
い
て
は
効
果
発
現
ま

で
に
長
期
間
を
必
要
と
す
る
た
め
、
特
に
そ
の
整
備
途
中
の
段

階
に
お
い
て
は
、
各
種
の
ソ
フ
ト
対
策
等
に
よ
っ
て
減
災
を
目

指
す
も
の
と
す
る
。

　
加
え
て
、
河
川
整
備
の
項
目
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ

の
進
捗
状
況
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
と
と
も
に
、
河
床
変
動

や
樹
木
の
繁
茂
状
況
な
ど
河
道
内
の
状
況
や
流
域
の
社
会
情
勢

等
の
変
化
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
、
整
備
項
目
の
追
加
・

削
除
、
実
施
内
容
・
箇
所
の
変
更
等
の
見
直
し
を
適
切
に
行

う
。
　
国
管
理
区
間
の
那
賀
川
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
現
在
実
施
中

で
あ
る
深
瀬
箇
所
を
初
め
と
し
た
無
堤
部
の
堤
防
整
備
と
長
安

口
ダ
ム
の
改
造
を
優
先
し
て
実
施
す
る
。
ま
た
、
整
備
計
画
目

標
流
量
の
流
下
能
力
不
足
解
消
の
た
め
必
要
に
応
じ
て
、
樹
木

伐
採
、
河
道
掘
削
を
実
施
し
て
い
く
。
な
お
、
堤
防
整
備
済
区

間
に
お
け
る
局
所
洗
掘
対
策
や
堤
防
漏
水
対
策
に
つ
い
て
は
、

緊
急
性
の
高
い
箇
所
か
ら
優
先
し
て
実
施
す
る
。
特
に
、
局
所

洗
堀
対
策
と
し
て
実
施
す
る
河
川
敷
（
高
水
敷
）
整
備
に
つ
い

て
は
、
治
水
安
全
度
の
上
下
流
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
す
る
。

　
県
管
理
区
間
の
那
賀
川
に
お
い
て
は
、
過
去
の
浸
水
被
害
の

実
績
や
今
後
の
浸
水
被
害
の
発
生
状
況
等
を
勘
案
す
る
と
と
も

に
、
長
安
口
ダ
ム
の
改
造
に
よ
る
効
果
を
早
期
に
発
現
さ
せ
る

た
め
に
、
ま
ず
、
和
食
地
区
、
出
原
地
区
、
平
谷
地
区
の
整
備

を
計
画
的
に
実
施
す
る
。

　
国
管
理
区
間
の
桑
野
川
に
お
い
て
は
、
現
在
実
施
中
で
あ
る

床
上
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業
（
引
堤
3
.
2
k
m
、
排
水
ポ
ン
プ
場

（
排
水
機
場
）
等
）
を
継
続
し
て
実
施
し
、
そ
の
後
、
無
堤
地

区
の
堤
防
整
備
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
堤
防
整
備
済
区
間
に

お
け
る
局
所
洗
掘
対
策
や
堤
防
漏
水
対
策
に
つ
い
て
も
、
緊
急

性
の
高
い
箇
所
か
ら
必
要
に
応
じ
て
実
施
し
て
い
く
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
2
/
6
5
）

1
.
 
河
川
整
備
計
画
全
般

 
共
通
－
1
　
事
業
の
目
標
お
よ
び
優
先
順
位
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

1
－
6
緊
急
に
必
要
と
思
わ
れ
る
事
業
に
つ
い

て
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
書
け
な
い

か
。

流
域
住
民

（
阿
南
）
Ｈ
さ
ん
（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

1
－
7
河
川
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
平
面
的

に
な
ら
な
い
よ
う
に
立
体
的
に
年
次
計

画
を
立
て
て
計
画
的
に
進
め
て
ほ
し

い
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｎ
さ
ん

1
－
8
河
川
整
備
計
画
で
3
0
年
と
い
う
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
長
い
の
で
前
半
か
後
半
か

も
う
少
し
細
か
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示

し
て
ほ
し
い
。

パ
ブ
コ
メ
（
ハ

ガ
キ
）

3
1

1
－
9
那
賀
川
流
域
で
は
、
毎
年
の
よ
う
に
洪

水
と
渇
水
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
治
水
、
利
水
の
抜
本
的

な
対
策
が
必
要
で
あ
り
、
上
流
域
で
の

ダ
ム
改
良
な
ど
の
ハ
ー
ド
整
備
を
整
備

計
画
に
明
確
に
位
置
づ
け
る
と
と
も

に
、
対
応
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

パ
ブ
コ
メ
（
ハ

ガ
キ
）

2
3

(
2
)
河
川
整
備
計
画
の
目
標
設

定
に
関
す
る
意
見

1
-
1
0
整
備
計
画
の
中
で
徳
島
県
管
理
区
間
で

目
標
が
書
か
れ
て
い
な
い
区
間
が
ど
う

な
る
の
か
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
目
標

を
示
し
て
ほ
し
い
。

パ
ブ
コ
メ

（
ハ
ガ
キ
）
3
0

 
 
整
備
計
画
で
は
、
概
ね
30
年
間
で
河

川
整
備
を
計
画
的
に
実
施
す
る
河
川
に

つ
い
て
、
目
標
と
実
施
に
関
す
る
事
項

を
記
載
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
区
間

に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
、
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

－ま
た
、
整
備
計
画
目
標
流
量
の
流
下
能
力
不
足
解
消
の
た
め
、

必
要
な
河
道
掘
削
に
つ
い
て
は
、
上
流
県
区
間
の
改
修
状
況
を

踏
ま
え
計
画
的
に
実
施
す
る
。

　
県
管
理
区
間
の
桑
野
川
に
お
い
て
は
、
現
在
実
施
中
で
あ
る

事
業
を
継
続
し
て
実
施
す
る
。
ま
た
、
過
去
の
浸
水
被
害
の
実

績
、
今
後
の
浸
水
被
害
の
発
生
状
況
、
上
下
流
の
整
備
状
況
等

に
配
慮
し
な
が
ら
、
順
次
整
備
を
実
施
す
る
。

　
そ
の
他
、
大
規
模
地
震
・
津
波
対
策
等
に
つ
い
て
は
、
被
害

軽
減
効
果
の
高
い
箇
所
か
ら
計
画
的
に
実
施
す
る
も
の
と
す
る

が
、
整
備
効
果
発
現
ま
で
に
長
期
間
を
必
要
と
す
る
た
め
、
整

備
途
中
段
階
に
お
い
て
は
、
洪
水
対
策
も
含
め
た
各
種
の
ソ
フ

ト
対
策
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
実
施
す
る
。

　
ま
た
、
河
川
整
備
の
項
目
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
整
備

の
進
捗
状
況
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
、
河
床
の
変
動
や
樹
木
の

繁
茂
状
況
な
ど
の
河
道
内
の
状
況
、
流
域
の
社
会
情
勢
等
の
変

化
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
、
整
備
項
目
の
追
加
・
削
除
、

実
施
内
容
・
箇
所
の
変
更
等
の
見
直
し
を
適
切
に
行
う
。

(
1
)
河
川
整
備
計
画
の
優
先
順

位
に
つ
い
て
の
意
見

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

- 15 -



那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
3
/
6
5
）

1
.
 
河
川
整
備
計
画
全
般

 
共
通
－
2
　
今
後
の
地
域
住
民
、
関
係
機
関
の
連
携
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
今
後
の
地
域
住
民
、
関
係

機
関
の
連
携
に
つ
い
て
の
意
見

2
－
1
【
素
案
P
1
4
9
,
P
1
5
7
】
に
お
い
て
情
報
の

流
れ
が
一
方
的
に
見
え
る
。
地
域
住
民

か
ら
情
報
を
迅
速
に
収
集
し
、
双
方
向

の
情
報
共
有
を
行
う
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。
（
災
害
時
・
平
常
時
と
も
）

学
識
者

高
橋
委
員

2
－
2
計
画
書
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
く
に

は
、
地
域
住
民
と
行
政
が
協
調
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

流
域
住
民

（
阿
南
）
Ｈ
さ
ん

2
－
3
国
、
徳
島
県
、
市
町
が
連
携
し
、
ま
た

住
民
と
も
連
携
す
る
機
能
が
大
事
で
あ

る
と
思
う
。

市
町
長

美
波
町
長

2
－
4
引
き
続
き
、
積
極
的
に
情
報
を
発
信
し

て
い
た
だ
き
、
安
全
、
安
心
な
そ
し
て

美
し
い
那
賀
川
の
実
現
に
向
け
て
努
力

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

パ
ブ
コ
メ

（
ハ
ガ
キ
）
2
5

 
 
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
と
お
り
、
地
域

住
民
か
ら
の
情
報
を
迅
速
に
収
集
し
、

双
方
向
の
情
報
共
有
を
行
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
災
害

時
に
お
い
て
は
那
賀
川
防
災
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
平
常
時
に
お
い
て
は
地
域
づ
く

り
相
談
窓
口
を
通
じ
、
地
域
と
の
情
報

共
有
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
記
載
に
つ
い
て
「
4
-
2
 
河
川

の
維
持
の
目
的
、
種
類
及
び
施
行
の
場

所
」
及
び
「
5
-
2
 
河
川
情
報
の
発
信
と

共
有
」
に
修
正
・
追
記
し
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
1
4
9
】

4
-
2
　
河
川
の
維
持
の
目
的
、
種
類
及
び
施
行
の
場
所

(
3
)
 
危
機
管
理
体
制
の
整
備

1
)
 
河
川
情
報
の
収
集
・
提
供

　
四
国
地
方
整
備
局
防
災
業
務
計
画
に
基
づ
き
、
洪
水
、
水
質

事
故
、
地
震
等
緊
急
時
に
は
、
組
織
体
制
を
執
り
、
迅
速
か
つ

的
確
に
河
川
情
報
等
を
収
集
し
一
般
住
民
の
避
難
、
防
災
活
動

の
た
め
の
情
報
と
し
て
県
を
通
じ
関
係
市
町
に
周
知
す
る
。
ま

た
、
報
道
機
関
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話
等
を
通
じ
て

一
般
住
民
へ
の
情
報
提
供
に
努
め
る
。
加
え
て
、
一
般
住
民
か

ら
の
具
体
的
な
被
災
情
報
等
は
減
災
対
策
に
極
め
て
重
要
な
情

報
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
迅
速
に
収
集
す
る
シ

ス
テ
ム
の
整
備
に
努
め
る
。
<
<
中
略
>
>

（
1
8
行
目
）

　
防
災
情
報
の
提
供
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
等
の
受
け
手
側
が

防
災
情
報
を
正
確
に
理
解
し
的
確
な
判
断
や
行
動
に
繋
が
る
よ

う
、
防
災
情
報
に
使
用
す
る
用
語
の
改
善
な
ど
も
含
め
、
情
報

の
改
善
・
拡
充
に
努
め
る
。

【
修
正
素
案
P
1
5
7
】

5
-
2
 
河
川
情
報
の
発
信
と
共
有

　
治
水
・
利
水
に
関
わ
る
情
報
、
自
然
環
境
や
河
川
利
用
状
況

に
関
わ
る
情
報
等
を
迅
速
で
正
確
に
収
集
整
理
し
効
率
的
に
発

信
し
、
地
域
住
民
と
共
有
で
き
る
よ
う
な
施
設
整
備
、
体
制
づ

く
り
を
進
め
る
。
現
在
、
河
川
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
河
川
水

位
、
映
像
等
各
種
情
報
の
提
供
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
る
。
一

方
、
流
域
の
浸
水
状
況
や
道
路
の
冠
水
状
況
、
住
民
の
被
災
・

避
難
状
況
等
、
の
被
害
に
関
す
る
一
般
住
民
か
ら
の
情
報
は
迅

速
か
つ
正
確
な
情
報
と
し
て
防
災
対
応
に
極
め
て
重
要
な
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
般
住
民
か
ら
の
情
報
収
集
や
情

報
の
共
有
は
情
報
収
集
・
共
有
は
、
技
術
的
に
難
し
い
課
題
を

有
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
自
治
体
、
河
川
管
理
者
が
協
力
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
防
災
情
報
メ
ー
ル
配
信
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
等
、
様
々
な
手
段
を
用
い
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
収

集
・
共
有
体
制
に
つ
い
て
、
調
査
、
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。
　
ま
た
、
平
常
時
に
お
い
て
も
那
賀
川
の
治
水
、
利
水
、
環

境
、
歴
史
・
文
化
、
河
川
利
用
状
況
等
、
川
に
関
わ
る
情
報
を

一
元
的
に
管
理
し
、
情
報
の
共
有
化
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
が
行
政
側
か
ら
の
一
方
的
な
流
れ

で
は
な
く
、
流
域
住
民
か
ら
も
発
信
す
る
双
方
向
の
流
れ
に

よ
っ
て
幅
広
く
伝
わ
る
り
、
共
有
さ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く

り
を
含
め
た
取
り
組
み
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
に
よ
り
流
域

内
に
広
く
情
報
収
集
や
広
報
活
動
を
行
う
取
り
組
み
こ
と
な

ど
、
情
報
共
有
・
伝
達
体
制
の
強
化
と
伝
達
手
段
の
多
面
的
な

充
実
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
4
/
6
5
）

1
.
 
河
川
整
備
計
画
全
般

 
共
通
－
2
　
今
後
の
地
域
住
民
、
関
係
機
関
の
連
携
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
今
後
の
地
域
住
民
、
関
係

機
関
の
連
携
に
つ
い
て
の
意
見

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

2
－
5
災
害
が
で
て
、
死
亡
事
故
が
で
た
場
合

は
、
県
、
国
が
対
応
し
て
く
れ
る
と
い

う
こ
と
で
認
識
し
た
。
排
水
問
題
が
解

決
し
な
い
限
り
、
不
安
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
な
い
の
で
、
行
政
の
方
々
か
ら
、

管
理
者
で
あ
る
阿
南
市
に
意
見
書
を
提

出
し
て
ほ
し
い
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｋ
さ
ん
 
 
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
災
害
復
旧

等
で
迅
速
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
補

償
は
管
理
瑕
疵
が
明
ら
か
な
場
合
の
対

応
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

に
な
ら
な
い
よ
う
河
川
整
備
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
 
ま
た
、
河
川
整
備
に
つ
い
て
は
阿
南

市
と
も
連
携
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
素
案
「
5
-
1
 
地
域

住
民
、
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
働
」

に
修
正
・
追
記
し
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
1
5
7
】

5
-
1
 
地
域
住
民
、
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
働

　
那
賀
川
の
特
性
と
し
て
、
潜
在
的
に
堤
防
の
決
壊
（
破
堤
は

ん
氾
濫
）
に
よ
る
甚
大
な
被
災
の
危
険
性
を
有
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
洪
水
に
よ
る
被
害
の
発
生
防
止
・
軽
減
を
図
る
こ
と
は

河
川
整
備
が
進
ん
で
か
ら
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
関
係
機
関
が
受
け
持
つ
責
務
を
果
た
す
と
と
も
に
、
連
携

し
て
、
防
災
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
あ
る
。

ま
た
情
報
共
有
の
た
め
の
広
報
の
充
実
、
住
民
の
組
織
の
確
立

を
促
進
す
る
た
め
の
交
流
活
動
の
場
づ
く
り
等
が
必
要
で
あ

る
。
<
<
以
下
、
省
略
>
>

2
－
6
上
下
流
の
交
流
の
た
め
に
、
川
の
駅
が

ど
こ
か
に
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

流
域
住
民

（
羽
ノ
浦
）
Ａ
さ
ん

2
-
7
川
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ハ
ー
ド
面
だ
け

で
な
く
、
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
も
一
緒

に
や
っ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

流
域
住
民

（
阿
南
）
Ｇ
さ
ん

2
－
8
那
賀
川
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
ア
ド

プ
ト
等
の
住
民
団
体
と
一
体
と
な
っ
て

事
業
等
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。

市
町
長

阿
南
市
長

【
修
正
素
案
P
1
5
7
】

5
-
1
 
地
域
住
民
、
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
働

　
那
賀
川
の
特
性
と
し
て
、
潜
在
的
に
堤
防
の
決
壊
（
破
堤
は

ん
氾
濫
）
に
よ
る
甚
大
な
被
災
の
危
険
性
を
有
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
洪
水
に
よ
る
被
害
の
発
生
防
止
・
軽
減
を
図
る
こ
と
は

河
川
整
備
が
進
ん
で
か
ら
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
関
係
機
関
が
受
け
持
つ
責
務
を
果
た
す
と
と
も
に
、
連
携

し
て
、
防
災
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
あ
る
。

ま
た
情
報
共
有
の
た
め
の
広
報
の
充
実
、
住
民
の
組
織
の
確
立

を
促
進
す
る
た
め
の
交
流
活
動
の
場
づ
く
り
等
が
必
要
で
あ

る
。
　
一
方
、
河
川
は
多
様
な
生
物
を
育
む
地
域
固
有
の
自
然
公
物

で
あ
り
、
河
川
環
境
は
流
域
環
境
と
一
連
の
も
の
で
あ
る
。
河

川
環
境
を
保
全
し
て
い
く
た
め
に
は
、
河
川
に
お
け
る
取
り
組

み
と
流
域
に
お
け
る
取
り
組
み
が
流
域
全
体
で
一
体
と
な
っ
て

進
め
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
に
は
、
か
つ
て
は
河
川
を
軸
と
し
て
強
く
結
び
つ

い
て
い
た
流
域
全
体
の
連
携
を
再
構
築
す
る
た
め
、
地
域
住

民
、
市
民
団
体
、
自
治
体
、
河
川
管
理
者
等
が
、
各
々
の
役
割

を
認
識
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
一
層
連
携
、
協
働
し
た
取

り
組
み
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
修
正
素
案
P
1
4
1
】

4
-
1
-
3
 
河
川
環
境
の
整
備
と
保
全
に
関
す
る
事
項

(
3
)
 
河
川
空
間
の
利
用
状
況

2
)
 
桑
野
川

　
阿
南
市
の
市
街
地
に
近
い
特
性
を
活
か
し
て
、
現
在
も
河
川

利
用
の
多
い
箇
所
の
親
水
護
岸
等
の
河
川
整
備
を
実
施
す
る
と

と
も
に
遊
歩
道
、
階
段
等
を
整
備
し
、
水
辺
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
図
る
。

表
-
4
.
1
.
1
1
　
人
と
川
と
の
ふ
れ
あ
い
に
関
す
る
整
備
を
実
施
す

る
箇
所

 
 
川
づ
く
り
の
ソ
フ
ト
対
策
は
大
変
重

要
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
流
域
の
市
町

と
話
し
合
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
桑
野
川
で
は
水
辺
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
拠
点
整
備
を
進
め

て
お
り
、
地
域
の
要
望
が
あ
れ
ば
対
応

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
な
お
、
流
域
の
住
民
団
体
に
は
、
こ

れ
ま
で
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
一
体
と
な
っ
て

河
川
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
5
/
6
5
）

1
.
 
河
川
整
備
計
画
全
般

 
共
通
－
3
　
森
林
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
森
林
整
備
全
般
に
対
す
る

意
見

3
－
1
森
林
整
備
計
画
で
は
「
と
く
し
ま
絆
の

森
事
業
」
で
の
植
林
を
し
た
が
、
治
水

上
、
ま
た
環
境
面
に
お
い
て
も
非
常
に

良
い
こ
と
で
あ
り
、
県
の
方
で
も
森
林

対
策
に
力
を
入
れ
て
欲
し
い
。

流
域
住
民

（
阿
南
）
Ｂ
さ
ん

3
－
2
3
0
年
と
言
う
長
い
期
間
で
の
河
川
整
備

計
画
を
す
る
の
な
ら
、
土
砂
災
害
や
利

水
の
問
題
を
考
え
て
、
森
林
整
備
計
画

も
合
わ
せ
て
平
行
し
て
や
る
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
今
、
植
林
さ
れ
て

い
る
杉
や
桧
を
半
分
に
し
て
み
て
は
と

思
い
ま
す
。
マ
ル
チ
な
考
え
も
も
っ
て

や
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。
な

る
べ
く
自
然
に
さ
か
ら
わ
ず
、
砂
レ
キ

が
復
活
し
、
清
流
の
流
れ
る
川
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

パ
ブ
コ
メ

（
ハ
ガ
キ
）
3
4

(
2
)
森
林
の
土
砂
流
出
抑
制
機

能
に
つ
い
て
の
意
見

3
－
3
水
源
の
森
林
の
手
当
て
を
せ
ず
に
、
堆

砂
の
問
題
を
論
じ
て
も
意
味
が
な
い
。

杉
林
を
間
伐
し
て
広
葉
樹
等
を
増
や
す

こ
と
に
よ
り
、
土
地
を
締
め
る
必
要
が

あ
る
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｉ
さ
ん

3
－
4
長
安
口
ダ
ム
上
流
域
の
林
道
開
設
の
在

り
方
と
保
水
問
題
に
つ
い
て
。
昭
和
4
0

年
代
以
降
、
上
流
域
で
は
人
工
林
の
拡

大
に
呼
応
す
る
か
の
様
に
公
共
事
業
と

し
て
、
ま
た
、
林
業
振
興
の
視
点
か
ら

道
路
整
備
が
行
な
わ
れ
て
来
た
が
、
地

域
開
発
上
か
ら
は
異
論
は
な
い
が
、
開

発
上
の
問
題
点
と
保
水
の
関
係
、
土
砂

流
入
出
と
い
う
問
題
点
も
提
言
す
べ
き

で
あ
り
、
山
林
の
不
整
備
の
み
を
問
題

視
し
て
い
る
印
象
が
強
い
。

パ
ブ
コ
メ

（
ハ
ガ
キ
）
1
8

　
河
川
管
理
者
と
し
て
も
森
林
の
土
砂

流
出
防
備
機
能
を
は
じ
め
と
す
る
多
面

的
な
機
能
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
河
川
整
備
計
画
は
、
河
川
管
理

者
で
あ
る
国
と
徳
島
県
が
実
施
す
る
内

容
を
中
心
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
森
林

整
備
に
つ
い
て
は
河
川
管
理
者
が
実
施

す
る
事
業
で
な
い
こ
と
か
ら
、
森
林
整

備
を
担
う
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化

す
る
こ
と
で
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
河
川
管
理
者
と
し
て
も
で
き
る

だ
け
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
、
素

案
の
「
1
.
那
賀
川
の
概
要
 1
-
1
流
域
及

び
河
川
の
概
要
」
の
中
に
あ
る
「
(
7
)
森

林
」
の
記
載
を
修
正
す
る
と
と
も
に
、

「
5
.
今
後
に
向
け
て
」
の
中
の
「
5
-
6
森

林
に
つ
い
て
」
を
新
た
に
設
け
て
記
載

し
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
7
】

1
-
1
　
流
域
及
び
河
川
の
概
要

(
7
)
森
林

(
4
行
目
)

　
し
か
し
、
時
代
の
流
れ
で
木
材
需
要
の
変
化
や
過
疎
化
が
進

み
、
不
在
山
林
地
主
が
多
く
な
り
、
森
林
所
有
者
自
ら
が
行
う

森
林
の
手
入
れ
は
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
現
在
、
間
伐
の
実
施

は
、
主
に
地
元
町
の
森
林
組
合
が
担
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
森
林
の
整
備
は
森
林
組
合
等
が
森
林
所
有
者

に
代
わ
っ
て
手
入
れ
を
行
う
こ
と
が
、
多
く
な
り
、
現
在
で

は
、
こ
の
よ
う
な
山
仕
事
を
担
う
人
が
不
足
し
、
十
分
な
森
林

管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
の
中
で
、
流
域
内
の

森
林
組
合
等
に
よ
っ
て
、
山
仕
事
を
担
う
林
業
従
事
者
の
養
成

を
行
い
な
が
ら
森
林
所
有
者
に
代
わ
っ
て
森
林
の
管
理
や
整
備

を
進
め
て
い
る
。

【
修
正
素
案
P
1
5
8
】

5
-
6
 
森
林
に
つ
い
て

　
森
林
は
、
水
源
か
ん
養
機
能
、
土
砂
災
害
防
止
機
能
及
び
土

壌
保
全
機
能
な
ど
多
面
的
な
機
能
を
持
っ
て
お
り
、
現
状
の
森

林
や
森
林
土
壌
が
保
全
さ
れ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
本
河
川

整
備
計
画
は
、
流
域
の
大
部
分
を
占
め
る
森
林
に
つ
い
て
現
状

の
機
能
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
計
画
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
那
賀
川
流
域
の
森
林
は
、
流
域
人
口
の
高
齢

化
・
過
疎
化
等
に
起
因
す
る
人
手
不
足
な
ど
に
よ
り
十
分
な
森

林
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
管
理
の
行
き

届
か
な
い
森
林
で
は
、
土
砂
災
害
防
止
機
能
を
中
心
と
し
た
森

林
の
多
面
的
機
能
の
一
部
が
低
下
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ

の
機
能
を
長
期
に
わ
た
っ
て
維
持
す
る
た
め
に
適
正
な
管
理
が

必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
は
、
現
状
の
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
森
林
整
備
を
実
施
し
て
い
る
関
係
機
関
と
の
連
携
に
努

め
る
。
さ
ら
に
森
林
の
多
面
的
な
機
能
に
つ
い
て
よ
り
定
量
的

に
評
価
で
き
る
研
究
の
進
展
を
注
視
し
つ
つ
、
さ
ら
な
る
機
能

向
上
の
た
め
に
も
他
機
関
と
の
連
携
を
深
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
徳
島
県
林
業
公
社
が
中
心
と
な
っ
て
、
平
成
1
8
年
1
1

月
に
那
賀
町
丈
ヶ
谷
で
実
施
さ
れ
た
「
と
く
し
ま
絆
の
森
事

業
」
の
よ
う
な
、
那
賀
川
の
水
に
恩
恵
を
受
け
て
い
る
地
域
住

民
等
が
積
極
的
に
森
林
の
維
持
増
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

に
対
し
て
関
係
機
関
と
連
携
し
て
支
援
協
力
し
て
い
く
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
6
/
6
5
）

1
.
 
河
川
整
備
計
画
全
般

 
共
通
－
3
　
森
林
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
3
)
森
林
に
よ
る
流
出
機
能
へ

の
影
響
に
つ
い
て
の
意
見

3
－
5
治
水
利
水
と
森
林
の
か
か
わ
り
に
つ
い

て
の
記
述
が
欠
落
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
森
林
の
効
用
に
つ
い
て
利
水
面
で

言
え
ば
、
間
伐
を
す
れ
ば
水
は
増
え
る

こ
と
か
ら
、
冬
場
・
春
先
の
渇
水
は
間

伐
に
よ
り
か
な
り
改
善
さ
れ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

学
識
者

端
野
委
員

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

3
－
6
森
林
に
つ
い
て
明
確
に
表
現
し
て
欲
し

い
。
森
林
の
水
に
関
す
る
学
問
は
確
立

さ
れ
て
お
ら
ず
、
諸
説
言
わ
れ
て
い

る
。
森
林
の
水
に
関
す
る
学
問
は
過
渡

期
で
あ
る
。

流
域
住
民

（
羽
ノ
浦
）
Ａ
さ
ん

3
ー
7
山
と
川
を
切
り
離
し
て
考
え
て
は
い
け

な
い
。
私
た
ち
が
小
さ
い
時
分
の
川
の

水
よ
り
1
/
3
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
の
は
、
森

林
の
保
水
力
が
低
下
し
た
こ
と
が
大
き

な
原
因
で
あ
る
。
渇
水
の
損
害
額
は
、

1
0
0
兆
円
に
も
及
ぶ
よ
う
な
自
然
の
恵
み

の
価
値
と
比
べ
れ
ば
、
ど
う
な
の
だ
ろ

う
か
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ａ
さ
ん
　
那
賀
川
の
水
を
利
用
し
て
下
流
域
は

発
展
し
て
き
ま
し
た
。
森
林
を
守
っ
て

い
く
こ
と
も
必
要
で
、
今
後
は
河
川
管

理
者
と
し
て
関
係
機
関
と
連
携
し
て
森

林
整
備
に
対
し
て
支
援
・
協
力
し
て
い

く
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

(
4
)
森
林
に
関
す
る
他
機
関
と

の
連
携
に
つ
い
て
の
意
見

3
－
8
山
腹
崩
壊
に
お
け
る
流
入
土
砂
に
つ
い

て
、
治
山
森
林
整
備
に
つ
い
て
、
ど
こ

が
管
轄
す
る
の
か
。
ま
た
、
国
土
交
通

省
と
ど
う
連
携
を
す
る
の
か
。

流
域
住
民

（
阿
南
）
Ａ
さ
ん

3
－
9
6
6
年
間
那
賀
川
と
共
に
生
き
て
き
た
。

森
林
整
備
と
あ
わ
せ
て
河
川
整
備
を
す

る
と
い
う
こ
と
が
河
川
整
備
計
画
（
素

案
）
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
各

機
関
と
連
携
し
て
森
林
整
備
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｈ
さ
ん

3
－
1
0
現
在
は
山
が
荒
れ
て
い
て
、
山
腹
崩
壊

が
起
こ
り
ダ
ム
へ
堆
砂
す
る
。
国
土
交

通
省
は
、
林
野
庁
等
山
の
管
理
を
し
て

い
る
方
と
一
緒
に
山
を
見
て
ほ
し
い
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｃ
さ
ん

3
－
1
1
森
林
の
整
備
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

行
政
と
し
て
も
、
森
林
づ
く
り
に
力
を

入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

流
域
住
民

（
羽
ノ
浦
）
Ｄ
さ
ん

(
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

　
治
山
・
森
林
整
備
に
つ
い
て
は
林
野

庁
四
国
森
林
管
理
局
、
徳
島
県
農
林
水

産
部
が
管
轄
し
て
い
ま
す
。

　
河
川
整
備
計
画
は
、
河
川
管
理
者
で

あ
る
国
と
徳
島
県
が
実
施
す
る
内
容
を

中
心
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
森
林
整
備

に
つ
い
て
は
河
川
管
理
者
が
実
施
す
る

事
業
で
な
い
こ
と
か
ら
、
森
林
整
備
を

担
う
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
す
る

こ
と
で
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
流
域
の
方
々
と
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
べ
き
か
一
緒
に

な
っ
て
考
え
、
行
動
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、

国
、
県
と
し
て
も
で
き
る
だ
け
協
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
、
素
案
の
「
5
.
今

後
に
向
け
て
」
の
中
に
、
「
5
-
6
 
森
林

に
つ
い
て
」
を
新
た
に
設
け
て
記
載
し

ま
す
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
7
/
6
5
）

1
.
 
河
川
整
備
計
画
全
般

 
共
通
－
4
　
文
章
等
表
現
内
容
の
改
善
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
文
章
等
表
現
内
容
の
改
善

に
つ
い
て
の
意
見

・
流
域
住
民
へ
の
説
明
は
極
力

日
常
使
う
言
葉
で
分
か
り
や
す

く
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

4
－
1
【
素
案
P
1
3
4
】
ダ
ム
の
容
量
配
分
の
図

が
わ
か
り
に
く
い
。
ダ
ム
容
量
自
体
は

変
わ
っ
て
い
な
い
の
に
、
呼
び
名
だ
け

が
変
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
地

域
住
民
へ
の
説
明
を
す
る
際
に
、
ど
う

い
う
図
で
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
の

か
。
わ
か
り
や
す
い
文
章
で
説
明
し
て

ほ
し
い
。

学
識
者

石
川
委
員

別
添
、
用
語
集

4
－
2
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
冊
子
や
ス
ラ
イ

ド
を
交
互
に
見
な
が
ら
説
明
を
聞
く
に

は
、
説
明
が
早
す
ぎ
て
内
容
を
理
解
し

に
く
か
っ
た
。

流
域
住
民

（
阿
南
）
Ｂ
さ
ん

4
－
3
那
賀
川
水
系
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
、
那
賀
川
流
域
住
民
に
分
か
る
よ
う

な
説
明
を
し
て
ほ
し
い
。

流
域
住
民

（
阿
南
）
Ｈ
さ
ん

4
－
4
「
今
後
に
向
け
て
」
の
説
明
で
、
具
体

的
に
何
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
理
解

で
き
な
か
っ
た
。

流
域
住
民

（
阿
南
）
Ｈ
さ
ん

4
－
5
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
の
説
明
が
十

分
理
解
で
き
な
い
。
「
よ
く
わ
か
る
説

明
を
い
た
し
ま
す
」
と
い
う
こ
と
は
、

地
域
住
民
が
日
常
よ
く
使
う
言
葉
で
説

明
会
を
行
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と

で
よ
い
か
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｃ
さ
ん

4
－
6
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
つ
い
て

「
意
見
や
提
案
を
ど
ん
ど
ん
し
て
下
さ

い
、
計
画
に
反
映
さ
せ
ま
す
」
と
阿
南

市
の
意
見
を
聴
く
会
で
言
わ
れ
た
が
、

し
っ
か
り
住
民
が
納
得
で
き
る
よ
う
に

検
討
し
、
説
明
を
お
願
い
し
た
い
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｎ
さ
ん

4
－
7
専
門
用
語
（
オ
リ
フ
ィ
ス
ゲ
ー
ト
、
選

択
取
水
設
備
、
利
水
安
全
度
、
利
水
従

属
発
電
等
）
が
多
く
あ
り
、
そ
れ
ら
を

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ａ
さ
ん

4
－
8
那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】

の
中
で
用
語
の
意
味
が
わ
か
ら
な
い
の

で
用
語
集
を
巻
末
に
つ
け
て
ほ
し
い
。

中
身
は
こ
れ
で
い
い
で
す
。

パ
ブ
コ
メ

（
ハ
ガ
キ
）
2
8

　
意
見
を
聴
く
会
で
も
、
説
明
に
あ

た
っ
て
図
面
や
写
真
を
多
く
し
、
文
字

を
少
な
く
す
る
こ
と
で
、
分
か
り
や
す

い
説
明
を
心
が
け
ま
し
た
。
ま
た
、
わ

か
り
に
く
い
専
門
用
語
な
ど
に
つ
い
て

は
、
今
回
修
正
素
案
で
改
善
で
き
る
部

分
に
つ
い
て
は
修
正
す
る
と
と
も
に
、

対
応
で
き
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
用
語

集
を
作
成
し
ま
す
。

　
今
後
、
さ
ら
に
分
か
り
や
す
く
な
る

よ
う
心
が
け
て
い
き
ま
す
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
8
/
6
5
）

1
.
 
河
川
整
備
計
画
全
般

 
共
通
－
4
　
文
章
等
表
現
内
容
の
改
善
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
文
章
等
表
現
内
容
の
改
善

に
つ
い
て
の
意
見

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

4
－
9
地
域
住
民
の
参
画
・
共
有
と
は
ど
う
い

う
こ
と
か
説
明
願
い
た
い
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｃ
さ
ん
　
参
画
と
は
「
事
業
・
政
策
な
ど
の
計

画
に
加
わ
る
こ
と
」
で
、
例
え
ば
今
回

の
意
見
を
聴
く
会
に
出
席
す
る
の
も
住

民
の
参
画
と
考
え
て
い
ま
す
。
共
有
と

は
「
一
つ
の
も
の
を
二
人
以
上
が
共
同

で
持
つ
こ
と
」
で
、
例
え
ば
行
政
が

持
っ
て
い
る
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
提
供
す
る
こ
と
も
情
報
の
共
有
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
も
参
画
・
共
有
が

図
れ
る
取
り
組
み
を
続
け
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
素
案

「
5
-
1
 
地
域
住
民
、
関
係
機
関
と
の
連

携
・
協
働
」
に
修
正
・
追
記
し
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
1
5
7
】

5
-
1
 
地
域
住
民
、
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
働

　
那
賀
川
の
特
性
と
し
て
、
潜
在
的
に
堤
防
の
決
壊
（
破
堤
は

ん
氾
濫
）
に
よ
る
甚
大
な
被
災
の
危
険
性
を
有
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
洪
水
に
よ
る
被
害
の
発
生
防
止
・
軽
減
を
図
る
こ
と
は

河
川
整
備
が
進
ん
で
か
ら
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
関
係
機
関
が
受
け
持
つ
責
務
を
果
た
す
と
と
も
に
、
連
携

し
て
、
防
災
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
あ
る
。

ま
た
情
報
共
有
の
た
め
の
広
報
の
充
実
、
住
民
の
組
織
の
確
立

を
促
進
す
る
た
め
の
交
流
活
動
の
場
づ
く
り
等
が
必
要
で
あ

る
。
　
一
方
、
河
川
は
多
様
な
生
物
を
育
む
地
域
固
有
の
自
然
公
物

で
あ
り
、
河
川
環
境
は
流
域
環
境
と
一
連
の
も
の
で
あ
る
。
河

川
環
境
を
保
全
し
て
い
く
た
め
に
は
、
河
川
に
お
け
る
取
り
組

み
と
流
域
に
お
け
る
取
り
組
み
が
流
域
全
体
で
一
体
と
な
っ
て

進
め
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
に
は
、
か
つ
て
は
河
川
を
軸
と
し
て
強
く
結
び
つ

い
て
い
た
流
域
全
体
の
連
携
を
再
構
築
す
る
た
め
、
地
域
住

民
、
市
民
団
体
、
自
治
体
、
河
川
管
理
者
等
が
、
各
々
の
役
割

を
認
識
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
一
層
連
携
、
協
働
し
た
取

り
組
み
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
－
1
0
説
明
は
資
料
の
頁
順
に
し
て
ほ
し
い
。

と
び
と
び
に
な
る
と
そ
の
頁
を
読
む
事

が
出
来
な
い
。

パ
ブ
コ
メ

（
会
場
）
3

　
短
時
間
で
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
説
明

す
る
た
め
に
素
案
掲
載
順
序
と
異
な
っ

た
順
序
で
説
明
し
ま
し
た
。
ご
理
解
の

ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

－
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
9
/
6
5
）

1
.
 
河
川
整
備
計
画
全
般

 
共
通
－
5
　
新
規
ダ
ム
建
設
・
ダ
ム
の
撤
去
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
新
規
ダ
ム
建
設
に
つ
い
て

の
意
見

5
－
1
治
水
安
全
度
1
/
3
0
～
1
/
4
0
は
、
国
が
河

川
整
備
基
本
方
針
で
目
標
と
す
る
1
/
1
0
0

と
比
べ
る
と
非
常
に
心
配
で
あ
り
、
河

川
整
備
計
画
の
中
で
ダ
ム
も
検
討
の
視

野
に
入
れ
て
は
ど
う
か
。

流
域
住
民

（
阿
南
）
Ａ
さ
ん

5
－
2
素
案
に
は
、
上
流
で
の
新
設
ダ
ム
の
計

画
は
な
い
。
放
流
ゲ
ー
ト
の
新
設
な
ど

多
大
な
費
用
を
か
け
る
の
な
ら
、
長
安

口
ダ
ム
の
下
流
4
0
0
～
5
0
0
m
に
新
設
ダ
ム

を
造
れ
ば
ど
う
だ
ろ
う
か
。
新
設
ダ
ム

な
ら
、
ダ
ム
の
改
造
や
排
砂
バ
イ
パ
ス

な
ど
を
計
画
的
に
作
れ
る
の
で
は
な
い

か
。

流
域
住
民

（
阿
南
）
Ｄ
さ
ん

5
－
3
国
土
交
通
省
も
姿
勢
と
し
て
整
備
計
画

に
は
新
規
ダ
ム
建
設
を
入
れ
て
ほ
し

い
。

流
域
住
民

（
阿
南
）
Ｆ
さ
ん

5
－
4
細
川
内
ダ
ム
の
よ
う
に
地
域
住
民
を
な

い
が
し
ろ
に
し
た
こ
れ
ま
で
の
よ
う

な
、
ダ
ム
計
画
に
は
反
対
で
す
が
、
木

頭
の
清
流
地
域
を
除
外
し
た
地
域
に
、

ダ
ム
の
底
部
分
か
ら
堆
積
物
を
排
出
で

き
る
よ
う
な
最
新
式
の
ダ
ム
を
、
例
え

ば
日
野
谷
発
電
所
上
流
地
域
ほ
か
数
箇

所
に
建
設
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
何
故

整
備
計
画
に
新
設
ダ
ム
を
検
討
課
題
に

取
り
上
げ
て
い
な
い
の
か
を
お
聞
き
し

た
い
。

パ
ブ
コ
メ

（
会
場
）
1
4

5
－
5
柳
瀬
橋
付
近
に
お
い
て
多
段
式
の
ダ
ム

を
構
築
す
る
。
此
で
ま
だ
不
足
す
る
場

合
は
谷
川
を
利
用
す
る
。

パ
ブ
コ
メ

（
F
A
X
）

3
2

(
2
)
既
設
ダ
ム
の
撤
去
に
つ
い

て
の
意
見

5
-
6
ア
メ
リ
カ
で
は
ダ
ム
を
造
る
の
を
や
め

る
時
代
か
ら
撤
去
の
時
代
と
な
っ
て
い

る
。
長
い
目
で
み
て
長
安
口
ダ
ム
を
撤

去
す
べ
き
で
あ
る
。
那
賀
川
の
ダ
ム
を

撤
去
す
る
の
も
選
択
肢
の
一
つ
に
加
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｄ
さ
ん

　
長
安
口
ダ
ム
は
那
賀
川
に
お
い
て
治

水
、
利
水
に
効
果
の
あ
る
唯
一
の
ダ
ム

で
あ
り
、
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守

り
、
産
業
の
礎
と
な
る
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
た
め
、
現
在
、
直
ち
に
撤

去
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
流
域
に
は
治
水
・
利
水
・
環

境
面
で
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
そ
れ
を

解
決
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
新
規
ダ

ム
の
建
設
は
な
い
の
か
と
い
う
ご
意
見

で
す
が
、
新
し
い
ダ
ム
の
建
設
に
つ
い

て
は
多
大
な
事
業
費
や
合
意
形
成
等
も

含
め
た
長
い
時
間
が
係
る
こ
と
な
ど
課

題
が
多
い
こ
と
か
ら
「
那
賀
川
流
域

フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
3
0
」
の
提
言
を
尊
重

し
、
ま
ず
は
治
水
・
利
水
に
短
期
的
で

効
果
を
発
揮
で
き
る
長
安
口
ダ
ム
の
有

効
活
用
を
最
優
先
に
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
事
業
の
優
先
順
位
の
考
え
方
に

つ
い
て
は
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
な
る

よ
う
、
素
案
「
4
-
1
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等

に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項
」
を
修
正
し
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
長
安
口
ダ
ム
に
は

堆
砂
・
濁
水
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
の

対
策
が
必
要
で
あ
り
、
整
備
計
画
期
間

中
は
、
堆
砂
対
策
と
し
て
ダ
ム
上
流
に

お
け
る
土
砂
掘
削
、
濁
水
対
策
と
し
て

の
選
択
取
水
設
備
の
設
置
な
ど
を
実
施

し
、
課
題
の
解
決
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
長
期
的
な
堆
砂
対
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
堆
砂
バ
イ
パ
ス

等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
し
、
素
案
「
4
-
1
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等

に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項
」
を
修
正
し
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
「
既
設

ダ
ム
を
ど
ん
ど
ん
撤
去
し
て
い
る
」
と

の
情
報
が
流
れ
て
い
ま
す
が
、
ア
メ
リ

カ
で
撤
去
さ
れ
て
い
る
ダ
ム
の
ほ
と
ん

ど
は
日
本
で
は
ダ
ム
と
は
呼
ば
ず
に
堰

と
呼
ぶ
堰
堤
の
高
さ
が
1
5
ｍ
以
下
の
も

の
で
す
。

【
修
正
素
案
P
9
1
】

4
-
1
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

　
那
賀
川
水
系
の
国
管
理
区
間
に
お
け
る
治
水
の
現
状
と
課
題

を
踏
ま
え
、
河
川
整
備
の
基
本
理
念
・
目
標
の
達
成
を
目
的
と

し
て
、
計
画
す
る
河
川
整
備
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
と
す

る
。
　
な
お
、
各
整
備
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
無
堤
地
区
の
浸
水
被
害

対
策
で
あ
る
堤
防
の
整
備
と
、
全
川
的
な
治
水
効
果
が
期
待
さ

れ
る
長
安
口
ダ
ム
の
改
造
を
優
先
的
に
実
施
す
る
も
の
と
す
る

が
、
堤
防
整
備
区
間
に
お
け
る
局
所
洗
掘
対
策
や
堤
防
漏
水
対

策
に
つ
い
て
も
緊
急
性
の
高
い
箇
所
に
つ
い
て
計
画
的
に
実
施

す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
各
整
備
に
つ
い
て
は
効
果
発
現
ま

で
に
長
期
間
を
必
要
と
す
る
た
め
、
特
に
そ
の
整
備
途
中
の
段

階
に
お
い
て
は
、
各
種
の
ソ
フ
ト
対
策
等
に
よ
っ
て
減
災
を
目

指
す
も
の
と
す
る
。

　
加
え
て
、
河
川
整
備
の
項
目
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ

の
進
捗
状
況
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
と
と
も
に
、
河
床
変
動

や
樹
木
の
繁
茂
状
況
な
ど
河
道
内
の
状
況
や
流
域
の
社
会
情
勢

等
の
変
化
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
、
整
備
項
目
の
追
加
・

削
除
、
実
施
内
容
・
箇
所
の
変
更
等
の
見
直
し
を
適
切
に
行

う
。
　
国
管
理
区
間
の
那
賀
川
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
現
在
実
施
中

で
あ
る
深
瀬
箇
所
を
初
め
と
し
た
無
堤
部
の
堤
防
整
備
と
長
安

口
ダ
ム
の
改
造
を
優
先
し
て
実
施
す
る
。
ま
た
、
整
備
計
画
目

標
流
量
の
流
下
能
力
不
足
解
消
の
た
め
必
要
に
応
じ
て
、
樹
木

伐
採
、
河
道
掘
削
を
実
施
し
て
い
く
。
な
お
、
堤
防
整
備
済
区

間
に
お
け
る
局
所
洗
掘
対
策
や
堤
防
漏
水
対
策
に
つ
い
て
は
、

緊
急
性
の
高
い
箇
所
か
ら
優
先
し
て
実
施
す
る
。
特
に
、
局
所

洗
堀
対
策
と
し
て
実
施
す
る
河
川
敷
（
高
水
敷
）
整
備
に
つ
い

て
は
、
治
水
安
全
度
の
上
下
流
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
す
る
。

　
県
管
理
区
間
の
那
賀
川
に
お
い
て
は
、
過
去
の
浸
水
被
害
の

実
績
、
今
後
の
浸
水
被
害
の
発
生
状
況
等
を
勘
案
す
る
と
と
も

に
、
長
安
口
ダ
ム
の
改
造
に
よ
る
効
果
を
早
期
に
発
現
さ
せ
る

た
め
に
、
ま
ず
、
和
食
地
区
、
出
原
地
区
、
平
谷
地
区
の
整
備

を
計
画
的
に
実
施
す
る
。

　
国
管
理
区
間
の
桑
野
川
に
お
い
て
は
、
現
在
実
施
中
で
あ
る

床
上
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業
（
引
堤
3
.
2
k
m
、
排
水
機
場
等
）

を
継
続
し
て
実
施
し
、
そ
の
後
、
無
堤
地
区
の
堤
防
整
備
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
堤
防
整
備
済
区
間
に
お
け
る
局
所
洗
掘
対

策
や
堤
防
漏
水
対
策
に
つ
い
て
も
、
緊
急
性
の
高
い
箇
所
か
ら

必
要
に
応
じ
て
実
施
し
て
い
く
。
ま
た
、
整
備
計
画
目
標
流
量

の
流
下
能
力
不
足
解
消
の
た
め
、
必
要
な
河
道
掘
削
に
つ
い
て

は
、
上
流
県
区
間
の
改
修
状
況
を
踏
ま
え
計
画
的
に
実
施
す

る
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
1
0
/
6
5
）

1
.
 
河
川
整
備
計
画
全
般

 
共
通
－
5
　
新
規
ダ
ム
建
設
・
ダ
ム
の
撤
去
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
2
)
既
設
ダ
ム
の
撤
去
に
つ
い

て
の
意
見

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

　
県
管
理
区
間
の
桑
野
川
に
お
い
て
は
、
現
在
実
施
中
で
あ
る

事
業
を
継
続
し
て
実
施
す
る
。
ま
た
、
過
去
の
浸
水
被
害
の
実

績
、
今
後
の
浸
水
被
害
の
発
生
状
況
、
上
下
流
の
整
備
状
況
等

に
配
慮
し
な
が
ら
、
順
次
整
備
を
実
施
す
る
。

　
そ
の
他
、
大
規
模
地
震
・
津
波
対
策
等
に
つ
い
て
は
、
被
害

軽
減
効
果
の
高
い
箇
所
か
ら
計
画
的
に
実
施
す
る
も
の
と
す
る

が
、
整
備
効
果
発
現
ま
で
に
長
期
間
を
必
要
と
す
る
た
め
、
整

備
途
中
段
階
に
お
い
て
は
、
洪
水
対
策
も
含
め
た
各
種
の
ソ
フ

ト
対
策
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
実
施
す
る
。

　
ま
た
、
河
川
整
備
の
項
目
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
整
備

の
進
捗
状
況
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
、
河
床
の
変
動
や
樹
木
の

繁
茂
状
況
な
ど
の
河
道
内
の
状
況
、
流
域
の
社
会
情
勢
等
の
変

化
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
、
整
備
項
目
の
追
加
・
削
除
、

実
施
内
容
・
箇
所
の
変
更
等
の
見
直
し
を
適
切
に
行
う
。

5
-
7
河
川
整
備
計
画
の
素
案
に
つ
い
て
問
題

は
な
い
。
た
だ
し
、
長
安
口
ダ
ム
は
必

要
な
い
と
言
っ
て
い
る
住
民
が
い
る
限

り
、
長
安
口
ダ
ム
の
必
要
性
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

ダ
ム
を
今
す
ぐ
撤
去
せ
よ
と
言
っ
て
い

る
の
で
は
な
く
、
当
面
は
、
堆
砂
問
題

に
つ
い
て
、
排
砂
バ
イ
パ
ス
を
使
っ
て

対
応
で
き
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
。

流
域
住
民

（
羽
ノ
浦
）
Ｃ
さ
ん

5
-
8
整
備
計
画
の
結
論
（
方
針
）

阿
南
市
及
び
和
食
地
区
の
堤
防
を
現
計

画
よ
り
高
く
す
る
と
と
も
に
出
原
地
区

の
河
道
整
備
を
５
年
で
完
成
し
、
６
年

目
に
全
ダ
ム
を
撤
去
す
る
。

パ
ブ
コ
メ

（
会
場
）
4

5
-
9
昭
和
2
2
，
2
3
年
頃
、
那
賀
川
の
水
崎
に

は
4
5
c
m
位
の
鮎
が
い
た
が
、
ダ
ム
が
で

き
て
、
こ
の
よ
う
な
魚
が
住
め
な
く

な
っ
た
。

ダ
ム
と
治
山
・
治
水
は
わ
か
る
が
、
利

水
が
入
れ
ば
環
境
と
の
矛
盾
が
生
ず

る
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ａ
さ
ん

【
修
正
素
案
P
1
3
5
】

4
-
1
-
2
 
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
に
関
す
る
事
項

(
2
)
 
水
質
保
全
対
策

　
長
安
口
ダ
ム
下
流
河
川
の
濁
水
長
期
化
の
軽
減
の
た
め
、
長

安
口
ダ
ム
の
発
電
取
水
口
に
選
択
取
水
設
備
を
設
置
し
、
ダ
ム

貯
水
池
内
の
澄
ん
だ
水
を
日
野
谷
発
電
所
の
取
水
口
を
使
っ
て

下
流
へ
放
流
す
る
こ
と
に
よ
り
、
浮
遊
性
物
質
量
（
Ｓ
Ｓ
）
の

【
修
正
素
案
P
9
6
】

4
-
1
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

(
1
)
 
那
賀
川
【
国
管
理
区
間
】

1
)
 
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
の
対
策

③
 
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節

ⅳ
)
 
長
安
口
ダ
ム
治
水
容
量
の
確
保

　
長
安
口
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
主
と
し

て
長
安
口
ダ
ム
貯
水
池
上
流
に
お
い
て
、
土
砂
の
除
去
を
行

う
。
　
な
お
、
長
期
的
な
堆
砂
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
効
果

的
・
効
率
的
な
対
策
と
な
る
よ
う
排
砂
バ
イ
パ
ス
な
ど
を
含

め
、
流
域
全
体
の
課
題
を
視
野
に
入
れ
た
対
策
の
検
討
を
引
き

続
き
検
討
を
行
う
。

【
修
正
素
案
P
9
8
】

4
-
1
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

(
1
)
 
那
賀
川
【
国
管
理
区
間
】

1
)
 
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
の
対
策

③
 
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節

図
－
4
.
1
.
7
(
1
)
　
長
安
口
ダ
ム
に
お
け
る
堆
砂
対
策
イ
メ
ー
ジ
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
1
1
/
6
5
）

1
.
 
河
川
整
備
計
画
全
般

 
共
通
－
5
　
新
規
ダ
ム
建
設
・
ダ
ム
の
撤
去
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
2
)
既
設
ダ
ム
の
撤
去
に
つ
い

て
の
意
見

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

5
-
1
0
様
々
な
生
物
が
生
息
す
る
環
境
条
件
を

壊
せ
ば
、
川
は
良
く
な
ら
な
い
。
長
安

口
ダ
ム
が
死
水
を
つ
く
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
を
い
ち
早
く
取
り
除
い
て
ほ
し

い
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ａ
さ
ん
（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

環
境
基
準
（
2
5
m
g
/
L
以
下
）
を
守
れ
な
い
日
数
を
1
/
2
程
度
に
低

減
さ
せ
る
。
ま
た
、
選
択
取
水
設
備
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、

ダ
ム
湖
内
の
濁
度
や
水
温
な
ど
の
水
質
観
測
を
行
い
下
流
環
境

へ
の
影
響
に
配
慮
し
た
運
用
を
行
う
。
加
え
て
、
選
択
取
水
設

備
以
外
の
水
質
改
善
対
策
に
つ
い
て
も
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。

5
-
1
1
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ダ
ム
が
川
を
せ
き
止

め
た
の
が
問
題
の
全
て
で
あ
る
。
ダ
ム

が
な
け
れ
ば
昔
の
清
流
が
復
活
し
、
海

ま
で
土
砂
を
流
す
こ
と
が
で
き
る
。
昔

か
ら
の
天
然
の
恵
み
を
今
の
時
代
の
人

間
が
こ
わ
さ
な
い
よ
う
に
、
自
然
を

も
っ
と
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｃ
さ
ん
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
1
2
/
6
5
）

1
.
 
河
川
整
備
計
画
全
般

 
共
通
－
6
　
既
設
ダ
ム
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
長
安
口
ダ
ム
の
容
量
配
分

に
つ
い
て
の
意
見

6
－
1
長
安
口
ダ
ム
の
将
来
の
堆
砂
容
量
の
考

え
方
・
貯
水
池
容
量
配
分
に
つ
い
て
、

教
え
て
ほ
し
い
。

流
域
住
民

（
阿
南
）
Ｇ
さ
ん

【
修
正
素
案
P
9
8
】

4
-
1
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

(
1
)
 
那
賀
川
【
国
管
理
区
間
】

1
)
 
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
の
対
策

③
 
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節

<
<
本
文
省
略
>
>

図
－
4
.
1
.
7
　
長
安
口
ダ
ム
容
量
配
分
図
（
河
川
整
備
計
画
）

図
－
4
.
1
.
7
(
1
)
　
長
安
口
ダ
ム
に
お
け
る
堆
砂
対
策
イ
メ
ー
ジ

6
－
2
底
水
利
用
に
つ
い
て
、
長
安
口
ダ
ム
満

水
の
状
態
で
表
面
か
ら
4
0
ｍ
下
が
っ
た

と
こ
ろ
で
は
酸
欠
状
態
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
つ
も
り

か
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｏ
さ
ん
　
低
標
高
部
の
水
を
利
用
す
る
場
合
に

は
貯
水
位
が
下
が
っ
て
い
る
状
態
で
利

用
し
ま
す
の
で
酸
欠
状
態
に
は
な
ら
な

い
よ
う
運
用
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

－

　
長
安
口
ダ
ム
貯
水
池
上
流
で
の
土
砂

の
除
去
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
ダ
ム
貯

水
池
内
へ
の
土
砂
流
入
を
抑
え
て
い
き

ま
す
。
た
だ
し
、
粒
径
の
小
さ
い
土
砂

（
ウ
オ
ッ
シ
ュ
ロ
ー
ド
）
に
つ
い
て
は

除
去
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
年

４
万
m
3
の
流
入
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
た
め
整
備
計
画
の
期
間
で
あ
る
3
0

年
間
分
と
し
て
1
2
0
m
3
を
有
効
容
量
内
へ

の
堆
砂
量
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
も

と
も
と
の
堆
砂
空
容
量
の
12
4
.
5
万
m
3
と

合
わ
せ
て
、
2
4
4
.
5
万
m
3
を
将
来
の
堆
砂

量
と
し
て
い
ま
す
。

　
底
水
容
量
は
、
従
来
使
っ
て
い
な

か
っ
た
底
部
放
流
管
を
改
造
す
る
こ
と

に
よ
り
、
下
流
の
水
利
用
及
び
河
川
を

維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
容
量
と
し
て

使
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

従
来
は
、
発
電
が
主
体
で
下
流
に
必
要

な
水
が
放
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
河

川
整
備
計
画
で
は
、
発
電
を
主
目
的
と

す
る
の
で
は
な
く
、
放
流
す
る
よ
う
運

用
を
変
更
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
素
案
の
「
4
-

2
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発

生
の
防
止
又
は
軽
減
に
関
す
る
事
項
」

に
堆
砂
対
策
イ
メ
ー
ジ
図
を
追
加
し
ま

す
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
1
3
/
6
5
）

1
.
 
河
川
整
備
計
画
全
般

 
共
通
－
6
　
既
設
ダ
ム
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
2
)
ダ
ム
の
連
係
操
作
に
つ
い

て
の
意
見

6
－
3
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
ダ
ム
の
連

携
操
作
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
い
の
で

は
な
い
か
。

流
域
住
民

（
羽
ノ
浦
）
Ａ
さ
ん

6
－
4
長
安
口
ダ
ム
の
管
理
が
県
か
ら
国
へ
移

管
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
、
よ
り
適
切
に

管
理
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｅ
さ
ん

【
修
正
素
案
P
9
6
】

4
-
1
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

(
1
)
 
那
賀
川
【
国
管
理
区
間
】

1
)
 
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
の
対
策

③
 
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節

　
既
設
長
安
口
ダ
ム
を
改
造
す
る
こ
と
に
よ
り
、
洪
水
調
節
能

力
を
増
強
し
、
基
準
地
点
古
庄
に
お
け
る
河
川
整
備
計
画
の
目

標
流
量
9
,
0
0
0
m
3
/
s
の
う
ち
5
0
0
m
3
/
s
を
調
節
す
る
。

　
な
お
、
長
安
口
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
ダ
ム
の
機
能
強
化
の
た

め
、
徳
島
県
か
ら
国
土
交
通
省
に
移
管
す
る
予
定
で
あ
る
。

ⅰ
)
 
長
安
口
ダ
ム
貯
水
池
容
量
配
分
の
変
更

　
貯
水
池
容
量
配
分
の
変
更
に
よ
り
現
況
の
洪
水
調
節
容
量

1
,
0
9
6
万
m
3
を
1
,
2
0
0
万
m
3
と
し
、
治
水
機
能
の
増
強
を
行
う
。

　
ま
た
、
洪
水
時
満
水
位
以
下
に
1
9
0
万
m
3
を
確
保
す
る
こ
と
に

よ
り
、
局
所
的
な
集
中
豪
雨
や
出
水
時
の
初
期
の
対
応
に
活
用

す
る
。

ⅱ
)
 
長
安
口
ダ
ム
の
放
流
能
力
の
増
強

　
洪
水
時
の
放
流
能
力
の
増
強
の
た
め
、
洪
水
吐
き
（
オ
リ

フ
ィ
ス
ゲ
ー
ト
）
の
新
設
等
を
行
う
。

ⅲ
)
 
長
安
口
ダ
ム
操
作
ル
ー
ル
の
見
直
し

　
長
安
口
ダ
ム
下
流
河
道
に
お
け
る
河
川
改
修
の
整
備
状
況
に

対
応
し
て
、
ダ
ム
操
作
ル
ー
ル
を
適
宜
見
直
す
。

　
現
在
2
,
5
0
0
m
3
/
s
で
あ
る
洪
水
調
節
開
始
流
量
に
つ
い
て
は
下

流
無
堤
地
区
の
対
応
が
進
む
毎
に
段
階
的
に
見
直
し
て
い
く
こ

と
で
、
よ
り
大
規
模
な
洪
水
で
の
治
水
効
果
を
高
め
て
い
く
も

の
と
す
る
。

ⅳ
)
 
長
安
口
ダ
ム
治
水
容
量
の
確
保

　
長
安
口
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
主
と
し

て
長
安
口
ダ
ム
貯
水
池
上
流
に
お
い
て
、
土
砂
の
除
去
を
行

う
。
　
な
お
、
長
期
的
な
堆
砂
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
効
果

的
・
効
率
的
な
対
策
と
な
る
よ
う
排
砂
バ
イ
パ
ス
な
ど
を
含

め
、
流
域
全
体
の
課
題
を
視
野
に
入
れ
た
対
策
の
検
討
を
引
き

続
き
検
討
を
行
う
。

　
長
安
口
ダ
ム
は
流
域
唯
一
の
洪
水
調

節
ダ
ム
で
す
。
し
か
し
、
現
在
の
長
安

口
ダ
ム
治
水
・
利
水
・
環
境
の
面
で

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
早
急
に

解
決
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
長
安
口
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
徳
島
県

か
ら
国
に
移
管
さ
れ
て
も
、
小
見
野
々

ダ
ム
の
管
理
者
で
あ
る
四
国
電
力
、
川

口
ダ
ム
の
管
理
者
で
あ
る
徳
島
県
企
業

局
と
綿
密
な
連
携
の
も
と
に
ダ
ム
の
操

作
を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
今
後
と

も
有
効
活
用
を
図
っ
て
行
く
よ
う
、
今

回
の
整
備
計
画
に
改
造
事
業
を
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

素
案
の
「
4
-
2
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ

る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
に
関

す
る
事
項
」
の
記
載
を
修
正
・
追
記
し

ま
す
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
1
4
/
6
5
）

1
.
 
河
川
整
備
計
画
全
般

 
共
通
－
6
　
既
設
ダ
ム
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
2
)
ダ
ム
の
連
係
操
作
に
つ
い

て
の
意
見

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

【
修
正
素
案
P
1
4
7
】

4
-
2
-
1
　
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

(
2
)
 
ダ
ム
の
維
持
管
理

　
既
設
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
定
め
ら
れ
た
点
検
基
準
に
基
づ
き

適
切
に
管
理
を
行
う
と
と
も
に
四
国
電
力
が
管
理
す
る
小
見

野
々
ダ
ム
等
と
は
今
後
と
も
綿
密
な
連
携
の
も
と
ダ
ム
操
作
を

行
う
。
ま
た
、
流
木
処
理
や
堆
砂
対
策
等
を
適
切
に
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
ダ
ム
（
貯
水
池
）
機
能
の
確
保
を
図
る
と
と
も

に
、
除
去
し
た
流
木
や
堆
砂
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
有
効

活
用
を
図
る
。
な
お
、
今
後
の
堆
砂
量
を
抑
え
る
た
め
、
主
と

し
て
長
安
口
ダ
ム
貯
水
池
上
流
に
お
い
て
土
砂
の
除
去
を
行
う

と
と
も
に
、
長
期
的
な
堆
砂
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
効
果

的
・
効
率
的
な
対
策
と
な
る
よ
う
排
砂
バ
イ
パ
ス
な
ど
を
含

め
、
流
域
全
体
の
課
題
を
視
野
に
入
れ
た
対
策
の
検
討
を
引
き

続
き
検
討
を
行
う
。

　
ま
た
、
長
安
口
ダ
ム
で
は
適
正
な
管
理
を
行
う
た
め
に
ダ
ム

管
理
カ
メ
ラ
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
等
を
整
備
す
る
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
1
5
/
6
5
）

1
.
 
河
川
整
備
計
画
全
般

 
共
通
－
6
　
既
設
ダ
ム
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
3
)
長
安
口
ダ
ム
の
移
管
に
つ

い
て
の
意
見

6
－
5
な
ぜ
長
安
口
ダ
ム
だ
け
が
、
国
交
省
の

管
理
に
な
る
の
か
教
え
て
ほ
し
い
。

流
域
住
民

（
羽
ノ
浦
）
Ｃ
さ
ん

6
－
6
県
は
長
安
口
ダ
ム
新
設
時
に
住
民
を
移

転
さ
せ
、
今
に
な
っ
て
堆
砂
問
題
な
ど

処
置
な
し
と
な
り
、
国
へ
放
り
投
げ

た
。
県
は
ず
る
い
逃
げ
道
を
つ
く
っ

た
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｄ
さ
ん

(
4
)
そ
の
他
の
意
見

6
－
7
ダ
ム
の
寿
命
が
5
0
年
と
聞
い
た
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
な
ど
の
劣
化
で
危
険
度
が
増

す
と
い
う
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
た

が
、
今
も
な
お
健
全
な
構
造
物
で
あ
る

た
め
、
有
効
活
用
が
本
来
の
考
え
方
だ

と
思
う
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｅ
さ
ん
　
長
安
口
ダ
ム
の
設
計
図
書
等
に
つ
い

て
は
、
ダ
ム
管
理
者
が
保
管
し
て
お

り
、
必
要
で
有
れ
ば
閲
覧
も
可
能
で

す
。
ま
た
、
長
安
口
ダ
ム
の
改
造
に
あ

た
っ
て
は
、
堤
体
の
状
態
を
良
く
調
査

し
た
上
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

－

6
－
8
長
安
口
ダ
ム
や
周
辺
の
構
造
に
な
ん
ら

問
題
は
無
い
と
い
う
根
拠
と
し
て
設
計

書
、
構
造
計
算
書
、
破
壊
検
査
等
の
実

情
を
我
々
に
報
告
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

未
會
有
の
大
災
害
と
い
う
絵
空
事
の
不

安
が
一
気
に
解
消
さ
れ
る
簡
単
な
こ
と

と
思
い
答
弁
を
お
聞
き
し
ま
す
。

パ
ブ
コ
メ

（
会
場
）
1
1

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

【
修
正
素
案
P
3
9
】

2
-
1
-
3
 
治
水
の
現
状
と
課
題

(
1
)
 
洪
水
対
策

3
)
 
那
賀
川
【
徳
島
県
管
理
区
間
】

3
-
1
)
 
那
賀
川

②
 
長
安
口
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節

　
那
賀
川
の
洪
水
調
節
は
流
域
で
唯
一
の
洪
水
調
節
機
能
を
有

す
る
長
安
口
ダ
ム
で
実
施
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の

洪
水
調
節
容
量
1
,
0
9
6
万
m
3
に
よ
り
、
ダ
ム
地
点
で
計
画
最
大
流

入
量
6
,
4
0
0
m
3
/
s
を
1
,
0
0
0
m
3
/
s
調
節
し
、
下
流
へ
の
計
画
最
大
放

流
量
を
5
,
4
0
0
m
3
/
s
と
し
て
い
る
。

　
長
安
口
ダ
ム
で
は
、
過
去
2
0
年
間
に
1
5
回
の
洪
水
調
節
を
実

施
し
て
お
り
、
ダ
ム
地
点
に
お
い
て
最
大
約
6
0
0
m
3
/
s
を
調
節

し
、
ダ
ム
下
流
の
洪
水
被
害
を
軽
減
し
て
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
集
中
豪
雨
な
ど
の
降
雨
状
況
を
鑑

み
る
と
、
既
設
長
安
口
ダ
ム
の
洪
水
調
節
容
量
、
放
流
能
力
等

の
機
能
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

表
-
2
.
1
.
3
　
ダ
ム
諸
元
（
現
状
）

 
な
お
、
那
賀
川
流
域
で
は
、
急
峻
な
地
形
、
脆
弱
な
地
質
と
相

ま
っ
て
全
国
有
数
の
多
雨
地
帯
で
あ
る
た
め
土
砂
生
産
量
が
多

く
、
長
安
口
ダ
ム
に
多
量
の
土
砂
が
流
入
し
て
お
り
、
有
効
貯

水
容
量
内
に
も
土
砂
が
堆
積
し
て
い
る
。
今
後
は
有
効
貯
水
容

量
内
へ
の
土
砂
流
入
を
抑
え
る
対
策
を
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
。

- 28 -



那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
1
6
/
6
5
）

1
.
 
河
川
整
備
計
画
全
般

 
共
通
－
7
　
基
本
理
念
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
基
本
理
念
に
つ
い
て
の
意

見

7
－
1
基
本
理
念
に
つ
い
て
は
、
大
賛
成
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
趣
旨
で
今
後
と
も
河

川
整
備
計
画
を
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ａ
さ
ん

7
－
2
基
本
理
念
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
、

「
那
賀
川
の
魚
た
ち
」
、
あ
る
い
は
、

「
よ
み
が
え
る
那
賀
川
」
な
ど
に
し
て

は
ど
う
か
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｉ
さ
ん

7
－
3
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
、
「
那
賀
川
水

系
に
し
か
住
め
な
い
人
が
安
全
安
心
で

き
る
川
づ
く
り
」
と
い
う
こ
と
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｋ
さ
ん

7
－
4
【
素
案
P
8
9
】
「
清
流
の
復
活
」
を
整
備

計
画
の
大
き
な
柱
と
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

市
町
長

那
賀
町
長

7
－
5
安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
河
川
整
備

計
画
の
策
定
を
お
願
い
し
ま
す
。

パ
ブ
コ
メ

（
ハ
ガ
キ
）
2
0

7
－
6
長
安
口
ダ
ム
が
で
き
て
か
ら
の
意
見
・

要
望
に
つ
い
て
、
一
度
も
対
応
し
て
も

ら
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
那
賀
川
水
系

に
住
め
て
良
か
っ
た
、
育
っ
て
良
か
っ

た
と
思
え
る
よ
う
な
対
応
を
し
て
ほ
し

い
。

流
域
住
民

（
羽
ノ
浦
）
Ｃ
さ
ん

　
基
本
理
念
に
つ
い
て
は
那
賀
川

フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
3
0
の
提
言
を
受
け
て
作

成
し
て
い
ま
す
。

　
ご
意
見
の
主
旨
に
つ
い
て
は
フ
ォ
ー

ラ
ム
2
0
3
0
の
提
言
に
含
ま
れ
て
い
る
と

解
釈
し
て
お
り
、
整
備
計
画
の
記
述
と

し
て
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
文
言
を
活
か
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
基
本
理
念
の
主
旨
に
基

づ
き
河
川
整
備
計
画
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
6
7
】

3
.
 
河
川
整
備
計
画
の
目
標
に
関
す
る
事
項

3
-
1
 
河
川
整
備
の
基
本
理
念

　
那
賀
川
は
、
古
来
か
ら
洪
水
は
ん
氾
濫
や
渇
水
被
害
が
多
発

し
、
川
沿
い
の
沿
川
住
民
の
貴
重
な
生
命
や
財
産
を
脅
か
し
て

き
た
。
そ
の
一
方
で
、
自
然
豊
か
な
河
川
環
境
は
地
域
住
民
に

慕
わ
れ
る
と
と
も
に
、
各
種
用
水
に
利
用
さ
れ
る
等
、
地
域
と

密
接
な
関
係
を
保
っ
て
き
た
。

　
那
賀
川
の
将
来
目
指
す
べ
き
姿
と
し
て
「
安
全
で
安
心
で
き

る
那
賀
川
水
系
の
未
来
が
拓
け
る
川
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と

し
、
洪
水
や
渇
水
か
ら
生
命
や
財
産
を
守
り
、
地
域
住
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
社
会
基
盤
の
整
備
を
図
る
こ
と
で
、

地
域
と
の
良
好
な
関
係
を
将
来
に
わ
た
っ
て
継
承
し
て
い
く
。

そ
の
た
め
、
関
係
機
関
や
地
域
住
民
と
の
情
報
の
共
有
・
連
携

の
強
化
を
図
り
つ
つ
、
治
水
・
利
水
・
環
境
に
関
わ
る
施
策
を

総
合
的
に
展
開
す
る
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
1
7
/
6
5
）

2
.
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

 
治
水
－
1
　
河
川
整
備
に
お
け
る
目
標
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
河
川
整
備
に
お
け
る
目
標

に
つ
い
て

・
河
川
整
備
計
画
に
か
け
る
治

水
安
全
度
は
ど
の
程
度
か
。

ま
た
目
標
流
量
の
設
定
根
拠
を

示
さ
れ
た
い
。

1
－
1
国
が
進
め
て
い
る
一
級
河
川
の
治
水
安

全
度
の
目
標
と
現
在
の
那
賀
川
の
治
水

安
全
度
は
い
く
ら
か
。
今
回
の
計
画
が

進
め
ら
れ
て
実
行
さ
れ
る
と
治
水
安
全

度
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

流
域
住
民

（
阿
南
）
Ａ
さ
ん
　
治
水
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方
で
あ

る
河
川
整
備
基
本
方
針
は
、
1
0
0
年
に
１

度
の
洪
水
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。
今

回
の
河
川
整
備
計
画
で
長
安
口
ダ
ム
を

改
造
す
る
と
と
も
に
、
国
管
理
区
間
に

お
い
て
堤
防
を
整
備
し
、
樹
木
を
切

り
、
河
道
を
掘
削
し
、
8
,
50
0
m
3
/
s
を
流

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
治

水
安
全
度
は
概
ね
1
/
3
0
～
1/
4
0
ぐ
ら
い

に
な
り
ま
す
。
現
在
、
那
賀
川
の
治
水

安
全
度
は
評
価
の
場
所
に
よ
り
違
い
、

加
茂
地
区
で
は
1
/
2
～
1
/
3
、
堤
防
の
あ

る
と
こ
ろ
で
も
流
下
能
力
の
小
さ
い
と

こ
ろ
で
は
8
,
0
0
0
m
3
/
s
弱
で
あ
り
治
水
安

全
度
は
1
/
3
0
～
1
/
4
0
よ
り
少
し
小
さ
い

値
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
7
6
】

3
-
4
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
に

関
す
る
目
標

(
1
)
 
那
賀
川
【
国
管
理
区
間
】

1
)
 
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
の
対
応

　
本
整
備
計
画
に
お
い
て
は
、
戦
後
最
大
流
量
を
記
録
し
甚
大

な
浸
水
被
害
を
発
生
さ
せ
た
昭
和
2
5
年
９
月
洪
水
（
ジ
ェ
ー
ン

台
風
）
と
同
規
模
の
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
、
基
準
地
点
古
庄
に
お
け
る
目
標
流
量
は
9
,
0
0
0
m
3
/
s
と

す
る
。
こ
の
う
ち
既
設
長
安
口
ダ
ム
の
改
造
に
よ
り
5
0
0
m
3
/
s
を

調
節
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
河
道
へ
の
配
分
流
量
を
8
,
5
0
0
m
3
/
s

と
す
る
。

　
こ
の
流
量
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
、
無
堤
地
区
の
築

堤
、
掘
削
等
の
事
業
を
行
い
、
本
川
の
外
水
は
ん
氾
濫
に
よ
る

浸
水
被
害
を
防
止
す
る
。

表
－
3
.
4
.
1
　
河
川
整
備
に
お
い
て
目
標
と
す
る
流
量
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
1
8
/
6
5
）

2
.
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

 
治
水
－
2
　
既
往
の
著
名
洪
水
の
流
出
量
と
被
害
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
既
往
の
著
名
洪
水
の
流
出

量
と
被
害
に
つ
い
て
の
意
見

・
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に

記
載
さ
れ
て
い
る
被
害
状
況
は

我
々
の
認
識
と
違
う
。

我
々
と
同
じ
よ
う
な
被
害
認
識

を
共
有
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

2
－
1
木
頭
地
区
に
お
け
る
過
去
の
水
害
の
被

害
状
況
か
ら
み
る
と
、
大
き
な
被
害
の

あ
っ
た
昭
和
4
0
年
９
月
洪
水
、
平
成
1
7

年
９
月
洪
水
が
欠
落
し
て
い
る
。
ま

た
、
昭
和
5
1
年
９
月
洪
水
、
昭
和
5
4
年

９
月
洪
水
に
つ
い
て
は
素
案
P
9
の
被
害

数
字
が
少
な
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

我
々
と
同
じ
よ
う
な
被
害
認
識
を
共
有

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｂ
さ
ん
　
【
素
案
P
9
】
の
表
の
数
字
は
徳
島
県

が
市
町
に
報
告
し
て
い
た
だ
い
た
数
字

を
水
害
統
計
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
水
害
統
計
に
つ
い
て
は
、
平
成
1
6

年
ま
で
し
か
整
理
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
本
資
料
に
お
い
て
も
平
成
1
6
年
ま

で
整
理
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
1
7
年
の

台
風
1
4
号
の
被
害
に
つ
い
て
も
十
分
認

識
し
て
い
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
9
】

2
.
 
那
賀
川
の
現
状
と
課
題

2
-
1
 
治
水
の
現
状
と
課
題

2
-
1
-
1
 
洪
水
の
概
要

(
1
)
 
那
賀
川

<
<
本
文
省
略
>
>

表
－
2
.
1
.
1
　
那
賀
川
に
お
け
る
過
去
の
洪
水
と
被
害
状
況
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
1
9
/
6
5
）

2
.
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

 
治
水
－
3
　
那
賀
川
の
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
の
対
策

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
霞
堤
の
よ
う
な
概
念
を
取

り
入
れ
た
対
策
に
つ
い
て
の
意

見

3
－
1
【
素
案
P
1
1
8
】
に
和
食
、
土
佐
地
区
の

整
備
計
画
に
つ
い
て
、
霞
堤
的
な
概
念

を
取
り
入
れ
、
河
道
と
平
行
に
堤
防
整

備
を
行
っ
て
お
り
、
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
効

果
的
で
、
評
価
で
き
る
。
他
の
築
堤
予

定
箇
所
へ
も
適
用
で
き
な
い
か
。
例
え

ば
、
【
素
案
P
1
2
7
】
畑
田
川
1
.
0
k
m
～

1
.
7
k
m
右
岸
側
な
ど
多
数
の
地
点
で
適
用

で
き
そ
う
な
感
じ
が
す
る
。

学
識
者

岡
部
委
員
　
畑
田
川
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
徳
島

県
管
理
河
川
へ
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

事
業
実
施
に
際
し
て
現
地
の
状
況
や
地

元
の
意
向
を
よ
く
調
査
し
て
、
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

－

3
－
2
住
宅
部
分
だ
け
浸
水
か
ら
守
る
よ
う
で

は
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
の
で
は

な
い
か
。
田
畑
も
浸
か
ら
な
い
よ
う
農

林
水
産
省
に
働
き
か
け
て
い
た
だ
き
た

い
。
森
林
、
田
畑
を
守
る
よ
う
、
農
林
水
産

省
等
と
も
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

市
町
長

那
賀
町
長
　
農
地
へ
の
浸
水
対
策
に
つ
い
て
は
、

概
ね
3
0
年
間
の
計
画
の
中
で
、
農
地
が

守
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
長
期

的
に
は
対
策
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

－

(
2
)
国
営
農
地
防
災
事
業
の
取

水
堰
の
洪
水
流
に
対
す
る
影
響

に
つ
い
て
の
意
見

3
－
3
持
井
橋
の
た
も
と
に
住
ん
で
い
る
が
、

那
賀
川
は
天
井
川
で
あ
り
、
農
政
局
の

堰
や
川
口
ダ
ム
も
あ
り
、
ダ
ム
操
作
の

タ
イ
ミ
ン
グ
が
ず
れ
る
と
不
安
で
あ

る
。
上
流
で
堤
防
、
道
路
拡
張
に
よ
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
で
一
気
に
洪
水
が
流

れ
て
き
て
も
大
丈
夫
か
。

流
域
住
民

（
羽
ノ
浦
）
Ａ
さ
ん
　
持
井
（
上
大
野
）
地
区
の
堤
防
に
つ

い
て
は
、
重
要
な
堤
防
で
あ
り
、
整
備

計
画
の
中
で
も
質
的
強
化
（
漏
水
対

策
・
侵
食
対
策
）
を
実
施
し
て
い
く
予

定
で
す
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
今
よ
り
河
床
が
高

く
な
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
お
り
、

河
道
の
整
備
で
対
応
す
る
流
量
で
あ
る

8
,
5
0
0
m
3
/
s
を
安
全
に
流
す
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
1
0
1
】

4
-
1
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

(
1
)
 
那
賀
川
【
国
管
理
区
間
】

3
)
 
堤
防
漏
水
対
策

図
－
4
.
1
.
1
0
　
堤
防
漏
水
対
策
を
実
施
す
る
区
間
（
那
賀
川
）

3
－
4
持
井
の
と
こ
ろ
に
可
動
堰
が
で
き
る
予

定
だ
が
、
堰
の
位
置
に
よ
っ
て
は
、
水

流
の
変
化
が
お
き
た
り
、
ま
た
、
バ
ラ

ス
等
が
沈
殿
し
、
今
後
浚
渫
等
の
余
分

な
手
間
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
現

在
の
南
岸
堰
は
そ
れ
ら
を
勘
案
し
て

造
っ
て
あ
る
が
、
位
置
が
変
わ
っ
た
場

合
に
水
流
の
変
化
は
ど
う
な
る
の
か
。

流
域
住
民

（
羽
ノ
浦
）
Ａ
さ
ん
　
農
地
防
災
事
業
で
は
、
現
在
、
固
定

堰
で
あ
る
北
岸
堰
、
南
岸
堰
、
大
西
堰

を
撤
去
し
、
現
在
の
南
岸
堰
上
流
に
取

水
堰
（
＝
可
動
堰
）
を
新
た
に
設
置
す

る
計
画
で
す
。
取
水
堰
は
洪
水
時
に

ゲ
ー
ト
操
作
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
固
定
堰
に
比
べ
水
流
の
乱
れ
も
少

な
く
な
る
と
と
も
に
、
土
砂
の
た
ま
る

量
も
少
な
く
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

－

3
－
5
国
営
農
地
防
災
事
業
で
３
堰
の
統
合
堰

を
造
る
計
画
は
、
農
水
省
と
よ
く
協
議

し
て
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
町
長

阿
南
市
長
　
農
地
防
災
事
業
で
取
水
堰
（
＝
統
合

堰
）
が
設
置
さ
れ
る
区
間
に
つ
い
て

は
、
上
流
の
樹
木
の
伐
採
や
河
床
掘
削

の
計
画
な
ど
も
あ
る
の
で
、
農
林
水
産

省
と
協
議
し
な
が
ら
、
一
緒
に
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

－
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
2
0
/
6
5
）

2
.
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

 
治
水
－
4
　
那
賀
川
本
川
堤
防
の
整
備
の
進
め
方
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
那
賀
川
本
川
堤
防
の
整
備

の
進
め
方
に
つ
い
て
の
意
見

・
無
堤
地
区
が
無
堤
地
区
と
し

て
残
っ
て
い
る
理
由
は
何
か
。

4
－
1
無
堤
地
区
が
何
箇
所
か
あ
る
が
、
な
ぜ

無
堤
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
か
。
元
来

あ
っ
て
し
か
る
べ
き
と
こ
ろ
な
の
か
。

学
識
者

山
上
委
員
　
下
流
か
ら
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
上
流
の
一
部
区
間
が
残
っ

て
い
る
状
況
で
す
。

【
修
正
素
案
P
9
3
】

4
-
1
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

(
1
)
 
那
賀
川
【
国
管
理
区
間
】

1
)
 
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
の
対
策

①
 
堤
防
の
整
備

図
-
4
.
1
.
2
　
堤
防
の
整
備
を
実
施
す
る
区
間
（
那
賀
川
）
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
2
1
/
6
5
）

2
.
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

 
治
水
－
5
　
堤
防
漏
水
対
策
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
堤
防
漏
水
対
策
に
つ
い
て

の
意
見

・
堤
防
の
漏
水
対
策
を
十
二
分

に
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

5
－
1
小
松
島
市
は
低
地
帯
で
あ
り
、
那
賀
川

が
は
ん
濫
す
る
と
浸
水
被
害
を
受
け
る

の
で
特
に
堤
防
の
漏
水
対
策
を
十
二
分

に
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
町
長

小
松
島
市
長
　
堤
防
の
漏
水
対
策
・
堤
防
補
強
な
ど

の
質
的
強
化
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
箇

所
か
ら
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

【
修
正
素
案
P
1
0
0
、
P
1
0
1
】

4
-
1
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

(
1
)
 
那
賀
川
【
国
管
理
区
間
】

3
)
 
堤
防
漏
水
対
策

　
堤
防
整
備
区
間
に
お
い
て
、
漏
水
に
対
す
る
安
全
性
を
点
検

し
た
結
果
、
那
賀
川
で
は
お
お
む
ね
左
岸
約
6
.
3
k
m
、
右
岸
約

7
.
3
k
m
の
堤
防
に
つ
い
て
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
漏
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
堤
防
漏
水
の
発
生
状
況
を
注
視
し

つ
つ
、
被
災
履
歴
、
被
災
規
模
、
現
在
の
堤
防
が
有
し
て
い
る

背
後
地
の
社
会
条
件
等
を
総
合
的
に
判
断
し
、
対
策
の
必
要
な

箇
所
に
つ
い
て
は
計
画
的
に
実
施
す
る
。

表
－
4
.
1
.
4
　
堤
防
漏
水
対
策
を
実
施
す
る
箇
所
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
2
2
/
6
5
）

2
.
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

 
治
水
－
6
　
地
震
対
策
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
地
震
対
策
に
つ
い
て
の
意

見 ・
今
後
3
0
年
以
内
に
5
0
％
の
確

率
で
発
生
が
想
定
さ
れ
て
い
る

東
南
海
・
南
海
地
震
、
津
波
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
対
策
を
示

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

6
－
1
【
素
案
P
1
0
4
】
に
「
河
口
部
の
耐
震
性

を
検
討
し
て
必
要
な
対
策
を
実
施
す

る
」
と
あ
る
が
、
南
海
地
震
、
東
南
海

地
震
は
今
後
3
0
年
以
内
に
5
0
～
6
0
パ
ー

セ
ン
ト
の
確
率
で
発
生
す
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、
整
備
を
進
め
る
過
程
の
1
0
年

後
、
2
0
年
後
の
段
階
的
な
目
標
を
設
定

し
、
逐
次
達
成
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

学
識
者

山
上
委
員

6
－
2
今
後
3
0
年
以
内
に
5
0
％
の
確
率
で
発
生

が
想
定
さ
れ
て
い
る
東
南
海
・
南
海
地

震
、
津
波
に
つ
い
て
、
堤
防
の
決
壊
や

沈
下
な
ど
に
対
す
る
具
体
的
な
対
策
を

示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
町
長

小
松
島
市
長

6
－
3
長
安
口
ダ
ム
か
ら
日
野
谷
発
電
所
の
河

床
が
下
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
お
い

て
、
南
海
・
東
南
海
地
震
で
両
岸
の
ど

こ
か
が
崩
れ
て
被
災
す
る
こ
と
は
な
い

か
心
配
で
あ
る
。
高
磯
山
崩
壊
と
同
じ

こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
た

い
。

流
域
住
民

（
阿
南
）
Ｂ
さ
ん
　
長
安
口
ダ
ム
か
ら
日
野
谷
発
電
所
ま

で
の
河
床
低
下
し
て
い
る
区
間
は
、
河

川
巡
視
等
に
よ
り
、
適
切
な
維
持
管
理

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な

お
、
崩
壊
等
の
前
兆
現
象
が
見
つ
か
れ

ば
、
必
要
な
対
策
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

－

　
大
規
模
地
震
対
策
に
つ
い
て
は
、
被

害
軽
減
効
果
の
高
い
箇
所
か
ら
計
画
的

に
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
予
算
の
状
況

等
か
ら
、
河
口
部
の
施
設
を
早
期
に
完

成
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
「
那
賀
川
防
災

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
の
ソ
フ
ト
対
策
に

つ
い
て
も
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
1
0
4
】

4
-
1
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

(
1
)
 
那
賀
川
【
国
管
理
区
間
】

5
)
 
大
規
模
地
震
・
津
波
等
へ
の
対
策

　
東
南
海
・
南
海
地
震
対
策
と
し
て
、
地
震
発
生
後
に
来
襲
す

る
津
波
に
よ
っ
て
浸
水
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
河
口
部
の
水
門
・

排
水
門
（
樋
門
）
に
対
し
て
耐
震
性
を
検
証
し
、
耐
震
補
強
等

の
必
要
な
対
策
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
津
波
の
遡
上
範
囲
及
び

は
ん
氾
濫
状
況
を
検
証
し
、
高
潮
堤
防
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
津
波
に
よ
る
被
害
を
防
止
で
き
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
必

要
に
応
じ
て
対
策
を
行
う
。

　
さ
ら
に
、
対
策
完
了
以
前
の
地
震
発
生
を
想
定
し
、
地
方
自

治
体
と
連
携
し
て
、
減
災
に
向
け
た
ソ
フ
ト
対
策
を
実
施
す

る
。

図
-
4
.
1
.
1
3
　
大
規
模
地
震
・
津
波
対
策
位
置
図
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
2
3
/
6
5
）

2
.
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

 
治
水
－
7
　
ダ
ム
の
洪
水
調
節
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
現
状
の
洪
水
調
節
に
つ
い

て
の
意
見

7
－
1
長
安
口
ダ
ム
建
設
時
の
説
明
に
お
い
て

は
、
家
屋
や
田
畑
へ
の
浸
水
等
は
な
い

と
聞
い
て
い
た
が
、
建
設
以
降
、
津
波

の
よ
う
な
洪
水
が
毎
年
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｄ
さ
ん
　
長
安
口
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
治
水
・

利
水
を
目
的
に
地
域
の
多
大
な
犠
牲
の

も
と
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
流

域
内
唯
一
の
多
目
的
ダ
ム
と
し
て
最
大

限
の
運
用
を
行
い
、
浸
水
被
害
の
軽
減

に
努
め
て
い
ま
す
が
、
近
年
の
異
常
降

雨
な
ど
か
ら
み
る
と
、
洪
水
調
節
の
機

能
が
十
分
と
は
い
え
な
い
状
況
で
あ

り
、
長
安
口
ダ
ム
の
改
造
を
提
案
し
て

い
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
3
9
】

2
-
1
-
3
 
治
水
の
現
状
と
課
題

(
1
)
 
洪
水
対
策

3
)
 
那
賀
川
【
徳
島
県
管
理
区
間
】

3
-
1
)
 
那
賀
川

②
 
長
安
口
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節

　
那
賀
川
の
洪
水
調
節
は
流
域
で
唯
一
の
洪
水
調
節
機
能
を
有

す
る
長
安
口
ダ
ム
で
実
施
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の

洪
水
調
節
容
量
1
,
0
9
6
万
m
3
に
よ
り
、
ダ
ム
地
点
で
計
画
最
大
流

入
量
6
,
4
0
0
m
3
/
s
を
1
,
0
0
0
m
3
/
s
調
節
し
、
下
流
へ
の
計
画
最
大
放

流
量
を
5
,
4
0
0
m
3
/
s
と
し
て
い
る
。

　
長
安
口
ダ
ム
で
は
、
過
去
2
0
年
間
に
1
5
回
の
洪
水
調
節
を
実

施
し
て
お
り
、
ダ
ム
地
点
に
お
い
て
最
大
約
6
0
0
m
3
/
s
を
調
節

し
、
ダ
ム
下
流
の
洪
水
被
害
を
軽
減
し
て
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
集
中
豪
雨
な
ど
の
降
雨
状
況
を
鑑

み
る
と
、
既
設
長
安
口
ダ
ム
の
洪
水
調
節
容
量
、
放
流
能
力
等

の
機
能
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

(
2
)
整
備
計
画
の
洪
水
調
節
に

つ
い
て
の
意
見

7
－
2
オ
リ
フ
ィ
ス
ゲ
ー
ト
を
つ
け
た
時
の
ダ

ム
操
作
規
則
は
ど
う
な
る
の
か
。
素
案

P
9
8
に
よ
る
と
河
川
整
備
計
画
で
の
ダ
ム

放
流
量
が
5
,
9
0
0
m
3
/
s
で
洪
水
調
節
量
が

1
,
1
0
0
m
3
/
s
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
治
水
容
量
が
2
0
％
か
ら
2
2
％
に

な
っ
て
い
る
。
新
し
く
オ
リ
フ
ィ
ス

ゲ
ー
ト
を
付
け
た
場
合
、
流
入
量

4
,
0
0
0
m
3
/
s
の
場
合
の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
量

は
1
5
8
m
3
/
s
（
現
行
で
は
3
8
4
m
3
/
s
カ
ッ

ト
）
、
流
入
量
5
,
0
0
0
m
3
/
s
の
場
合
、

カ
ッ
ト
量
は
4
7
3
m
3
/
s
（
現
行
で
は

6
4
0
m
3
/
s
カ
ッ
ト
）
に
な
っ
て
い
る
。

7
,
0
0
0
m
3
/
s
と
い
う
長
安
口
ダ
ム
へ
の
流

入
量
は
、
過
去
の
記
録
か
ら
見
て
も
あ

り
得
な
い
。
オ
リ
フ
ィ
ス
ゲ
ー
ト
と
選

択
取
水
設
備
で
1
0
0
億
円
以
上
も
の
お
金

を
か
け
て
も
、
流
入
量
5
,
0
0
0
m
3
/
s
に
対

す
る
操
作
規
則
を
作
ら
な
い
と
意
味
が

な
い
。

流
域
住
民

（
羽
ノ
浦
）
Ｂ
さ
ん
　
整
備
計
画
で
は
、
戦
後
最
大
の
洪
水

で
あ
っ
た
ジ
ェ
ー
ン
台
風
と
同
規
模
の

洪
水
を
想
定
し
、
基
準
地
点
古
庄
に
お

け
る
目
標
流
量
9
,
0
0
0
m
3
/
s
に
対
す
る
長

安
口
ダ
ム
で
の
洪
水
調
節
効
果
を

5
0
0
m
3
/
s
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
下
流
の
対
策
の
進
捗
状
況
に

応
じ
た
ダ
ム
操
作
ル
ー
ル
を
策
定
し
、

段
階
的
に
見
直
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
よ
り
詳
細

に
、
素
案
「
4
-
1
-
1
　
洪
水
、
高
潮
等
に

よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
に

関
す
る
事
項
」
記
載
を
追
加
し
ま
し

た
。

【
修
正
素
案
P
9
6
】

4
-
1
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

(
1
)
 
那
賀
川
【
国
管
理
区
間
】

1
)
 
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
の
対
策

③
 
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節

ⅲ
)
 
長
安
口
ダ
ム
操
作
ル
ー
ル
の
見
直
し

　
長
安
口
ダ
ム
下
流
河
道
に
お
け
る
河
川
改
修
の
整
備
状
況
に

対
応
し
て
、
ダ
ム
操
作
ル
ー
ル
を
適
宜
見
直
す
。

　
現
在
2
,
5
0
0
m
3
/
s
で
あ
る
洪
水
調
節
開
始
流
量
に
つ
い
て
は
下

流
無
堤
地
区
の
対
応
が
進
む
毎
に
段
階
的
に
見
直
し
て
い
く
こ

と
で
、
よ
り
大
規
模
な
洪
水
で
の
治
水
効
果
を
高
め
て
い
く
も

の
と
す
る
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
2
4
/
6
5
）

2
.
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

 
治
水
－
7
　
ダ
ム
の
洪
水
調
節
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
2
)
整
備
計
画
の
洪
水
調
節
に

つ
い
て
の
意
見

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

7
－
3
ダ
ム
操
作
規
則
に
よ
っ
て
は
、
水
位
が

下
が
る
こ
と
も
上
が
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
の
で
十
分
な
整
理
を
し
て
か
ら
新

し
い
ダ
ム
操
作
規
則
を
作
っ
て
ほ
し

い
。

流
域
住
民

（
羽
ノ
浦
）
Ｂ
さ
ん
（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

7
－
4
【
素
案
P
9
8
】
長
安
口
ダ
ム
を
改
造
し
、

操
作
ル
ー
ル
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ

り
、
4
～
5
,
0
0
0
m
3
/
s
規
模
の
洪
水
に
対

し
て
も
現
在
よ
り
河
川
の
水
位
が
下
が

る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
町
長

那
賀
町
長

7
－
5
新
し
い
長
安
口
ダ
ム
の
操
作
ル
ー
ル
適

用
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
町
長

那
賀
町
長

7
－
6
オ
リ
フ
ィ
ス
ゲ
ー
ト
を
造
っ
た
場
合
、

約
1
0
0
億
か
か
る
と
思
う
が
、
そ
れ
に
よ

る
治
水
効
果
は
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
の

か
。
古
庄
地
点
で
ど
の
程
度
水
位
を
低

下
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

流
域
住
民

（
羽
ノ
浦
）
Ｂ
さ
ん
　
整
備
計
画
の
対
象
洪
水
は
、
戦
後
最

大
の
ジ
ェ
ー
ン
台
風
で
す
。
長
安
口
ダ

ム
は
現
況
で
基
準
地
点
古
庄
に
対
し
て

約
1
0
0
m
3
/
s
の
洪
水
調
節
効
果
が
あ
り
ま

す
が
、
オ
リ
フ
ィ
ス
ゲ
ー
ト
の
設
置
と

洪
水
調
節
容
量
を
増
や
す
こ
と
で
、
約

5
0
0
m
3
/
s
調
節
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
の
と
き
基
準
地
点
古
庄
の
水
位

に
つ
い
て
は
約
1
0
c
m
～
2
0
cm
下
げ
ら
れ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い

て
、
素
案
「
4
-
1
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等
に

よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
に

関
す
る
事
項
」
の
中
に
、
「
＜
コ
ラ
ム

③
＞
長
安
口
ダ
ム
の
洪
水
調
節
」
を
新

た
に
設
け
て
記
載
し
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
9
8
-
1
】

＜
コ
ラ
ム
③
＞
長
安
口
ダ
ム
の
洪
水
調
節

～
長
安
口
ダ
ム
の
改
造
に
よ
る
洪
水
調
節
機
能
の
強
化
～

　
那
賀
川
に
は
、
阿
南
市
加
茂
地
区
や
那
賀
町
和
食
地
区
な
ど

の
よ
う
に
堤
防
の
な
い
地
区
や
堤
防
の
締
切
り
が
完
成
し
て
い

な
い
地
区
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
区
を
全
て
完
成
さ
せ
る

に
は
、
長
い
時
間
と
多
額
の
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
一

方
、
ダ
ム
に
よ
り
洪
水
調
節
を
実
施
す
れ
ば
、
ダ
ム
下
流
の
全

川
に
わ
た
っ
て
洪
水
時
の
水
位
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
近
年
の
洪
水
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
放
流
能
力
の
増
強

や
洪
水
調
節
容
量
の
増
大
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
一
層
の

洪
水
調
節
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
 
長
安
口
ダ
ム
改
造
に
よ
る
水
位
低
減
効
果

(
3
)
小
見
野
々
ダ
ム
の
現
状
に

つ
い
て
の
意
見

7
－
7
小
見
野
々
ダ
ム
は
欠
陥
ダ
ム
で
あ
る
。

上
流
で
降
っ
た
降
雨
を
放
流
し
き
れ
な

い
の
で
は
な
い
か
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｇ
さ
ん
　
小
見
野
々
ダ
ム
は
、
四
国
電
力
が
設

置
し
て
お
り
、
操
作
規
則
に
基
づ
い
て

適
切
に
管
理
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
治
水
上
支
障
が
あ
っ

た
場
合
は
、
国
や
県
か
ら
も
適
切
な
指

導
を
行
い
ま
す
。

－
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
2
5
/
6
5
）

2
.
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

 
治
水
－
8
　
洪
水
被
害
の
現
状
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
洪
水
被
害
の
現
状
に
つ
い

て
の
意
見

・
洪
水
被
害
の
現
状
に
つ
い
て

認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

8
－
1
1
0
0
年
に
１
回
の
洪
水
へ
の
対
応
が
将
来

目
標
で
は
あ
る
が
、
毎
年
の
よ
う
に
洪

水
被
害
を
受
け
る
住
民
の
苦
し
み
を
少

し
で
も
緩
和
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方

策
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
町
長

那
賀
町
長
　
長
安
口
ダ
ム
の
操
作
ル
ー
ル
は
、
戦

後
最
大
洪
水
で
あ
る
ジ
ェ
ー
ン
台
風
規

模
の
洪
水
を
安
全
に
流
せ
る
よ
う
に
計

画
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
下
流
の
無

堤
地
区
対
策
が
完
了
し
な
い
段
階
で

は
、
下
流
の
対
策
の
進
捗
状
況
に
応
じ

た
ダ
ム
操
作
ル
ー
ル
を
策
定
し
、
段
階

的
に
見
直
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
素
案
「
4
-
1
-
1

洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の

防
止
又
は
軽
減
に
関
す
る
事
項
」
に
追

記
し
ま
す
。

　
ま
た
、
河
川
の
水
位
や
雨
量
な
ど
の

情
報
の
共
有
、
ま
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
等
、
地
元
と
連
携
し
て
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
9
6
】

4
-
1
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

(
1
)
 
那
賀
川
【
国
管
理
区
間
】

1
)
 
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
の
対
策

③
 
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節

ⅲ
)
 
長
安
口
ダ
ム
操
作
ル
ー
ル
の
見
直
し

　
長
安
口
ダ
ム
下
流
河
道
に
お
け
る
河
川
改
修
の
整
備
状
況
に

対
応
し
て
、
ダ
ム
操
作
ル
ー
ル
を
適
宜
見
直
す
。

　
現
在
2
,
5
0
0
m
3
/
s
で
あ
る
洪
水
調
節
開
始
流
量
に
つ
い
て
は
下

流
無
堤
地
区
の
対
応
が
進
む
毎
に
段
階
的
に
見
直
し
て
い
く
こ

と
で
、
よ
り
大
規
模
な
洪
水
で
の
治
水
効
果
を
高
め
て
い
く
も

の
と
す
る
。

8
－
2
和
食
、
土
佐
、
出
原
、
平
谷
地
区
以
外

に
も
、
旧
相
生
町
の
谷
内
川
下
流
の
老

人
ホ
ー
ム
等
浸
水
の
危
険
性
が
高
い
と

こ
ろ
が
あ
る
た
め
、
再
検
討
を
お
願
い

し
た
い
。

市
町
長

那
賀
町
長

－

8
－
3
和
食
地
区
で
は
平
成
1
6
年
1
0
月
洪
水
で

ア
イ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
付
近
の
畑
が
流
出

し
た
。
和
食
で
8
,
2
0
0
m
3
/
s
流
下
す
る
の

で
あ
れ
ば
２
階
天
井
ま
で
の
浸
水
と
な

る
。
他
の
地
区
も
浸
か
る
と
こ
ろ
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
対
策
は
ど
う

い
う
ふ
う
に
な
さ
れ
る
の
か
、
ご
検
討

い
た
だ
き
た
い
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ａ
さ
ん

　
川
口
ダ
ム
下
流
か
ら
国
管
理
区
間
上

流
端
ま
で
の
間
で
河
道
整
備
流
量

8
,
2
0
0
m
3
/
s
が
流
下
し
た
場
合
の
影
響
を

不
等
流
計
算
で
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
家

屋
の
浸
水
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
2
6
/
6
5
）

2
.
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

 
治
水
－
9
　
個
別
の
計
画
に
関
す
る
意
見
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
出
原
地
区
の
整
備
計
画
に

関
す
る
意
見

9
－
1
出
原
地
区
は
流
量
2
,
1
0
0
m
3
/
s
で
河
川
整

備
す
る
と
説
明
を
受
け
た
が
、

2
,
1
0
0
m
3
/
s
と
は
ど
う
い
う
数
字
か
教
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｆ
さ
ん
出
原
地
区
の
2
,
1
0
0
m
3
/
s
は
、
平
成
1
7
年

9
月
台
風
1
4
号
に
よ
る
洪
水
と
同
程
度
の

流
量
で
す
。

9
－
2
出
原
の
河
川
整
備
計
画
の
目
標
流
量

2
,
1
0
0
m
3
/
s
は
、
平
成
1
7
年
台
風
1
4
号
時

の
水
位
を
勘
案
し
た
と
聞
い
て
い
る

が
、
私
の
計
算
で
は
時
間
雨
量
5
0
m
m
程

度
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
実
に

は
7
0
m
m
程
度
の
時
間
雨
量
へ
の
対
応
が

必
要
で
あ
る
。
計
算
し
直
し
て
頂
き
た

い
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｍ
さ
ん

9
－
3
出
原
地
区
の
2
,
1
0
0
m
3
/
s
は
H
1
7
の
1
4
号

台
風
を
基
に
し
て
お
り
、
雨
量
は
5
2
m
m

程
度
だ
と
思
う
。
同
じ
流
量
2
,
1
0
0
m
3
/
s

で
も
河
床
が
上
が
る
と
水
位
も
上
が
る

の
で
そ
れ
を
踏
ま
え
て
今
後
も
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

市
町
長

那
賀
町
長

9
－
4
本
流
だ
け
で
な
く
支
流
に
造
ら
れ
た
砂

防
ダ
ム
に
は
土
砂
が
堆
積
し
、
川
底
が

上
が
っ
て
い
る
。
出
原
で
は
洪
水
時
に

は
護
岸
の
上
ま
で
水
が
き
て
い
る
。
出

原
橋
で
は
橋
脚
に
流
木
が
ひ
っ
か
か
っ

て
い
る
。
県
が
安
全
だ
と
思
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
、
そ
う
い
う
状
態
に
あ
る
こ

と
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｄ
さ
ん

9
－
5
出
原
地
点
で
2
,
1
0
0
m
3
/
s
の
河
道
整
備
計

画
の
目
標
流
量
で
あ
る
が
、
出
原
地
区

の
計
画
堤
防
で
は
流
下
で
き
な
い
の
で

は
な
い
か
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｎ
さ
ん

9
－
6
出
原
地
区
で
河
床
整
正
と
あ
る
が
、
極

端
に
湾
曲
し
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は

カ
ッ
ト
や
遊
水
地
帯
を
造
る
こ
と
も
計

画
に
入
れ
て
ほ
し
い
。
少
な
く
と
も
和

無
田
～
出
原
間
の
左
岸
の
湾
曲
部
の
危

険
箇
所
に
加
え
大
き
な
危
険
箇
所
と
し

て
西
宇
間
ま
で
入
れ
て
ほ
し
い
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｈ
さ
ん

9
－
7
土
砂
の
掘
削
の
対
象
範
囲
は
、
川
切
地

区
だ
け
で
な
く
木
頭
地
区
全
体
と
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

市
町
長

那
賀
町
長

　
出
原
地
区
の
計
画
は
１
時
間
最
大
雨

量
6
3
m
m
、
３
時
間
最
大
雨
量
1
5
6
m
m
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
流
出
量
は
雨

の
降
る
パ
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ

て
き
ま
す
。
出
原
地
区
は
、
堤
防
整
備

に
よ
る
洪
水
防
御
を
基
本
に
し
て
い
ま

す
が
、
近
年
の
異
常
降
雨
な
ど
に
伴
う

土
砂
の
流
入
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
上
流
部
に
お
い
て
砂
防
施
設
等
の

対
策
を
行
う
と
と
も
に
、
特
に
流
れ
の

悪
い
と
こ
ろ
は
部
分
的
に
掘
削
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
1
1
6
】

4
-
1
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

(
3
)
 
那
賀
川
【
徳
島
県
管
理
区
間
】

(
3
-
1
)
 
那
賀
川

1
)
 
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
の
対
策

③
 
堤
防
の
整
備
・
河
床
の
整
正
等

　
出
原
地
区
に
お
い
て
は
、
整
備
に
よ
る
宅
地
等
の
資
産
の
消

失
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境
を
保
全
し
つ

つ
、
河
道
整
備
流
量
2
,
1
0
0
m
3
/
s
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
、

堤
防
の
整
備
及
び
河
床
の
整
正
等
を
行
う
。
な
お
、
河
床
の
整

正
に
あ
た
っ
て
は
、
下
流
狭
窄
部
で
堆
積
し
た
土
砂
の
掘
削
等

に
つ
い
て
関
係
機
関
と
連
携
を
図
る
。

- 39 -



那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
2
7
/
6
5
）

2
.
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

 
治
水
－
9
　
個
別
の
計
画
に
関
す
る
意
見
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
出
原
地
区
の
整
備
計
画
に

関
す
る
意
見

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

9
－
8
出
原
2
1
0
0
m
3
/
s
の
関
係
で
砂
防
ダ
ム
や

治
山
で
対
応
し
た
い
と
言
わ
れ
た
。
木

頭
に
は
1
3
8
の
砂
防
施
設
が
あ
る
が
、
久

井
谷
も
南
川
も
全
て
満
杯
で
あ
る
た

め
、
そ
こ
で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
、
今

は
不
可
能
で
あ
る
と
思
う
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｎ
さ
ん
　
砂
防
ダ
ム
に
は
目
的
が
二
つ
あ
り
、

土
砂
を
溜
め
る
扞
止
（
か
ん
し
）
と
土

砂
が
一
気
に
出
な
い
抑
止
（
よ
く
し
）

効
果
が
あ
り
ま
す
。
仮
に
満
杯
に
な
っ

た
と
し
て
も
、
抑
止
効
果
は
続
い
て
い

ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

9
－
9
歩
危
峡
狭
窄
部
で
は
、
国
道
1
9
5
号
で
浸

水
し
て
通
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
堆

砂
対
策
と
国
道
の
管
理
を
3
0
年
の
河
川

整
備
計
画
の
最
初
に
入
れ
て
ほ
し
い
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｈ
さ
ん
　
国
道
1
9
5
号
の
出
水
時
の
浸
水
は
認
識

し
て
い
ま
す
。
河
川
管
理
者
が
行
う
事

業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
関
係
機
関
と

の
連
携
強
化
を
図
り
、
対
策
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

9
－
1
0
出
原
地
区
は
、
小
見
野
々
ダ
ム
の
堆
砂

で
困
っ
て
い
る
。
昨
年
度
台
風
1
4
号
時

に
は
、
高
齢
者
や
足
の
不
自
由
な
方
は

非
難
が
大
変
で
あ
っ
た
。
出
原
地
区
の

堤
防
整
備
と
堆
積
土
砂
の
撤
去
は
い
つ

頃
し
て
い
た
だ
け
る
の
か
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｊ
さ
ん
　
具
体
的
な
時
期
は
お
答
え
で
き
ま
せ

ん
が
、
で
き
る
だ
け
早
く
着
手
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

9
－
1
1
県
の
河
川
整
備
計
画
(
堤
防
整
備
、
河
道

整
正
)
は
来
年
、
再
来
年
に
で
も
で
き
る

の
か
。
即
効
性
が
あ
る
の
は
砂
利
の
除

去
で
あ
る
の
で
、
早
急
に
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｂ
さ
ん

(
2
)
桑
野
川
の
整
備
計
画
に
関

す
る
意
見

9
－
1
2
桑
野
川
は
、
洪
水
時
に
は
本
当
に
安
全

な
の
か
。
思
わ
ぬ
雨
量
が
発
生
し
た
場

合
ど
こ
で
調
整
す
る
の
か
。
一
の
堰
だ

と
思
う
が
、
ど
う
な
の
か
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｋ
さ
ん

9
－
1
3
桑
野
川
に
つ
い
て
、
一
ノ
堰
を
使
用
す

れ
ば
、
よ
り
効
果
的
に
水
を
安
全
に
流

せ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

流
域
住
民

（
羽
ノ
浦
）
Ｃ
さ
ん

9
－
1
4
明
谷
橋
付
近
で
は
洪
水
の
時
に
自
分
の

田
畑
が
浸
か
る
の
で
、
田
畑
が
浸
か
ら

な
い
よ
う
な
方
法
を
考
え
て
ほ
し
い
。

圃
場
整
備
を
し
た
が
、
排
水
ポ
ン
プ
が

つ
か
な
か
っ
た
た
め
、
年
に
何
回
か
浸

水
し
て
お
り
、
な
ん
と
か
考
え
て
ほ
し

い
。

流
域
住
民

（
羽
ノ
浦
）
Ｄ
さ
ん
　
排
水
機
場
の
整
備
は
、
家
屋
の
浸
水

被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
に
考
え

て
い
ま
す
。
徳
島
県
と
し
て
も
排
水
ポ

ン
プ
車
を
配
備
す
る
予
定
で
す
の
で
、

今
後
は
浸
水
状
況
に
応
じ
て
、
排
水
ポ

ン
プ
車
等
で
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

【
修
正
素
案
P
7
8
】

3
-
4
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
に

関
す
る
目
標

(
2
)
 
桑
野
川
【
国
管
理
区
間
】

1
)
 
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
の
対
応

　
本
整
備
計
画
に
お
い
て
は
、
戦
後
最
大
流
量
を
記
録
し
甚
大

な
浸
水
被
害
を
発
生
さ
せ
た
平
成
1
1
年
６
月
洪
水
（
梅
雨
前

線
）
と
同
規
模
の
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
、
基
準
地
点
大
原
に
お
け
る
目
標
流
量
は
9
5
0
m
3
/
s
と
す

る
。
　
こ
の
流
量
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
、
無
堤
地
区
の
築

堤
、
掘
削
の
事
業
等
を
行
い
、
本
川
の
外
水
は
ん
氾
濫
に
よ
る

浸
水
被
害
を
防
止
す
る
。

表
-
3
.
4
.
2
　
河
川
整
備
に
お
い
て
目
標
と
す
る
流
量

　
桑
野
川
に
つ
い
て
は
、
引
堤
、
築

堤
、
河
床
掘
削
に
よ
り
河
川
整
備
計
画

の
目
標
流
量
で
あ
る
9
5
0
m3
/
s
の
流
下
は

可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
ノ
堰
は
田
畑
に
送
る
た
め
の
水
を
取

る
取
水
堰
で
あ
り
、
洪
水
を
軽
減
す
る

機
能
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
洪
水
の
時

は
一
ノ
堰
の
ゲ
ー
ト
を
開
け
る
こ
と
に

よ
り
桑
野
川
の
流
れ
を
妨
げ
な
い
よ
う

に
運
用
し
て
い
ま
す
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
2
8
/
6
5
）

2
.
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

 
治
水
－
9
　
個
別
の
計
画
に
関
す
る
意
見
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
3
)
大
津
田
川
の
整
備
計
画
に

関
す
る
意
見

9
－
1
5
大
津
田
川
の
出
口
に
お
い
て
排
水
ポ
ン

プ
は
毎
秒
５
m
3
/
s
を
２
基
設
置
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
が
、
毎
秒
1
0
m
3
/
s
を

２
基
設
置
し
て
ほ
し
い
。
今
す
ぐ
で
き

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
で
き
る
よ

う
に
用
地
買
収
や
施
設
計
画
を
今
の
時

点
で
考
慮
し
て
お
い
て
ほ
し
い
。

床
上
は
解
消
さ
れ
る
が
、
床
下
は
解
消

さ
れ
な
い
。
床
下
す
れ
す
れ
の
と
こ
ろ

ま
で
洪
水
が
く
る
と
安
心
し
て
暮
ら
せ

な
い
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
な
い
住
民
が

ど
れ
だ
け
あ
る
か
実
態
を
知
っ
て
ほ
し

い
。
毎
日
が
安
心
し
て
生
活
が
で
き
た
ら
い

い
だ
け
で
あ
る
。
で
き
な
い
言
い
訳
ば

か
り
で
な
く
、
も
う
少
し
、
知
恵
を
出

し
て
、
汗
を
出
し
て
が
ん
ば
っ
て
ほ
し

い
。

流
域
住
民

（
羽
ノ
浦
）
Ｃ
さ
ん
　
５
m
3
/
s
を
２
基
設
置
予
定
で
あ
り
、

こ
の
排
水
能
力
で
あ
れ
ば
、
平
成
1
1
年

６
月
洪
水
と
同
規
模
の
洪
水
で
は
大
津

田
地
区
の
床
上
浸
水
が
お
こ
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
排
水
ポ
ン
プ

車
を
２
台
保
有
し
て
お
り
、
床
上
浸
水

が
起
こ
り
そ
う
な
緊
急
時
は
、
排
水
ポ

ン
プ
車
に
よ
る
対
応
も
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
1
1
3
】

4
-
1
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

(
2
)
 
桑
野
川
【
国
管
理
区
間
】

3
)
 
内
水
対
策

　
桑
野
川
の
国
管
理
区
間
の
川
沿
い
沿
川
で
は
、
内
水
（
排
水

で
き
ず
に
は
ん
濫
し
た
水
）
は
ん
氾
濫
に
よ
る
浸
水
被
害
が
8
箇

所
で
発
生
し
て
い
る
。
今
後
は
、
内
水
被
害
を
軽
減
す
る
た

め
、
内
水
被
害
の
危
険
地
域
を
検
証
し
、
家
屋
等
の
浸
水
被
害

が
著
し
い
地
区
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
対
策
を
実
施
す

る
。
　
ま
た
、
内
水
被
害
の
軽
減
及
び
拡
大
防
止
の
た
め
に
は
、
流

域
か
ら
の
流
出
抑
制
や
低
地
へ
の
家
屋
進
出
抑
制
が
必
要
で
あ

る
た
め
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
公
表
、
水
害
展
に
よ
る
啓
発
活

動
等
の
ソ
フ
ト
対
策
を
地
方
自
治
体
と
連
携
し
て
積
極
的
に
行

う
こ
と
に
よ
り
内
水
被
害
を
軽
減
す
る
。

　
さ
ら
に
、
内
水
は
ん
氾
濫
の
状
況
に
応
じ
て
、
円
滑
か
つ
迅

速
に
内
水
を
排
除
す
る
た
め
、
機
動
性
の
あ
る
排
水
ポ
ン
プ
車

を
配
備
す
る
。

　
加
え
て
、
既
設
排
水
ポ
ン
プ
場
（
排
水
機
場
）
に
つ
い
て

は
、
老
朽
化
や
機
能
低
下
の
状
況
を
十
分
に
検
討
し
、
必
要
で

あ
れ
ば
、
更
新
・
改
築
等
を
実
施
す
る
。

表
－
4
.
1
.
1
0
　
内
水
対
策
を
実
施
中
の
箇
所

9
-
1
6
 
大
津
田
川
の
内
水
排
除
計
画
に
用
い
た

洪
水
は
、
平
成
1
1
年
6
月
で
あ
る
が
、
昭

和
2
5
年
の
ジ
ェ
ー
ン
台
風
規
模
の
洪
水

が
き
た
ら
ど
う
な
る
の
か
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｋ
さ
ん
　
昭
和
2
5
年
の
ジ
ェ
ー
ン
台
風
当
時

は
、
桑
野
川
の
堤
防
整
備
も
進
ん
で
お

ら
ず
、
加
え
て
、
桑
野
川
へ
那
賀
川
本

川
洪
水
の
進
入
を
防
止
す
る
富
岡
水
門

が
完
成
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
桑
野

川
の
支
川
で
あ
る
大
津
田
川
流
域
に
も

浸
水
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
上
流
域
の
被
害
等
か
ら
桑

野
川
の
洪
水
は
平
成
1
1
年
６
月
洪
水
よ

り
も
小
さ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
従
っ

て
、
平
成
1
1
年
６
月
洪
水
を
対
象
洪
水

と
し
て
い
る
大
津
田
川
の
内
水
排
除
計

画
で
ジ
ェ
ー
ン
台
風
規
模
の
床
上
浸
水

対
策
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

－
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
2
9
/
6
5
）

2
.
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

 
治
水
－
9
　
個
別
の
計
画
に
関
す
る
意
見
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
4
)
平
谷
地
区
の
整
備
計
画
に

関
す
る
意
見

9
－
1
7
ダ
ム
建
設
に
よ
り
移
転
を
受
け
た
人
々

が
再
度
移
転
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態

に
な
る
な
ら
ば
、
国
で
被
災
を
う
け
た

時
の
抜
本
的
な
補
償
制
度
を
作
っ
て
ほ

し
い
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ａ
さ
ん

9
－
1
8
【
素
案
P
1
2
1
】
の
平
谷
地
区
(
宮
ヶ
谷

川
)
は
長
安
口
ダ
ム
の
バ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

タ
ー
で
浸
水
し
て
い
る
。
E
L
2
3
0
ｍ
程
度

の
堤
防
を
計
画
し
て
い
る
が
、
具
体
化

に
当
た
っ
て
は
、
移
転
、
嵩
上
げ
を
含

め
て
地
域
の
住
民
と
一
体
と
な
っ
て
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
町
長

那
賀
町
長

(
5
)
加
茂
地
区
の
整
備
計
画
に

関
す
る
意
見

9
－
1
9
こ
こ
1
2
、
1
3
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
加
茂
地

区
の
水
害
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
水
位

―
流
量
曲
線
で
ハ
イ
ド
ロ
グ
ラ
フ
を

作
っ
て
い
る
が
、
水
位
が
上
が
っ
て
あ

わ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
国
土
交
通

省
は
調
査
し
て
い
る
と
思
う
が
、
砂
レ

キ
が
加
茂
地
区
の
対
岸
に
堆
積
し
て
き

た
こ
と
が
問
題
で
は
な
い
の
か
。

流
域
住
民

（
羽
ノ
浦
）
Ｂ
さ
ん
　
河
川
管
理
の
一
環
と
し
て
、
横
断
測

量
を
出
水
後
な
ど
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
に
よ
る
と
、
断
面
形
状

は
多
少
変
化
し
て
い
ま
す
が
、
断
面
積

は
不
足
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て

い
ま
す
。

－

9
－
2
0
加
茂
箇
所
の
支
川
改
修
方
式
に
つ
い
て

早
急
に
ま
と
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
町
長

阿
南
市
長
　
加
茂
地
区
の
無
堤
地
区
の
解
消
に
つ

い
て
は
、
徳
島
県
や
地
元
の
皆
さ
ん
と

調
整
し
な
が
ら
具
体
的
な
河
川
の
整
備

手
法
に
つ
い
て
引
き
続
き
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
修
正
素
案
 
附
図
-
1
0
】
参
照

(
6
)
和
食
地
区
の
整
備
計
画
に

関
す
る
意
見

9
－
2
1
浸
か
る
と
こ
ろ
に
住
む
人
は
出
て
行
け

と
い
う
こ
と
か
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｈ
さ
ん

9
－
2
2
和
食
地
区
の
整
備
を
堤
防
と
樋
門
締
め

切
り
と
し
た
場
合
に
は
、
内
水
対
策
の

た
め
に
3
0
m
3
/
s
程
度
の
ポ
ン
プ
が
必
要

と
な
り
5
0
億
も
の
費
用
が
か
か
る
こ
と

か
ら
、
経
済
効
果
が
出
な
い
の
で
輪
中

堤
と
し
て
い
る
と
思
う
が
、
8
,
2
0
0
m
3
/
s

で
は
ど
の
程
度
の
水
位
と
な
る
の
か
。

8
,
2
0
0
m
3
/
s
と
な
る
と
私
の
試
算
で
は

E
L
.
5
3
.
6
m
で
あ
り
、
南
川
の
橋
の
上
に

約
3
.
5
m
の
堤
を
造
ら
な
い
と
い
け
な

い
。
ま
た
対
岸
の
八
幡
原
や
北
地
地

区
、
ま
た
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
建
物
な
ど

も
浸
か
る
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｆ
さ
ん

　
平
谷
地
区
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
整

備
計
画
素
案
の
中
に
位
置
づ
け
て
お

り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
大
切
に

し
、
極
力
家
屋
の
移
転
が
少
な
く
な
る

よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
移

転
等
の
個
別
の
課
題
に
つ
い
て
は
事
業

実
施
に
際
し
具
体
的
な
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
1
2
0
】

4
-
1
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

(
3
)
那
賀
川
【
徳
島
県
管
理
区
間
】

(
3
-
2
)
 
宮
ヶ
谷
川

1
)
 
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
の
対
策

①
 
堤
防
の
整
備
・
河
道
の
掘
削
等

　
宮
ヶ
谷
川
に
つ
い
て
、
河
道
整
備
流
量
5
0
m
3
/
s
（
那
賀
川
合

流
点
）
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
、
堤
防
の
整
備
、
河
道
の

掘
削
等
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
洪
水
の
流
下
の
妨
げ
と
な
っ
て

い
る
橋
梁
の
改
築
を
実
施
す
る
。
な
お
、
河
道
の
掘
削
に
あ

た
っ
て
は
、
既
存
環
境
の
復
元
、
回
復
に
努
め
る
。

　
和
食
地
区
は
家
屋
の
浸
水
被
害
を
防

ぐ
こ
と
を
優
先
す
る
計
画
で
す
。
南
川

の
国
道
橋
を
は
じ
め
と
す
る
、
浸
水
防

止
施
設
の
具
体
的
な
位
置
や
高
さ
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
方
々
と
協
議
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
具
体
的
な
時
期
に
つ
い
て
は
、
お

答
え
で
き
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
だ
け
早

く
着
手
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
1
1
6
】

(
3
-
1
)
 
那
賀
川

1
)
 
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
の
対
策

①
 
浸
水
防
止
施
設
等

　
和
食
地
区
に
お
い
て
は
、
本
川
締
切
り
に
よ
る
支
川
中
山

川
、
南
川
か
ら
の
内
水
（
排
水
で
き
ず
に
は
ん
濫
し
た
水
）
被

害
の
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
関
係
機
関
や
地
域
住

民
等
と
土
地
利
用
計
画
に
つ
い
て
調
整
を
図
り
つ
つ
、
流
量

8
,
2
0
0
m
3
/
s
に
対
し
て
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
浸
水
防
止

施
設
等
の
整
備
を
行
う
。
な
お
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
農
地

等
へ
の
新
た
な
家
屋
の
立
地
を
防
止
す
る
た
め
、
町
と
連
携
し

て
、
災
害
危
険
区
域
の
指
定
な
ど
適
正
な
措
置
を
講
ず
る
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
3
0
/
6
5
）

2
.
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

 
治
水
－
9
　
個
別
の
計
画
に
関
す
る
意
見
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
6
)
和
食
地
区
の
整
備
計
画
に

関
す
る
意
見

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

9
－
2
3
【
素
案
P
1
1
6
】
和
食
地
区
で
8
,
2
0
0
m
3
/
s

の
対
応
を
実
施
す
る
と
な
る
と
E
L
5
4
ｍ

の
浸
水
防
御
施
設
が
必
要
と
考
え
ら
れ

る
が
如
何
か
。

市
町
長

那
賀
町
長
（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

9
－
2
4
【
素
案
P
1
1
8
】
に
は
整
備
イ
メ
ー
ジ
図

が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
施

策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
地
域
住
民
と

十
分
に
協
議
の
う
え
で
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

市
町
長

那
賀
町
長

9
－
2
5
夏
場
の
洪
水
期
に
は
、
和
食
地
区
東
町

に
住
む
1
1
0
数
戸
の
集
落
の
住
民
は
安
心

し
て
暮
ら
せ
な
い
。
住
民
と
の
対
話
の

機
会
を
十
分
に
持
ち
、
一
日
も
早
く
こ

の
計
画
を
実
行
に
移
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｉ
さ
ん

9
－
2
6
和
食
地
区
の
話
し
合
い
は
い
つ
頃
に
な

る
の
か
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｍ
さ
ん

9
－
2
7
中
山
川
、
南
川
の
浸
水
防
止
施
設
で
あ

る
が
、
具
体
的
な
整
備
計
画
を
教
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｈ
さ
ん

9
－
2
8
先
日
、
流
域
住
民
の
意
見
を
聴
く
会
の

説
明
の
中
で
和
食
地
区
の
中
山
、
南

川
、
両
谷
川
の
堤
防
は
用
地
の
範
囲
が

広
く
て
効
果
が
な
い
と
云
う
事
で
、
堤

防
を
近
く
ま
で
も
っ
て
行
く
と
云
う
事

で
し
た
が
、
昭
和
4
6
年
の
2
3
号
台
風
の

ピ
ー
ク
時
の
全
景
の
写
真
を
見
て
下
さ

い
。
と
て
も
無
駄
だ
と
思
い
ま
せ
ん

か
。

パ
ブ
コ
メ

（
郵
送
）
2
6

　
戦
後
最
大
洪
水
で
あ
る
ジ
ェ
ー
ン
台

風
に
も
対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

9
－
2
9
和
食
地
区
も
水
害
か
ら
守
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
と
色
々
と
考
え
ま
し

た
。
最
終
的
に
は
隧
道
を
抜
く
の
が
一
番
良

い
と
云
う
事
に
な
り
ま
し
た
が
、
当

時
、
下
流
域
の
河
川
整
備
が
出
来
な
け

れ
ば
と
て
も
隧
道
の
話
合
い
は
出
来
な

い
と
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
田
野
隧
道
、
北
地
隧
道
の
二
つ
案

を
真
剣
に
考
え
ま
し
た
の
で
、
ご
検
討

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

パ
ブ
コ
メ

（
ハ
ガ
キ
）
2
7

　
樋
門
＋
排
水
機
場
建
設
、
バ
ッ
ク
堤

方
式
、
放
水
路
(
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
)
な

ど
も
検
討
し
て
お
り
ま
す
が
、
ど
の
案

も
多
大
な
費
用
と
時
間
を
要
す
る
も
の

で
あ
り
現
実
的
で
は
な
い
と
判
断
し

て
、
浸
水
防
止
施
設
を
提
案
し
て
お
り

ま
す
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
3
1
/
6
5
）

2
.
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

 
治
水
－
9
　
個
別
の
計
画
に
関
す
る
意
見
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
7
)
海
川
地
区
の
整
備
計
画
に

関
す
る
意
見

9
－
3
0
海
川
地
区
に
お
い
て
も
浸
水
被
害
の
危

険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｂ
さ
ん

－

(
8
)
南
川
（
木
頭
折
宇
）
の
整

備
計
画
に
関
す
る
意
見

9
－
3
1
南
川
の
上
流
、
本
川
の
上
流
の
土
砂
を

見
て
ほ
し
い
。
か
な
り
の
量
の
土
砂
が

堆
積
し
て
い
る
。
県
・
国
が
い
つ
か
ら

工
事
に
か
か
る
の
か
教
え
て
ほ
し
い
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｇ
さ
ん

(
9
)
岡
川
・
畑
田
川
・
菱
川
の

整
備
計
画
に
関
す
る
意
見

9
－
3
2
岡
川
改
修
を
上
流
端
ま
で
実
施
し
て
ほ

し
い
。

畑
田
川
、
久
留
米
田
川
の
管
理
区
間
と

名
称
を
決
定
し
て
ほ
し
い
。

大
野
地
区
で
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
て
ほ
し
い
。

パ
ブ
コ
メ

（
事
務
所
）
3
3

9
-
3
3
【
素
案
P
1
2
7
】
畑
田
川
の
流
域
図
の
記

載
が
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。
大
野

町
で
は
畑
田
川
と
菱
川
が
あ
り
、
菱
川

に
つ
い
て
は
浸
水
被
害
が
甚
大
で
あ
る

の
で
、
是
非
、
整
備
計
画
に
書
き
入
れ

て
ほ
し
い
。

流
域
住
民

（
阿
南
）
Ｅ
さ
ん

(
1
0
)
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整

備
計
画
に
関
す
る
意
見

9
－
3
4
防
災
関
連
施
設
の
整
備
で
河
川
防
災
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
物
資
輸
送
の
基
地
機
能
と
し

て
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
備
蓄
も
お
願
い
し

ま
す
。

パ
ブ
コ
メ

（
ハ
ガ
キ
）
2
1

　
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
用
計
画
に

つ
い
て
は
洪
水
、
地
震
等
の
非
常
時
及

び
通
常
時
に
よ
り
有
効
に
活
用
で
き
る

よ
う
検
討
し
ま
す
。

9
－
3
5
【
素
案
P
1
0
5
】
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
那
賀
川
の
上
流
域
に
も
設
置
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

市
町
長

那
賀
町
長
　
町
が
実
施
す
る
水
防
活
動
等
に
関
係

す
る
こ
と
で
す
の
で
、
町
の
計
画
と
合

わ
せ
て
相
談
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
整
備
計
画
で
は
概
ね
3
0
年
間
で
計
画

的
に
整
備
を
実
施
す
る
河
川
に
つ
い
て

記
載
し
て
お
り
、
現
在
事
業
中
の
河

川
、
過
去
の
浸
水
被
害
状
況
、
国
土
交

通
省
の
計
画
と
の
整
合
性
か
ら
、
判
断

し
て
お
り
ま
す
。

　
流
域
図
に
久
留
米
田
川
、
菱
川
等
の

準
用
河
川
の
位
置
を
追
記
し
ま
す
。

　
ま
た
、
大
野
地
区
を
流
れ
ま
す
菱
川

は
阿
南
市
が
管
理
す
る
準
用
河
川
で

す
。
国
と
徳
島
県
が
作
成
す
る
整
備
計

画
で
あ
る
た
め
、
記
載
で
き
ま
せ
ん

が
、
ご
要
望
を
阿
南
市
に
お
伝
え
し
ま

し
た
｡

　
堆
砂
に
よ
っ
て
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ

る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
判
断
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
1
0
4
,
P
1
0
5
】

4
-
1
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

(
1
)
 
那
賀
川
【
国
管
理
区
間
】

6
)
 
防
災
関
連
施
設
の
整
備

①
 
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
水
防
拠
点
等
の
整
備

　
災
害
時
に
お
け
る
水
防
活
動
や
応
急
復
旧
の
拠
点
と
し
て
、

水
防
作
業
ヤ
ー
ド
や
土
砂
、
土
の
う
袋
等
の
緊
急
復
旧
資
機
材

の
備
蓄
基
地
・
水
防
倉
庫
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
迅
速

か
つ
効
率
的
な
河
川
巡
視
、
水
防
活
動
を
実
現
す
る
た
め
、
緊

急
復
旧
資
機
材
運
搬
車
両
等
の
運
行
に
必
要
と
な
る
方
向
転
換

場
所
（
車
両
交
換
場
所
）
の
計
画
的
整
備
に
努
め
る
。

　
そ
れ
ら
に
加
え
て
、
関
係
機
関
と
連
携
の
う
え
、
災
害
情
報

の
集
配
信
機
能
、
水
防
団
等
の
活
動
拠
点
機
能
、
物
資
輸
送
の

基
地
機
能
等
の
水
防
活
動
等
を
支
援
す
る
機
能
を
併
せ
持
つ
拠

点
・
避
難
場
所
と
し
て
、
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
水
防
拠

点
を
必
要
に
応
じ
て
整
備
す
る
。

　
な
お
、
平
常
時
に
お
い
て
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、
河
川
情

報
の
発
信
拠
点
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
等
と
し
て
の
活
用

を
図
る
。

 表
－
4
.
1
.
6
　
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
整
備
す
る
箇
所

【
修
正
素
案
P
1
2
5
,
P
1
2
7
】

4
-
1
-
1
　
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

(
4
)
 
桑
野
川
【
徳
島
県
管
理
区
間
】

(
4
-
2
)
岡
川

1
)
 
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
の
対
策

①
 
堤
防
の
整
備
・
河
道
の
掘
削
等

図
-
4
.
1
.
3
9
　
岡
川
の
整
備
を
実
施
す
る
区
間

(
4
-
3
)
畑
田
川

1
)
 
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
の
対
策

①
 
堤
防
の
整
備
・
河
道
の
掘
削
等

図
-
4
.
1
.
4
2
　
畑
田
川
の
整
備
を
実
施
す
る
区
間
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
3
2
/
6
5
）

2
.
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

 
治
水
－
1
0
　
雨
量
計
（
テ
レ
メ
ー
タ
）
の
新
設
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
雨
量
計
（
テ
レ
メ
ー
タ
）

の
新
設
に
つ
い
て
の
意
見

1
0
－
1
雨
量
計
(
テ
レ
メ
ー
タ
)
も
少
な
い
と
こ

ろ
に
つ
い
て
は
配
置
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

市
町
長

那
賀
町
長
雨
量
計
（
テ
レ
メ
ー
タ
）
の
増
設
に
つ

い
て
は
、
徳
島
県
の
機
器
更
新
の
時
期

が
来
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
に
応
じ
て

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ー
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
3
3
/
6
5
）

3
.
 
河
川
水
の
適
正
な
利
用

 
利
水
－
1
　
渇
水
対
策
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
利
水
安
全
度
の
向
上
等
に

関
す
る
意
見

1
－
1
現
状
の
利
水
安
全
度
1
/
3
～
1
/
4
か
ら
1
/
7

に
な
る
と
説
明
が
あ
っ
た
が
、
1
/
7
に
な

れ
ば
、
昨
年
の
大
渇
水
が
ど
の
よ
う
な

状
況
に
な
る
の
か
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
結
果
が
あ
れ
ば
お
聞
き
し
た
い
。

流
域
住
民

（
阿
南
）
Ａ
さ
ん
　
利
水
に
つ
い
て
、
H
1
7
渇
水
は
、
史
上

最
大
の
渇
水
で
あ
っ
た
た
め
、
利
水
安

全
度
が
1
/
7
に
な
っ
た
と
し
て
も
ダ
ム
は

パ
ン
ク
（
枯
渇
）
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
現
状
よ
り
ダ
ム
が
パ
ン
ク
（
枯

渇
）
す
る
日
数
は
若
干
短
く
な
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
素
案
「
4
-

1
-
2
 
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
に
関

す
る
事
項
」
に
「
＜
コ
ラ
ム
⑤
＞
利
水

安
全
度
と
取
水
制
限
日
数
」
を
新
た
に

設
け
て
記
載
し
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
1
3
4
-
1
】

＜
コ
ラ
ム
⑤
＞
利
水
安
全
度
と
取
水
制
限
日
数

～
平
成
1
7
年
渇
水
に
お
け
る
渇
水
被
害
の
軽
減
～

（
7
行
目
）

　
河
川
整
備
計
画
で
は
、
長
安
口
ダ
ム
と
川
口
ダ
ム
の
容
量
配

分
を
変
更
し
、
不
特
定
容
量
を
増
強
す
る
と
と
も
に
、
利
水
従

属
発
電
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ダ
ム
の
水
を
少
し
で
も
長
く
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
例
え
ば
、
平
成
1
7
年
渇
水
で
は
1
1
3

日
間
取
水
制
限
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
長
安
口
ダ
ム
と
川
口
ダ

ム
の
容
量
配
分
を
変
更
す
る
こ
と
で
取
水
制
限
日
数
を
8
0
日
間

に
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

1
－
2
地
元
の
企
業
に
「
新
し
い
ダ
ム
を
造
っ

て
ほ
し
い
」
と
言
っ
て
欲
し
い
が
、
今

は
企
業
が
地
下
水
を
使
う
こ
と
を
考
え

て
お
り
、
我
々
の
大
事
な
井
戸
水
が
出

な
く
な
る
こ
と
を
住
民
が
心
配
し
て
い

る
。

流
域
住
民

（
阿
南
）
Ｆ
さ
ん
　
H
1
7
年
の
大
渇
水
を
受
け
て
、
徳
島
県

で
渇
水
時
の
工
業
用
水
被
害
軽
減
策
と

し
て
様
々
な
施
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

あ
く
ま
で
も
渇
水
時
の
緊
急
的
な
対
応

を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
上
水
道

へ
の
影
響
な
ど
が
出
な
い
よ
う
に
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

－

1
－
3
【
素
案
P
1
3
4
】
那
賀
町
の
安
定
利
水
確

保
(
鷲
敷
暫
定
豊
水
水
利
権
)
に
つ
い
て

今
後
と
も
ご
支
援
頂
き
た
い
。

市
町
長

那
賀
町
長

－

1
－
4
現
在
わ
が
地
域
の
運
命
を
左
右
す
る
ほ

ど
の
鷲
敷
工
業
用
地
に
、
利
水
権
は
無

い
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

那
賀
川
の
水
を
利
水
し
経
済
発
展
し
て

い
た
だ
く
こ
と
は
、
我
々
に
も
う
れ
し

い
こ
と
で
す
が
、
本
来
の
那
賀
川
流
域

に
、
利
水
権
を
与
え
な
い
で
は
本
末
転

倒
ど
こ
ろ
か
、
こ
れ
ま
で
の
条
例
事
と

は
関
係
な
く
、
人
間
と
し
て
の
正
義
が

何
処
に
あ
る
の
か
、
我
田
引
水
だ
け
で

は
な
く
、
相
仲
良
く
人
間
ら
し
い
共
存

を
求
め
る
事
が
、
国
や
行
政
に
お
け
る

大
き
な
責
任
事
と
感
じ
て
い
ま
す
。

鷲
敷
工
業
用
地
へ
の
利
水
問
題
を
今
後

ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
く
の
か
を

お
聞
き
し
ま
す
。

パ
ブ
コ
メ

（
会
場
）
1
2

　
那
賀
町
工
業
用
水
道
の
暫
定
豊
水
水

利
権
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
那
賀

町
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
地
元
経
済
へ

の
影
響
な
ど
に
も
配
慮
し
、
工
業
用
水

の
自
主
水
源
へ
の
移
行
の
状
況
等
を
踏

ま
え
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
3
4
/
6
5
）

3
.
 
河
川
水
の
適
正
な
利
用

 
利
水
－
1
　
渇
水
対
策
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
利
水
安
全
度
の
向
上
等
に

関
す
る
意
見

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

1
－
5
水
を
使
う
工
場
が
あ
り
、
四
国
で
１
番

の
所
得
が
阿
南
に
あ
る
。
利
水
安
全
度

を
1
/
7
で
は
な
く
1
/
1
0
に
上
げ
て
ほ
し

い
。

流
域
住
民

（
羽
ノ
浦
）
Ａ
さ
ん

1
-
6
小
見
野
々
ダ
ム
は
余
力
の
あ
る
う
ち
に

活
用
し
て
ほ
し
い
。

流
域
住
民

（
羽
ノ
浦
）
Ａ
さ
ん

(
2
)
関
係
機
関
・
住
民
と
の
連

携
に
関
す
る
意
見

1
－
7
【
素
案
P
1
5
7
～
P
1
5
8
】
に
あ
る
よ
う
に

「
関
係
機
関
と
連
携
し
て
整
備
を
行

う
」
と
い
つ
も
言
っ
て
い
る
が
、
具
体

的
な
施
策
が
全
く
見
え
な
い
。
一
歩
進

ん
だ
那
賀
川
方
式
で
、
渇
水
協
議
会
を

含
め
た
形
で
常
設
的
な
会
議
（
利
水
者

や
林
野
庁
等
の
関
係
者
が
全
員
参
加
）

と
し
て
利
水
協
議
会
(
仮
称
)
を
提
案
す

る
。

学
識
者

端
野
委
員

　
現
在
の
那
賀
川
の
治
水
・
利
水
の
現

状
を
考
え
ま
す
と
、
ま
ず
は
、
那
賀
川

で
唯
一
、
治
水
・
利
水
の
機
能
を
有
し

て
い
る
長
安
口
ダ
ム
を
有
効
活
用
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
利
水
安
全
度
1/
1
0
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
が
、
整
備
計
画
で
は
長

安
口
ダ
ム
等
の
有
効
活
用
に
よ
っ
て
、

利
水
安
全
度
を
1
/
7
ま
で
上
げ
ら
れ
る
予

定
で
す
。

長
期
的
な
利
水
安
全
度
の
向
上
に
つ
い

て
は
、
流
域
の
水
の
使
い
方
を
考
え
て

い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
今
後
の
状

況
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
べ
き
課

題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
水
利
用
の
合
理
化
、
合
理
化
促
進
の

た
め
の
関
係
者
間
の
体
制
づ
く
り
や
調

整
と
い
っ
た
流
域
全
体
で
の
取
り
組
み

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
河
川
管
理
者
の
み
で
は
実

施
で
き
な
い
た
め
、
「
5
．
今
後
に
向
け

て
」
に
「
5
-
5
 
水
の
利
用
に
つ
い
て
」

を
新
た
に
設
け
て
記
載
し
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
8
7
】

3
-
5
 
河
川
の
適
正
な
利
用
及
び
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
に

関
す
る
目
標

(
2
)
 
河
川
水
の
適
正
な
利
用

　
河
川
水
の
適
正
な
利
用
の
た
め
に
、
良
好
な
水
質
に
つ
い
て

そ
の
維
持
に
努
め
る
と
と
も
に
、
既
存
の
流
水
の
補
給
施
設
や

分
流
施
設
等
の
河
川
管
理
施
設
の
適
正
な
管
理
を
行
う
。
ま

た
、
渇
水
時
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
関
係
機
関
と

調
整
し
、
節
水
へ
の
啓
発
の
情
報
提
供
、
情
報
伝
達
体
制
を
整

備
す
る
。

　
河
川
維
持
流
量
及
び
農
業
・
工
業
用
水
等
の
安
定
供
給
を
可

能
に
す
る
よ
う
努
め
、
利
水
安
全
度
を
現
況
約
1
/
3
～
1
/
4
か
ら

約
1
/
7
（
昭
和
3
8
年
～
平
成
1
7
年
ま
で
の
4
3
年
間
の
補
給
計
算
）

に
向
上
さ
せ
る
。

【
修
正
素
案
P
1
5
8
】

5
-
5
 
水
の
利
用
に
つ
い
て

　
那
賀
川
の
限
ら
れ
た
水
資
源
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
に

は
、
節
水
に
対
す
る
取
り
組
み
、
節
水
に
つ
い
て
の
啓
発
・
広

報
活
動
や
水
利
用
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
も
不
可
欠
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
地
域
の
事
情
、
社
会
的
な
背
景
等
に
よ
っ
て
変
化

し
、
今
後
も
変
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
水
利
用
に
対
応
す
る
た

め
よ
り
一
層
、
水
利
用
の
合
理
化
、
合
理
化
促
進
の
た
め
の
関

係
者
間
の
体
制
づ
く
り
や
調
整
と
い
っ
た
流
域
全
体
で
の
取
り

組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
3
5
/
6
5
）

4
.
 
河
川
環
境
の
整
備
と
保
全

 
環
境
－
1
　
河
川
環
境
の
あ
り
方
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
河
川
環
境
全
般
に
関
す
る

意
見

1
－
1
【
素
案
P
6
3
】
の
「
連
続
し
た
根
固
め
ブ

ロ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
は
景
観
上
だ
け
で

な
く
生
物
（
環
境
）
に
と
っ
て
も
好
ま

し
く
な
い
。

学
識
者

森
本
委
員
　
連
続
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
や
根

固
ブ
ロ
ッ
ク
が
多
く
存
在
す
る
那
賀
川

下
流
域
、
那
賀
川
汽
水
域
、
桑
野
川
の

各
区
間
で
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境

へ
の
影
響
の
有
無
に
つ
い
て
、
素
案

「
2
-
3
 
環
境
の
現
状
と
課
題
」
に
追
記

し
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
6
0
】

2
-
3
 
環
境
の
現
状
と
課
題

(
1
)
 
動
植
物
の
生
息
・
生
育
状
況

3
)
那
賀
川
下
流
域
（
国
管
理
区
間
上
流
端
～
潮
止
め
堰
）

（
1
3
行
目
）

　
近
年
、
交
互
砂
州
上
に
ア
キ
グ
ミ
等
の
植
生
が
繁
茂
し
、
砂

州
の
固
定
化
を
助
長
す
る
こ
と
で
、
澪
筋
の
深
掘
れ
・
平
瀬
の

減
少
が
進
行
し
、
て
い
る
。
ま
た
、
一
部
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

護
岸
や
根
固
ブ
ロ
ッ
ク
が
連
続
し
た
区
間
が
あ
り
、
動
植
物
の

生
息
・
生
育
環
境
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

【
修
正
素
案
P
6
1
】

2
-
3
 
環
境
の
現
状
と
課
題

(
1
)
 
動
植
物
の
生
息
・
生
育
状
況

4
)
 
那
賀
川
汽
水
域
（
潮
止
め
堰
～
河
口
）

（
1
1
行
目
）

　
ま
た
、
当
該
区
間
に
は
、
一
部
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
や
根

固
ブ
ロ
ッ
ク
が
連
続
し
た
区
間
が
あ
り
、
動
植
物
の
生
息
・
生

育
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

【
修
正
素
案
P
6
1
-
2
】

2
-
3
 
環
境
の
現
状
と
課
題

(
1
)
 
動
植
物
の
生
息
・
生
育
状
況

5
)
 
桑
野
川

（
9
行
目
）

　
ま
た
、
当
該
区
間
に
は
、
一
部
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
や
根

固
ブ
ロ
ッ
ク
が
連
続
し
た
区
間
が
あ
り
、
動
植
物
の
生
息
・
生

育
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
3
6
/
6
5
）

4
.
 
河
川
環
境
の
整
備
と
保
全

 
環
境
－
1
　
河
川
環
境
の
あ
り
方
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
河
川
環
境
全
般
に
関
す
る

意
見
（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

1
－
2
氷
柱
観
音
～
持
井
地
先
間
の
ナ
カ
ガ
ワ

ノ
ギ
ク
が
昔
は
存
在
し
て
い
た
が
、
現

在
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
工
事
等
に

よ
っ
て
絶
滅
危
惧
種
が
無
く
な
る
こ
と

の
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

学
識
者

森
本
委
員
　
工
事
等
の
際
に
は
、
環
境
情
報
図
を

基
に
絶
滅
危
惧
種
等
を
確
認
し
た
上
で

工
事
等
に
着
手
す
る
よ
う
な
配
慮
を
し

ま
す
。

【
修
正
素
案
P
1
3
7
～
P
1
3
8
】

4
-
1
-
3
 
河
川
環
境
の
整
備
と
保
全
に
関
す
る
事
項

(
1
)
　
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
の
保
全
・
再
生

3
)
 
河
川
工
事
の
実
施
に
お
け
る
配
慮
等

①
 
河
床
掘
削
（
瀬
と
淵
の
保
全
）

　
流
下
能
力
向
上
を
目
的
と
し
た
河
床
掘
削
に
つ
い
て
は
、
河

川
環
境
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
掘
削
量
を
最
小
限
に
止
め
る
こ

と
と
し
、
掘
削
方
法
に
つ
い
て
も
瀬
と
淵
の
保
全
、
濁
水
の
発

生
を
抑
え
る
た
め
、
平
水
位
以
上
の
砂
州
を
掘
削
す
る
も
の
と

す
る
。
ま
た
、
掘
削
箇
所
に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
特
定
種

や
動
植
物
の
重
要
な
生
息
・
生
育
環
境
に
配
慮
す
る
た
め
、
ミ

チ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。
さ
ら
に
、
砂
州
の
掘
削
を
実
施

し
た
場
合
に
は
、
治
水
上
の
効
果
、
砂
州
の
形
態
変
化
や
動
植

物
へ
の
影
響
を
確
認
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
河
道
の
平
面

横
断
形
状
や
動
植
物
の
生
息
・
生
育
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
を
実
施
す
る
。

　
ま
た
、
掘
削
し
た
法
面
に
護
岸
が
必
要
な
場
合
は
多
自
然
川

づ
く
り
の
理
念
に
基
づ
き
、
水
生
生
物
の
生
息
環
境
に
配
慮

し
、
魚
類
や
底
生
動
物
の
生
息
場
所
と
な
る
よ
う
な
環
境
を
形

成
出
来
る
よ
う
に
す
る
。

図
－
4
.
1
.
5
5
　
河
道
の
掘
削
等
イ
メ
ー
ジ
（
那
賀
川
）

②
 
局
所
洗
掘
対
策
（
水
際
環
境
の
再
生
・
創
出
）

　
局
所
洗
掘
対
策
と
し
て
実
施
す
る
河
川
敷
（
高
水
敷
）
の
整

備
に
あ
た
り
、
水
域
に
接
す
る
区
域
に
つ
い
て
は
、
水
生
生
物

の
生
息
・
生
育
環
境
に
配
慮
し
た
環
境
を
形
成
出
来
る
よ
う
に

す
る
。

　
ま
た
、
護
岸
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
図
－
4
.
1
.
5
6
に
示
す

よ
う
に
自
然
石
や
流
域
で
生
産
さ
れ
る
間
伐
材
や
石
材
な
ど
自

然
素
材
を
積
極
的
に
活
用
し
た
多
自
然
川
づ
く
り
を
基
本
と

し
、
平
水
時
に
お
い
て
水
際
が
多
様
な
エ
コ
ト
ー
ン
を
形
成
で

き
る
よ
う
検
討
す
る
。

図
－
4
.
1
.
5
6
　
水
際
環
境
の
再
生
・
保
全
に
配
慮
し
た
護
岸
イ

メ
ー
ジ
図
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
3
7
/
6
5
）

4
.
 
河
川
環
境
の
整
備
と
保
全

 
環
境
－
1
　
河
川
環
境
の
あ
り
方
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
2
)
河
川
環
境
の
現
状
と
課
題

の
認
識
に
つ
い
て
の
意
見

・
河
川
環
境
の
現
状
と
課
題
の

認
識
に
つ
い
て
、
特
徴
的
な
生

物
な
ど
客
観
的
な
裏
付
け
を

持
っ
て
踏
み
込
ん
で
記
載
す
る

こ
と
。

1
－
3
全
体
的
に
環
境
の
ウ
エ
イ
ト
が
少
な
い

の
で
配
慮
い
た
だ
き
た
い
。
上
流
の
樹

木
や
森
林
と
の
関
係
が
大
事
で
あ
る
。

多
種
多
様
な
自
然
林
を
増
や
す
こ
と
は

大
切
で
あ
る
。

学
識
者

森
本
委
員

1
－
4
自
然
環
境
面
に
つ
い
て
、
よ
く
調
べ
る

と
治
水
・
利
水
と
両
立
で
き
る
と
こ
ろ

は
あ
る
と
思
う
。
現
状
と
課
題
の
認
識

が
あ
ま
り
で
き
て
い
な
い
。
も
う
少
し

特
徴
的
な
生
物
（
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ

ク
記
載
種
等
）
な
ど
客
観
的
な
裏
付
け

を
持
っ
て
、
環
境
面
に
踏
み
込
ん
で
い

け
ば
あ
る
程
度
見
え
て
く
る
の
で
は
。

学
識
者

佐
藤
陽
一
委
員

　
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
の
過
去
デ
ー

タ
を
環
境
区
分
毎
に
と
り
ま
と
め
た
上

で
、
特
定
種
の
出
現
デ
ー
タ
を
記
載
す

る
よ
う
、
素
案
を
修
正
し
ま
す
。
特
定

種
に
つ
い
て
は
、
素
案
「
2-
3
 
環
境
の

現
状
と
課
題
」
に
追
記
し
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
5
8
～
P
6
1
-
3
】

2
-
3
 
河
川
環
境
の
現
状
と
課
題

図
－
2
.
3
.
0
(
1
)
　
那
賀
川
水
系
流
域
区
分
図
（
環
境
の
特
徴
）

(
1
)
 
動
植
物
の
生
息
・
生
育
状
況

1
)
 
那
賀
川
上
流
域
（
川
口
ダ
ム
上
流
）

　
川
口
ダ
ム
上
流
域
は
ほ
と
ん
ど
の
区
間
が
急
峻
な
Ｖ
字
谷
と

な
っ
て
お
り
、
最
上
流
の
ジ
ロ
ウ
ギ
ュ
ウ
・
石
立
山
・
湯
桶
丸

等
の
周
辺
に
は
ブ
ナ
を
中
心
と
す
る
自
然
植
生
が
み
ら
れ
る

が
、
山
林
の
大
半
は
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
植
林
で
あ
る
。
特
に
貴

重
な
植
物
と
し
て
は
、
支
川
坂
州
木
頭
川
流
域
に
あ
る
沢
谷
の

タ
ヌ
キ
ノ
シ
ョ
ク
ダ
イ
発
生
地
が
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。

　
動
物
で
は
、
最
上
流
部
の
ジ
ロ
ウ
ギ
ュ
ウ
周
辺
に
は
ニ
ホ
ン

カ
モ
シ
カ
や
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
等
の
大
型
ほ
乳
類
が
生
息
し
て
い

る
ほ
か
、
タ
カ
チ
ホ
ヘ
ビ
、
ブ
チ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
等
の
は
虫

類
・
両
生
類
、
ヤ
マ
セ
ミ
、
カ
ワ
ガ
ラ
ス
等
の
鳥
類
等
が
生
息

し
て
い
る
。
ま
た
、
水
域
に
は
ア
マ
ゴ
、
ア
ユ
、
カ
ワ
ヨ
シ
ノ

ボ
リ
等
の
魚
類
が
生
息
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
過
去
の
環
境
調
査
（
長
安
口
ダ
ム
貯
水
池
上
流
付
近

と
長
安
口
ダ
ム
下
流
付
近
で
の
魚
類
・
底
生
動
物
調
査
）
に
よ

る
と
、
環
境
省
や
徳
島
県
等
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
等
に
記

載
さ
れ
て
い
る
特
定
種
の
う
ち
、
魚
類
６
種
、
底
生
動
物
２
種

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
豪
雨
等
に
伴
う
大
規
模
な
山
腹
崩
壊
等
に

よ
っ
て
Ｖ
字
谷
が
埋
ま
り
、
瀬
と
淵
が
減
少
す
る
な
ど
動
植
物

の
生
息
・
生
育
環
境
に
変
化
を
及
ぼ
し
て
い
る
箇
所
が
存
在
し

て
い
る
。

表
－
2
.
3
.
0
(
1
)
　
特
定
種
（
上
流
域
）
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
3
8
/
6
5
）

4
.
 
河
川
環
境
の
整
備
と
保
全

 
環
境
－
1
　
河
川
環
境
の
あ
り
方
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
2
)
河
川
環
境
の
現
状
と
課
題

の
認
識
に
つ
い
て
の
意
見

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

2
)
 
那
賀
川
中
流
域
（
川
口
ダ
ム
下
流
～
国
管
理
区
間
上
流
端
）

　
川
口
ダ
ム
下
流
か
ら
国
管
理
区
間
上
流
端
は
ほ
と
ん
ど
の
区

間
が
山
間
部
を
流
れ
る
渓
谷
と
な
っ
て
お
り
、
流
域
の
大
半
は

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
植
林
で
あ
る
。

　
河
床
は
岩
盤
と
レ
キ
質
の
河
原
か
ら
形
成
さ
れ
て
お
り
、
河

道
付
近
に
は
キ
シ
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
岩
上
植
物
や
那
賀
川
特
有
の

植
物
で
あ
る
ナ
カ
ガ
ワ
ノ
ギ
ク
が
分
布
し
て
い
る
。
動
物
で
は

セ
キ
レ
イ
、
サ
ギ
類
等
の
鳥
類
が
生
息
し
て
い
る
。
ま
た
、
水

域
に
は
ア
ユ
、
オ
イ
カ
ワ
、
ウ
グ
イ
等
の
魚
類
が
生
息
し
て
い

る
。
　
ま
た
、
過
去
の
環
境
調
査
（
川
口
ダ
ム
下
流
付
近
で
の
魚

類
・
底
生
動
物
調
査
）
に
よ
る
と
、
環
境
省
や
徳
島
県
等
の

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
特
定
種
の
う

ち
、
魚
類
２
種
、
底
生
動
物
１
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
上
流
か
ら
の
土
砂
供
給
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
等
に
よ
り
、
河
床
低
下
が
発
生
し
、
レ
キ
河
原
が
減
少
し

た
こ
と
、
加
え
て
、
濁
水
現
象
が
長
期
化
す
る
こ
と
で
、
以
前

に
比
べ
魚
類
が
減
少
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
な
ど
、
動
植
物
の

生
息
・
生
育
環
境
に
変
化
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

表
－
2
.
3
.
0
(
2
)
　
特
定
種
（
中
流
域
）

3
)
 
那
賀
川
下
流
域
（
国
管
理
区
間
上
流
端
～
潮
止
め
堰
）

　
那
賀
川
下
流
域
は
山
間
部
を
流
れ
出
て
扇
状
地
と
な
っ
て
お

り
、
上
流
部
に
位
置
す
る
北
岸
堰
下
流
に
は
明
瞭
な
交
互
砂
州

が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
瀬
と
淵
が
連
続
し
た
河
川
形
態
で
、
水

域
に
は
、
ア
ユ
、
ウ
グ
イ
、
サ
ツ
キ
マ
ス
、
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
、
カ

ジ
カ
小
卵
回
遊
型
（
ウ
ツ
セ
ミ
カ
ジ
カ
）
等
の
魚
類
が
生
息
し

て
お
り
、
河
口
か
ら
６
㎞
付
近
は
ア
ユ
の
産
卵
場
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
河
原
に
は
コ
ア
ジ
サ
シ
や
シ
ロ
チ
ド
リ
な
ど
の
鳥

類
が
生
息
し
て
い
る
。

　
な
お
、
過
去
の
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
環
境
省

や
徳
島
県
等
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る

特
定
種
の
う
ち
、
魚
類
1
3
種
、
底
生
動
物
５
種
、
植
物
1
9
種
、

鳥
類
1
3
種
、
両
生
類
・
爬
虫
類
・
哺
乳
類
２
種
、
陸
上
昆
虫
類

５
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
特
に
魚
類
の
特
定
種
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
カ
ジ
カ
小
卵

回
遊
型
（
ウ
ツ
セ
ミ
カ
ジ
カ
）
は
、
近
年
、
四
国
内
で
は
本
河

川
の
み
の
確
認
と
な
っ
て
お
り
、
継
続
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
生
息
・
生
育
環
境
の
保
全
に
努
め
る
必
要

が
あ
る
。

表
－
2
.
3
.
0
(
3
)
　
特
定
種
（
下
流
域
）
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
3
9
/
6
5
）

4
.
 
河
川
環
境
の
整
備
と
保
全

 
環
境
－
1
　
河
川
環
境
の
あ
り
方
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
2
)
河
川
環
境
の
現
状
と
課
題

の
認
識
に
つ
い
て
の
意
見

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

4
)
 
那
賀
川
汽
水
域
（
潮
止
め
堰
～
河
口
）

　
河
口
は
川
幅
が
約
1
,
0
0
0
ｍ
と
広
く
、
水
域
に
は
マ
ハ
ゼ
、
ボ

ラ
、
ス
ズ
キ
と
い
っ
た
魚
類
が
生
息
し
て
い
る
。
ま
た
、
干
満

差
に
よ
り
干
潟
や
砂
州
が
出
現
す
る
こ
と
か
ら
、
シ
オ
マ
ネ
キ

等
の
甲
殻
類
が
生
息
し
、
塩
性
植
生
の
ハ
マ
マ
ツ
ナ
や
ハ
マ
サ

ジ
な
ど
の
群
落
が
繁
茂
し
て
い
る
と
と
も
に
、
シ
ギ
・
チ
ド
リ

類
等
の
渡
り
鳥
の
渡
来
干
潟
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
過
去
の
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
環
境
省

や
徳
島
県
等
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る

特
定
種
の
う
ち
、
魚
類
８
種
、
底
生
動
物
1
6
種
、
植
物
1
2
種
、

鳥
類
1
5
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
確
認
さ
れ
た
特
定
種
に
は
、

干
潟
や
ワ
ン
ド
を
生
息
域
に
す
る
魚
類
や
甲
殻
類
が
多
く
、
干

潟
を
中
心
と
し
て
、
継
続
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
生
息
・
生
育
環
境
の
保
全
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
当
該
区
間
に
は
、
一
部
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
や
根

固
ブ
ロ
ッ
ク
が
連
続
し
た
区
間
が
あ
り
、
動
植
物
の
生
息
・
生

育
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

表
－
2
.
3
.
0
(
4
)
　
特
定
種
（
汽
水
域
）

5
)
 
桑
野
川

　
桑
野
川
流
域
の
大
半
は
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
植
林
お
よ
び
竹
林

で
あ
る
。
上
流
の
水
域
に
は
県
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
オ
ヤ
ニ

ラ
ミ
が
生
息
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
過
去
の
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
環
境
省

や
徳
島
県
等
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る

特
定
種
の
う
ち
、
魚
類
1
6
種
、
底
生
動
物
1
1
種
、
植
物
７
種
、

鳥
類
６
種
、
両
生
類
・
爬
虫
類
・
哺
乳
類
３
種
、
陸
上
昆
虫
類

４
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ま
た
、
中
下
流
の
水
域
は
、
取
水
の
た
め

の
堰
が
多
く
設
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、
湛
水
域
が
多
く
存
在

し
、
近
年
、
外
来
種
で
あ
る
オ
オ
ク
チ
バ
ス
が
多
く
生
息
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
当
該
区
間
に
は
、
一
部
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
や
根

固
ブ
ロ
ッ
ク
が
連
続
し
た
区
間
が
あ
り
、
動
植
物
の
生
息
・
生

育
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

表
－
2
.
3
.
0
(
5
)
　
特
定
種
（
桑
野
川
）
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
4
0
/
6
5
）

4
.
 
河
川
環
境
の
整
備
と
保
全

 
環
境
－
2
　
魚
道
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
魚
道
に
つ
い
て
の
意
見

2
-
1
赤
松
ダ
ム
は
、
環
境
面
（
生
態
系
）
で

魚
道
が
生
態
系
を
壊
し
て
い
る
。
S
6
0
年

頃
に
は
4
0
種
類
の
水
生
動
物
が
確
認
さ

れ
て
い
た
が
、
最
近
種
類
・
数
が
減
少

し
て
き
て
い
る
。
カ
ニ
等
の
遡
上
に
も

適
合
し
た
魚
道
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

市
町
長

美
波
町
長
　
赤
松
ダ
ム
は
、
徳
島
県
企
業
局
が
川

口
ダ
ム
に
取
水
し
て
い
る
ダ
ム
で
す
。

施
設
の
管
理
は
、
徳
島
県
企
業
局
で
す

の
で
、
適
合
し
た
魚
道
等
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
修
正
素
案
の

「
4
-
2
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害

の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
に
関
す
る
事

項
」
の
記
載
を
修
正
・
追
記
し
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
1
4
6
-
1
】

4
-
2
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

(
1
)
 
河
川
の
維
持
管
理

5
)
 
許
認
可
事
務

　
河
川
法
に
基
づ
い
て
、
河
川
区
域
等
に
お
け
る
土
地
の
占

用
、
工
作
物
の
新
築
等
、
適
正
な
許
認
可
事
務
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
適
正
な
指
導
監
督
を
行
う
。

　
ま
た
、
河
川
区
域
内
に
お
け
る
不
法
行
為
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
、
河
川
巡
視
等
に
よ
る
管
理
の
強
化
並
び
に
警
察
な
ど

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
不
法
占
用
及
び
不
法
行
為
の
是

正
・
防
止
に
向
け
た
対
応
に
努
め
る
。
な
お
、
工
作
物
の
新
築

等
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
特
定
種
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
、
で

き
る
限
り
保
全
に
努
め
る
よ
う
指
導
す
る
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
4
1
/
6
5
）

4
.
 
河
川
環
境
の
整
備
と
保
全

 
環
境
－
3
　
河
川
景
観
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
河
川
景
観
に
つ
い
て
の
意

見

3
－
1
【
素
案
P
8
9
】
の
「
河
川
景
観
に
関
す
る

目
標
」
の
記
述
で
「
那
賀
川
流
域
の
風

土
に
根
ざ
し
た
那
賀
川
ら
し
い
景
観
」

と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

か
。

学
識
者

森
本
委
員
　
「
清
流
が
流
れ
、
砂
レ
キ
が
復
活
し

た
」
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
表
現
が
抽
象
的

だ
っ
た
の
で
、
素
案
の
「
3-
6
 
河
川
環

境
の
整
備
と
保
全
に
関
す
る
目
標
」
を

修
正
し
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
8
9
】

3
-
6
　
河
川
環
境
の
整
備
と
保
全
に
関
す
る
目
標

(
2
)
 
河
川
景
観
に
関
す
る
目
標

　
河
川
景
観
の
維
持
・
形
成
に
つ
い
て
は
、
治
水
・
利
水
・
環

境
と
の
整
合
を
図
り
つ
つ
、
那
賀
川
流
域
の
風
土
に
根
ざ
し
た

那
賀
川
ら
し
い
景
観
を
清
流
が
流
れ
砂
レ
キ
が
復
活
し
た
景
観

を
再
生
・
保
全
す
る
。
ま
た
、
区
間
別
の
目
標
は
以
下
の
と
お

り
と
す
る
。

3
－
2
河
川
整
備
の
護
岸
等
に
は
可
能
な
限
り

地
元
産
の
植
生
や
石
を
使
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

市
町
長

阿
南
市
長
　
下
流
の
災
害
復
旧
工
事
で
は
花
崗
岩

の
巨
石
、
木
材
を
使
用
し
て
い
る
例
も

あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
地
元
産
の
石
や

地
域
に
な
じ
む
材
料
、
構
造
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
素
案

「
4
-
1
-
3
 
河
川
環
境
の
整
備
と
保
全
に

関
す
る
事
項
」
を
修
正
し
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
1
3
8
】

4
-
1
-
3
 
河
川
環
境
の
整
備
と
保
全
に
関
す
る
事
項

(
1
)
　
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
の
保
全
・
再
生

3
)
　
河
川
工
事
の
実
施
に
お
け
る
配
慮
等

②
 
局
所
洗
掘
対
策
（
水
際
環
境
の
再
生
・
創
出
）

（
4
行
目
）

　
ま
た
、
護
岸
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
図
－
4
.
1
.
5
6
に
示
す

よ
う
に
自
然
石
や
流
域
で
生
産
さ
れ
る
間
伐
材
や
石
材
な
ど
自

然
素
材
を
積
極
的
に
活
用
し
た
多
自
然
川
づ
く
り
を
基
本
と

し
、
平
水
時
に
お
い
て
水
際
が
多
様
な
エ
コ
ト
ー
ン
を
形
成
で

き
る
よ
う
検
討
す
る
。

図
-
4
.
1
.
5
6
　
水
際
環
境
の
再
生
・
保
全
に
配
慮
し
た
護
岸
イ

メ
ー
ジ
図
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
4
2
/
6
5
）

4
.
 
河
川
環
境
の
整
備
と
保
全

 
環
境
－
4
　
長
安
口
ダ
ム
に
お
け
る
濁
水
対
策
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

4
－
1
選
択
取
水
設
備
に
つ
い
て
、
工
事
期
間

に
お
け
る
流
量
調
節
機
能
の
維
持
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
施
工

方
法
を
考
え
て
い
る
の
か
。

学
識
者

湯
城
委
員

4
－
2
那
賀
川
の
水
質
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ

等
の
指
標
で
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
で
あ
る
が
、
白
濁
が
唯
一
の
問
題
で

あ
る
た
め
、
選
択
取
水
設
備
を
つ
け
る

の
は
よ
く
理
解
で
き
る
。
ダ
ム
の
深
さ

方
向
で
濁
り
の
分
布
は
計
測
さ
れ
て
い

る
の
か
。
【
素
案
P
1
3
5
】
に
き
れ
い
な

水
を
流
し
て
下
流
を
き
れ
い
に
し
た
い

旨
を
記
述
し
て
あ
る
が
、
深
さ
方
向
に

か
な
り
の
深
さ
で
取
水
で
き
る
の
か
。

選
択
取
水
設
備
の
概
要
と
合
せ
て
説
明

願
い
た
い
。

学
識
者

池
田
委
員

4
－
3
生
物
に
と
っ
て
は
、
水
が
澄
ん
で
い
た

ら
良
い
だ
け
で
は
な
い
。
選
択
取
水
に

よ
り
、
水
温
の
急
激
な
変
化
に
よ
る
温

度
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
得

る
。
ダ
ム
湖
内
の
水
塊
構
造
と
濁
り
、

さ
ら
に
生
物
と
の
関
係
な
ど
を
し
っ
か

り
把
握
し
た
上
で
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
。

学
識
者

佐
藤
陽
一
委
員

4
－
4
月
３
回
の
調
査
は
少
な
い
。
実
運
用
時

に
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
デ
ー
タ
を
測
定

す
る
必
要
が
あ
り
、
実
施
に
向
け
て
の

調
査
研
究
を
充
分
に
行
っ
て
お
く
べ
き

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
計
画
が
あ

れ
ば
説
明
願
い
た
い
。

学
識
者

佐
藤
陽
一
委
員

4
－
5
農
業
用
水
の
場
合
は
、
温
か
く
て
き
れ

い
な
表
層
の
取
水
が
一
般
的
で
あ
る
。

長
安
口
ダ
ム
の
選
択
取
水
に
つ
い
て
も

表
面
取
水
が
中
心
と
な
る
の
で
は
な
い

か
。

学
識
者

佐
藤
晃
一
委
員

4
－
6
十
数
年
前
に
選
択
取
水
設
備
の
あ
る
ダ

ム
と
し
て
、
早
明
浦
ダ
ム
、
大
渡
ダ
ム

な
ど
を
見
学
し
た
が
、
多
額
の
お
金
を

か
け
て
も
、
あ
ま
り
長
安
口
ダ
ム
で
は

効
果
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｇ
さ
ん

【
修
正
素
案
P
1
3
5
】

4
-
1
-
2
　
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
に
関
す
る
事
項

(
2
)
 
水
質
保
全
対
策

　
長
安
口
ダ
ム
下
流
河
川
の
濁
水
長
期
化
の
軽
減
の
た
め
、
長

安
口
ダ
ム
の
発
電
取
水
口
に
選
択
取
水
設
備
を
設
置
し
、
ダ
ム

貯
水
池
内
の
澄
ん
だ
水
を
日
野
谷
発
電
所
の
取
水
口
を
使
っ
て

下
流
へ
放
流
す
る
こ
と
に
よ
り
、
浮
遊
性
物
質
量
（
Ｓ
Ｓ
）
の

環
境
基
準
（
2
5
m
g
/
L
以
下
）
を
守
れ
な
い
日
数
を
1
/
2
程
度
に
低

減
さ
せ
る
。
ま
た
、
選
択
取
水
設
備
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、

ダ
ム
湖
内
の
濁
度
や
水
温
な
ど
の
水
質
観
測
を
行
い
下
流
環
境

へ
の
影
響
に
配
慮
し
た
運
用
を
行
う
。
加
え
て
、
選
択
取
水
設

備
以
外
の
水
質
改
善
対
策
に
つ
い
て
も
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
ダ
ム
か
ら
の
放
流
水
質
改
善
対
策
と

し
て
、
選
択
取
水
設
備
の
設
置
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　
選
択
取
水
設
備
は
、
取
水
口
が
上
下

に
可
動
で
き
、
取
水
す
る
高
さ
を
自
由

に
選
択
で
き
る
こ
と
か
ら
、
洪
水
後
に

は
比
較
的
き
れ
い
な
層
の
水
を
選
択
し

て
下
流
に
流
す
こ
と
の
で
き
る
施
設
で

す
。
　
そ
の
効
果
は
、
現
在
ま
で
の
ダ
ム
湖

内
の
水
深
別
水
質
観
測
結
果
を
基
に
す

る
と
、
発
電
放
流
口
か
ら
の
み
放
流
し

て
い
る
平
常
時
に
お
い
て
、
浮
遊
物
質

量
（
Ｓ
Ｓ
）
（
那
賀
川
に
お
い
て
は
Ｓ

Ｓ
と
濁
度
は
ほ
ぼ
１
対
１
の
関
係
に
あ

る
。
）
の
環
境
基
準
（
2
5
mg
/
L
）
を
守

れ
な
い
日
数
を
1
/
2
程
度
に
低
減
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
選
択
取
水
設
備
に
は
、
水
質
自
動

観
測
装
置
を
併
設
す
る
計
画
と
し
て
、

各
層
毎
の
水
質
を
随
時
把
握
す
る
こ
と

が
可
能
で
、
水
温
な
ど
浮
遊
物
質
量
以

外
の
水
質
項
目
に
つ
い
て
も
計
測
し
て

お
り
、
対
応
可
能
な
施
設
と
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
単
に
濁
水
対
策
目
的
だ

け
で
選
択
取
水
設
備
の
取
水
方
法
を
決

め
る
の
で
は
な
く
、
低
水
温
な
ど
下
流

環
境
へ
の
影
響
も
考
慮
し
て
取
水
方
法

を
考
え
て
い
く
旨
の
記
載
を
素
案
「
4
-

1
-
2
 
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
に
関

す
る
事
項
」
に
追
記
し
ま
す
。

　
濁
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
崩
壊
地
な

ど
の
発
生
源
対
策
も
考
え
ら
れ
、
こ
れ

ら
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
砂
防
・
治
山

な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

(
1
)
長
安
口
ダ
ム
に
お
け
る
濁

水
対
策
に
つ
い
て
の
意
見

・
選
択
取
水
施
設
の
効
果
は
ど

の
程
度
か
。
工
事
中
の
ダ
ム
機

能
維
持
を
ど
の
よ
う
に
か
ん
が

え
て
い
る
の
か
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
4
3
/
6
5
）

4
.
 
河
川
環
境
の
整
備
と
保
全

 
環
境
－
4
　
長
安
口
ダ
ム
に
お
け
る
濁
水
対
策
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
長
安
口
ダ
ム
に
お
け
る
濁

水
対
策
に
つ
い
て
の
意
見

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

4
－
7
長
安
口
ダ
ム
は
非
成
層
型
の
ダ
ム
で
あ

り
躍
層
が
で
き
に
く
く
、
選
択
取
水
設

備
に
つ
い
て
は
造
っ
て
も
効
果
は
な
い

と
思
う
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の

は
無
駄
で
あ
り
、
加
茂
地
区
等
対
策
が

必
要
な
と
こ
ろ
に
お
金
を
投
じ
て
ほ
し

い
。

流
域
住
民

（
羽
ノ
浦
）
Ｂ
さ
ん
（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

4
－
8
濁
り
は
Ｓ
Ｓ
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、
濁

度
と
い
う
指
標
・
表
現
も
入
れ
た
ら
わ

か
り
や
す
い
の
で
は
。

市
町
長

那
賀
町
長

4
－
9
流
域
住
民
は
、
「
清
流
那
賀
川
」
の
復

活
も
望
ん
で
い
る
。
特
に
、
大
雨
後
長

引
く
濁
水
に
は
辟
易
し
て
い
る
。
科
学

的
知
見
か
ら
、
さ
ら
に
詳
し
く
原
因
を

究
明
し
、
応
急
対
策
の
早
期
実
施
と
と

も
に
堆
砂
除
去
等
の
抜
本
的
な
対
応
策

の
検
討
を
求
め
る
。

パ
ブ
コ
メ

（
ハ
ガ
キ
）
2
4
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
4
4
/
6
5
）

5
.
 
維
持
・
管
理

 
維
持
・
管
理
－
1
　
河
道
内
樹
木
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
河
道
内
樹
木
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
の
意
見

1
－
1
河
川
工
事
に
つ
い
て
優
し
さ
を
持
っ
て

ほ
し
い
。
例
え
ば
、
河
川
敷
の
樹
木
伐

採
に
つ
い
て
、
ど
の
く
ら
い
流
れ
を
阻

害
す
る
の
か
分
か
っ
て
実
施
し
て
い
る

の
か
、
十
分
研
究
の
結
果
切
ら
れ
て
い

る
の
か
。

流
域
住
民

（
阿
南
）
Ｃ
さ
ん

1
－
2
こ
こ
２
～
３
年
で
笹
原
を
切
っ
た
た

め
、
ウ
グ
イ
ス
等
の
鳥
が
１
匹
も
い
な

く
な
っ
た
。

流
域
住
民

（
阿
南
）
Ｃ
さ
ん

　
河
道
内
樹
木
の
繁
茂
に
つ
い
て
は
、

局
所
洗
掘
の
発
生
、
流
下
能
力
の
低

下
、
河
川
景
観
の
変
化
な
ど
様
々
な
悪

影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
樹
木
の
繁
茂
に

よ
っ
て
で
き
た
動
植
物
の
生
息
・
生
育

環
境
も
存
在
し
ま
す
。
そ
の
伐
採
に
つ

い
て
は
、
周
辺
河
川
内
に
お
け
る
動
植

物
の
生
息
・
生
育
環
境
を
調
査
し
、
そ

の
影
響
を
考
慮
し
た
上
で
、
必
要
最
小

限
の
伐
採
を
実
施
す
る
旨
の
記
載
を
素

案
「
4
-
2
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災

害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
に
関
す
る

事
項
」
に
追
記
し
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
1
4
3
】

4
-
2
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

2
)
 
河
道
内
樹
木
群
の
維
持
管
理

　
河
道
内
樹
木
の
過
度
の
繁
茂
・
拡
大
に
よ
り
洪
水
を
安
全
に

流
下
さ
せ
る
う
え
で
治
水
上
の
支
障
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
ま

た
は
局
所
洗
掘
を
助
長
し
て
い
る
場
合
及
び
護
岸
等
の
点
検
に

障
害
を
与
え
て
い
る
場
合
に
、
必
要
に
応
じ
て
樹
木
伐
採
を
実

施
す
る
。
ま
た
、
伐
採
に
あ
た
っ
て
は
、
特
定
種
の
生
息
状
況

等
を
考
慮
す
る
。

<
<
以
下
、
省
略
>
>
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
4
5
/
6
5
）

5
.
 
維
持
・
管
理

 
維
持
・
管
理
－
2
　
河
川
の
適
正
な
維
持
管
理
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
樋
門
の
電
動
化
に
関
す
る

意
見

2
－
1
明
谷
の
と
こ
ろ
で
樋
門
の
ゲ
ー
ト
を
手

動
で
開
閉
し
作
業
時
間
が
か
か
る
の

で
、
暴
風
時
等
す
ご
く
危
険
で
あ
る
。

電
動
化
し
て
ほ
し
い
。

流
域
住
民

（
羽
ノ
浦
）
Ｄ
さ
ん
　
徳
島
県
管
理
の
樋
門
に
つ
い
て
は
、

樋
門
修
繕
計
画
に
基
づ
き
実
施
し
て
お

り
、
明
谷
地
区
の
県
管
理
の
樋
門
は
平

成
1
5
年
に
更
新
し
て
い
ま
す
。
他
の
樋

門
に
つ
い
て
も
、
計
画
に
基
づ
 
き
実
施

す
る
必
要
が
あ
り
、
樋
門
の
電
動
化
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
施
設
の
更
新
状
況

等
を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

－

(
2
)
農
業
水
路
取
水
口
へ
の
堆

砂
に
関
す
る
意
見

農
業
水
路
の
取
水
口
へ
の
堆
積

土
砂
を
撤
去
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

2
－
2
農
業
水
路
の
取
水
口
へ
の
堆
積
土
砂
を

撤
去
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
町
長

美
波
町
長
　
取
水
堰
は
農
業
の
た
め
の
許
可
工
作

物
で
す
の
で
、
堰
を
管
理
し
て
い
る
方

に
管
理
を
し
て
も
ら
う
の
が
原
則
で

す
。
対
策
は
個
別
の
状
況
を
見
な
が
ら

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

－
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
4
6
/
6
5
）

5
.
 
維
持
・
管
理

 
維
持
・
管
理
－
3
　
河
川
維
持
管
理
へ
の
地
域
住
民
の
参
加
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
河
川
維
持
管
理
へ
の
地
域

住
民
参
加
に
関
す
る
意
見

3
－
1
シ
ャ
ッ
タ
ー
（
陸
閘
）
の
鍵
は
誰
が

持
っ
て
い
る
の
か
。
表
面
は
真
鍮
だ
が

中
は
鉄
で
錆
び
る
。
水
防
時
に
鍵
が
錆

び
て
動
か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
い
る
の
か
。

流
域
住
民

（
阿
南
）
Ｃ
さ
ん
　
陸
閘
の
鍵
は
那
賀
川
河
川
事
務
所
で

管
理
し
、
陸
閘
に
つ
い
て
も
出
水
期
前

な
ど
に
管
理
・
点
検
し
て
い
ま
す
。

ー

3
－
2
環
境
の
説
明
で
ナ
カ
ガ
ワ
ノ
ギ
ク
、
オ

ヤ
ニ
ラ
ミ
が
示
さ
れ
た
が
、
昨
年
ナ
カ

ガ
ワ
ノ
ギ
ク
を
2
7
0
本
程
育
て
た
の
で
、

鷲
敷
ラ
イ
ン
に
植
え
た
い
と
思
い
、
国

土
交
通
省
へ
連
絡
し
た
が
、
そ
の
後
県

相
生
土
木
よ
り
返
事
が
あ
り
、
「
ナ
カ

ガ
ワ
ノ
ギ
ク
を
植
え
る
の
が
良
い
と
も

悪
い
と
も
言
え
な
い
」
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
お
尋

ね
し
た
い
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｋ
さ
ん
　
こ
れ
か
ら
の
川
づ
く
り
は
、
地
域
の

方
々
と
の
協
働
が
大
切
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
具
体
的
な
場
所
、
方
法
な
ど
に

つ
い
て
、
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ー

3
ー
3
桑
野
川
の
明
谷
橋
の
山
際
に
あ
る
旧
河

川
の
有
効
利
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

水
辺
の
や
す
ら
ぎ
、
生
物
と
の
共
存
な

ど
人
間
と
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
構
築
で
遊

休
地
の
有
効
利
用
に
知
恵
を
か
し
て
下

さ
い
。

パ
ブ
コ
メ

（
会
場
）
1
5

　
阿
南
市
や
地
域
の
方
々
と
維
持
管
理

も
含
め
て
相
談
し
な
が
ら
、
有
効
活
用

を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ー
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
4
7
/
6
5
）

5
.
 
維
持
・
管
理

 
維
持
・
管
理
－
4
　
水
質
の
保
全
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
水
質
の
保
全
に
関
す
る
意

見

4
－
1
現
状
の
的
確
な
把
握
が
重
要
で
あ
る
。

水
質
調
査
の
頻
度
を
高
め
て
、
水
量
と

合
せ
て
把
握
出
来
る
よ
う
に
し
て
頂
き

た
い
。

学
識
者

池
田
委
員
　
特
に
重
要
な
箇
所
及
び
観
測
項
目
に

つ
い
て
は
測
定
頻
度
を
高
め
る
こ
と
に

つ
い
て
も
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
長
安
口
ダ
ム

に
お
け
る
観
測
に
つ
い
て
は
、
素
案

「
4
-
1
-
2
 
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持

に
関
す
る
事
項
」
に
追
記
し
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
1
3
5
】

4
-
1
-
2
　
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
に
関
す
る
事
項

(
2
)
 
水
質
保
全
対
策

　
長
安
口
ダ
ム
下
流
河
川
の
濁
水
長
期
化
の
軽
減
の
た
め
、
長

安
口
ダ
ム
の
発
電
取
水
口
に
選
択
取
水
設
備
を
設
置
し
、
ダ
ム

貯
水
池
内
の
澄
ん
だ
水
を
日
野
谷
発
電
所
の
取
水
口
を
使
っ
て

下
流
へ
放
流
す
る
こ
と
に
よ
り
、
浮
遊
性
物
質
量
（
Ｓ
Ｓ
）
の

環
境
基
準
（
2
5
m
g
/
L
以
下
）
を
守
れ
な
い
日
数
を
1
/
2
程
度
に
低

減
さ
せ
る
。
ま
た
、
選
択
取
水
設
備
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、

ダ
ム
湖
内
の
濁
度
や
水
温
な
ど
の
水
質
観
測
を
行
い
下
流
環
境

へ
の
影
響
に
配
慮
し
た
運
用
を
行
う
。
加
え
て
、
選
択
取
水
設

備
以
外
の
水
質
改
善
対
策
に
つ
い
て
も
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。

4
－
2
水
質
の
悪
化
に
つ
い
て
も
岡
川
を
中
心

に
広
域
的
に
話
し
合
っ
て
、
早
急
に
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

流
域
住
民

（
阿
南
）
Ｅ
さ
ん

4
－
3
環
境
基
準
の
指
標
で
あ
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ
が
、

本
川
よ
り
や
や
高
め
と
な
っ
て
い
る
岡

川
に
つ
い
て
は
、
汚
濁
源
削
減
対
策
の

啓
蒙
活
動
を
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

市
町
長

阿
南
市
長

4
－
4
桑
野
川
、
岡
川
の
水
質
が
よ
み
が
え
る

こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

パ
ブ
コ
メ

（
会
場
）
1
6

　
桑
野
川
、
岡
川
の
水
質
改
善
に
つ
い

て
は
、
河
川
管
理
者
だ
け
で
は
難
し
い

問
題
で
も
あ
る
た
め
阿
南
市
や
地
域
の

方
々
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
一
緒

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
修
正
素
案

の
「
3
-
5
 
水
質
の
保
全
」
の
記
載
を
修

正
・
追
記
し
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
8
7
】

3
-
5
　
河
川
の
適
正
な
利
用
及
び
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
に

関
す
る
事
項

(
3
)
 
水
質
の
保
全

　
現
在
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
等
の
水
質
環
境
基
準
が
守
ら
れ
て
い
る
本
川

上
流
区
間
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
水
質
を
維
持
す
る
と
と
も

に
、
本
川
に
比
べ
て
や
や
高
め
の
値
と
な
っ
て
い
る
桑
野
川
・

岡
川
に
お
い
て
は
、
関
係
機
関
連
携
の
上
、
よ
り
一
層
の
汚
濁

負
荷
源
対
策
等
を
行
う
。
ま
た
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
地
域
住
民
へ
水
質
保
全
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
行
い
、
情

報
を
共
有
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
環
境
基
準
を
守
る
こ
と
を
目

指
す
。

　
長
安
口
ダ
ム
放
流
水
の
濁
水
長
期
化
に
つ
い
て
は
、
発
電
放

流
口
か
ら
の
み
放
流
し
て
い
る
平
常
時
に
お
い
て
、
放
流
水
の

水
質
を
改
善
し
、
濁
り
の
水
質
指
標
で
あ
る
浮
遊
性
物
質
量

（
Ｓ
Ｓ
）
の
環
境
基
準
（
2
5
m
g
/
L
以
下
）
を
守
れ
な
い
日
数
を

1
/
2
程
度
に
低
減
さ
せ
る
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
4
8
/
6
5
）

5
.
 
維
持
・
管
理

 
維
持
・
管
理
－
5
　
堆
砂
対
策
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
堆
砂
全
般
に
関
す
る
意
見
5
－
1
従
来
の
計
画
を
変
更
し
て
、
で
き
る
だ

け
河
道
で
洪
水
を
配
分
す
る
と
い
う
中

で
、
長
安
口
ダ
ム
は
、
か
な
り
の
部
分

を
負
担
し
て
い
る
。
そ
の
堆
砂
量
が
計

画
の
2
.
8
倍
と
な
っ
て
い
る
が
、
時
系
列

的
な
堆
砂
の
た
ま
り
方
を
把
握
し
、
ど

こ
へ
ど
の
よ
う
に
い
つ
砂
貯
め
を
造
る

の
か
を
充
分
に
検
討
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。

学
識
者

5
－
2
那
賀
川
の
特
性
と
し
て
崩
壊
が
激
し
い

地
形
・
地
質
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

思
い
も
よ
ら
ぬ
崩
壊
が
い
つ
起
き
て
も

お
か
し
く
な
い
。
長
安
口
ダ
ム
の
本
来

の
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
、
時
系

列
的
な
計
画
を
立
て
て
頂
き
た
い
。

村
上
委
員

会
場
・
発
言
者

　
長
安
口
ダ
ム
貯
水
池
上
流
の
土
砂
に

つ
い
て
は
、
長
安
口
ダ
ム
本
来
の
機
能

が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
緊
急
性
の
高
い

箇
所
か
ら
計
画
的
に
除
去
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
長
安
口
ダ
ム
に
お
け
る
堆
砂

対
策
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
素
案
の

「
4
-
1
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害

の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
に
関
す
る
事

項
」
に
追
記
し
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
9
8
】

4
-
1
-
1
　
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

(
1
)
 
那
賀
川
【
国
管
理
区
間
】

1
)
 
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
の
対
策

③
 
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節

図
－
4
.
1
.
7
(
1
)
　
長
安
口
ダ
ム
に
お
け
る
堆
砂
対
策
イ
メ
ー
ジ
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
4
9
/
6
5
）

5
.
 
維
持
・
管
理

 
維
持
・
管
理
－
5
　
堆
砂
対
策
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

会
場
・
発
言
者

(
2
)
長
安
口
ダ
ム
の
土
砂
除
去

（
内
容
）
に
関
す
る
意
見

5
－
3
長
安
口
ダ
ム
の
堆
砂
対
策
に
つ
い
て
、

ど
の
あ
た
り
か
ら
除
去
す
る
の
か
。
ダ

ム
湖
内
は
考
え
て
い
る
の
か
。

学
識
者

湯
城
委
員

5
－
4
「
な
お
堆
砂
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
効
果
的
効
率
的
な
対
策
を
検
討
す

る
」
と
記
述
し
て
い
る
が
、
浚
渫
は

入
っ
て
い
る
の
か
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｌ
さ
ん

5
－
5
渇
水
時
に
乾
い
た
部
分
の
土
砂
撤
去
も

考
え
て
ほ
し
い
。

5
－
6
浚
渫
（
水
中
掘
削
）
は
、
長
期
的
に
河

川
水
を
濁
ら
せ
る
の
で
や
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

5
－
7
堆
砂
対
策
と
し
て
、
ダ
ム
に
入
る
前
に

ト
ラ
ッ
プ
し
、
減
水
区
間
（
河
道
）
へ

還
元
す
る
計
画
で
あ
る
が
、
全
量
を
還

元
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
。
余
り
の
土
砂
の
処
理
に
つ

い
て
ご
説
明
願
い
た
い
。

学
識
者

佐
藤
陽
一
委
員

5
－
8
坂
州
木
頭
川
の
河
川
整
備
・
改
善
計
画

の
具
体
化
に
つ
い
て
。

長
安
口
ダ
ム
の
貯
水
量
確
保
・
堆
砂
問

題
が
緊
急
の
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
大
半
は
旧
木
沢

村
、
坂
州
木
頭
川
か
ら
の
流
入
で
あ

り
、
特
に
合
流
地
点
よ
り
上
流
２
k
m
の

対
策
が
整
備
計
画
上
具
体
的
に
提
案
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

現
在
、
実
施
さ
れ
て
い
る
堆
砂
除
去
の

年
次
計
画
、
ダ
ム
護
岸
の
砂
防
対
策
を

計
画
に
上
げ
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

パ
ブ
コ
メ

（
ハ
ガ
キ
）
1
7

下
流
河
道
へ
試
験
投
入
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
定
量
的

な
効
果
判
定
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
そ
こ
で
、
今
後
、
長
安
口
ダ
ム
の
改
造
に
伴
う
河
道
内
掘
削

に
よ
り
発
生
す
る
砂
レ
キ
を
ダ
ム
下
流
の
河
道
内
へ
運
搬
し
、

洪
水
時
に
は
砂
レ
キ
が
下
流
へ
供
給
さ
れ
る
こ
と
で
、
動
植
物

の
生
息
生
育
環
境
改
善
に
資
す
る
と
と
も
に
、
砂
レ
キ
供
給
実

施
後
の
河
川
環
境
等
へ
の
影
響
を
把
握
す
る
た
め
、
必
要
に
応

じ
て
河
道
の
平
面
横
断
形
状
や
動
植
物
の
生
息
・
生
育
状
況
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
等
を
実
施
し
、
供
給
す
る
砂
レ
キ
の
量
や

質
を
検
討
す
る
。

　
ま
た
、
濁
水
の
長
期
化
を
低
減
さ
せ
る
た
め
、
長
安
口
ダ
ム

に
選
択
取
水
設
備
を
設
置
す
る
。

那
賀
町
長

市
町
長

【
修
正
素
案
P
9
6
】

4
-
1
-
1
　
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

(
1
)
 
那
賀
川
【
国
管
理
区
間
】

1
)
 
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
の
対
策

③
 
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節

ⅳ
)
 
長
安
口
ダ
ム
治
水
容
量
の
確
保

　
長
安
口
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
主
と
し

て
長
安
口
ダ
ム
貯
水
池
上
流
に
お
い
て
、
土
砂
の
除
去
を
行

う
。

【
修
正
素
案
P
9
8
】

4
-
1
-
1
　
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

(
1
)
 
那
賀
川
【
国
管
理
区
間
】

1
)
 
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
の
対
策

③
 
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節

図
－
4
.
1
.
7
(
1
)
　
長
安
口
ダ
ム
に
お
け
る
堆
砂
対
策
イ
メ
ー
ジ

【
修
正
素
案
P
1
3
6
】

4
-
1
-
3
 
河
川
環
境
の
整
備
と
保
全
に
関
す
る
事
項

(
1
)
 
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
の
保
全
・
再
生

1
)
 
那
賀
川
上
流
域
・
中
流
域
（
川
口
ダ
ム
上
流
～
国
管
理
区
間

上
流
端
）

　
当
該
区
間
に
つ
い
て
は
、
平
成
３
年
度
よ
り
徳
島
県
に
よ
っ

て
、
河
川
環
境
改
善
の
た
め
に
、
ダ
ム
に
堆
積
し
た
砂
レ
キ
を

　
堆
砂
対
策
に
つ
い
て
は
、
長
安
口
ダ

ム
貯
水
池
上
流
部
の
陸
上
部
に
お
い
て

計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。
ダ
ム
湖
内
の

水
中
部
で
の
浚
渫
に
つ
い
て
は
、
濁
り

が
伴
う
こ
と
か
ら
実
施
し
な
い
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
長
安
口
ダ
ム
貯
水
池
の
水

位
が
下
が
っ
た
時
に
陸
上
で
掘
削
が
可

能
な
時
は
、
濁
り
を
発
生
さ
せ
な
い
範

囲
で
の
土
砂
除
去
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
　
な
お
、
長
安
口
ダ
ム
に
お
け
る
土
砂

除
去
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
素
案
の

「
4
-
1
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害

の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
に
関
す
る
事

項
」
に
追
記
し
ま
す
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
5
0
/
6
5
）

5
.
 
維
持
・
管
理

 
維
持
・
管
理
－
5
　
堆
砂
対
策
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

会
場
・
発
言
者

(
3
)
長
安
口
ダ
ム
の
土
砂
除
去

（
搬
出
先
）
に
関
す
る
意
見

5
－
9
長
安
口
ダ
ム
か
ら
日
野
谷
発
電
所
ま
で

の
区
間
は
、
以
前
よ
り
も
５
～
６
ｍ
深

く
掘
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
今
堆

積
し
て
い
る
砂
レ
キ
を
、
そ
の
場
所
に

入
れ
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
。

流
域
住
民

（
阿
南
）
Ｂ
さ
ん

5
－
1
0
土
砂
を
試
験
投
入
と
い
う
こ
と
だ
が
、

砂
ば
か
り
で
は
意
味
が
な
い
。
子
供
の

頃
は
玉
石
が
無
数
に
あ
っ
た
。
大
き
な

石
が
あ
り
バ
ラ
ス
も
あ
っ
て
初
め
て
浄

化
作
用
が
発
揮
で
き
る
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｇ
さ
ん

5
－
1
1
最
近
で
は
若
干
、
ダ
ム
下
流
へ
砂
利
投

入
を
実
施
し
て
い
る
が
、
川
口
ダ
ム
下

流
を
主
体
に
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
。
経
済
性
な
ど
い
ろ
ん
な
面
を

考
え
て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
長
安
口
ダ
ム

直
下
に
砂
利
投
入
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
現
在
投
入
し
て
い
る
砂
利
は
分
別

後
の
細
か
い
粒
子
の
も
の
ば
か
り
と
思

わ
れ
る
が
、
採
取
し
た
も
の
を
ダ
イ
レ

ク
ト
に
投
入
し
て
頂
く
の
が
自
然
で
あ

る
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｅ
さ
ん

5
－
1
2
長
安
口
ダ
ム
貯
水
池
上
流
に
堆
積
し
た

砂
レ
キ
の
下
流
河
道
へ
の
投
入
を
早
急

に
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
町
長

阿
南
市
長

5
－
1
3
濁
り
の
軽
減
の
意
味
で
も
砂
レ
キ
を
流

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
大
き
な
石
も
混

ぜ
て
ダ
ム
下
流
へ
流
せ
ば
、
和
食
あ
た

り
で
止
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

市
町
長

那
賀
町
長

5
－
1
4
ダ
ム
か
ら
下
流
の
十
八
女
に
至
る
ま
で

の
川
底
を
み
た
こ
と
が
あ
る
か
。
岩
盤

ば
か
り
で
あ
る
。
ダ
ム
に
貯
ま
っ
て
い

る
土
砂
を
下
流
へ
流
し
て
ほ
し
い
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｄ
さ
ん

【
修
正
素
案
P
9
8
】

4
-
1
-
1
　
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

(
1
)
 
那
賀
川
【
国
管
理
区
間
】

1
)
 
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
の
対
策

③
 
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節

図
－
4
.
1
.
7
(
1
)
　
長
安
口
ダ
ム
に
お
け
る
堆
砂
対
策
イ
メ
ー
ジ

【
修
正
素
案
P
1
3
6
】

4
-
1
-
3
 
河
川
環
境
の
整
備
と
保
全
に
関
す
る
事
項

(
1
)
　
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
の
保
全
・
再
生

1
)
 
那
賀
川
上
流
域
・
中
流
域
〔
（
川
口
ダ
ム
上
流
～
国
（
直

轄
）
管
理
区
間
上
流
端
〕
）

　
当
該
区
間
に
つ
い
て
は
、
平
成
３
年
度
よ
り
徳
島
県
に
よ
っ

て
、
河
川
環
境
改
善
の
た
め
に
、
ダ
ム
に
堆
積
し
た
砂
レ
キ
を

下
流
河
道
へ
試
験
投
入
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
定
量
的

な
効
果
判
定
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
そ
こ
で
、
今
後
、
長
安
口
ダ
ム
の
改
造
に
伴
う
河
道
内
掘
削

に
よ
り
発
生
す
る
砂
レ
キ
を
ダ
ム
下
流
の
河
道
内
へ
運
搬
し
、

洪
水
時
に
は
砂
レ
キ
が
下
流
へ
供
給
さ
れ
る
こ
と
で
、
動
植
物

の
生
息
生
育
環
境
改
善
に
資
す
る
と
と
も
に
、
砂
レ
キ
供
給
実

施
後
の
河
川
環
境
等
へ
の
影
響
を
把
握
す
る
た
め
、
必
要
に
応

じ
て
河
道
の
平
面
横
断
形
状
や
動
植
物
の
生
息
・
生
育
状
況
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
等
を
実
施
し
、
供
給
す
る
砂
レ
キ
の
量
や

質
を
検
討
す
る
。

　
ま
た
、
濁
水
の
長
期
化
を
低
減
さ
せ
る
た
め
、
長
安
口
ダ
ム

に
選
択
取
水
設
備
を
設
置
す
る
。

　
長
安
口
ダ
ム
下
流
へ
の
土
砂
の
投
入

場
所
に
つ
い
て
は
、
河
川
へ
の
進
入
路

な
ど
の
制
約
も
あ
り
、
現
在
、
県
が
実

施
し
て
い
る
箇
所
が
基
本
と
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
投
入
す
る
土
砂

の
粒
度
に
つ
い
て
は
環
境
等
へ
の
影
響

に
関
す
る
調
査
・
検
討
を
行
い
、
適
切

な
粒
度
を
選
定
の
う
え
、
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
下
流
へ
の
土
砂
投
入
に
つ
い
て
は
、

投
入
を
行
い
な
が
ら
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

実
施
し
、
河
川
が
よ
り
よ
い
状
態
に
な

る
よ
う
な
土
砂
の
投
入
場
所
や
投
入
の

量
、
粒
度
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
長
安
口
ダ
ム
に
お
け
る
土
砂

除
去
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
素
案
の

「
4
-
1
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害

の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
に
関
す
る
事

項
」
に
追
記
し
ま
す
。

　
ま
た
、
下
流
河
道
に
還
元
で
き
な
い

土
砂
に
つ
い
て
は
、
河
川
外
で
の
有
効

利
用
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
川
や
山
に
土
砂
を
置
く
こ
と
に
対

し
、
環
境
へ
の
影
響
が
あ
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
の
で
、
充
分
に
留
意
の
う

え
調
査
・
検
討
を
行
い
、
実
施
箇
所
を

選
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
5
1
/
6
5
）

5
.
 
維
持
・
管
理

 
維
持
・
管
理
－
5
　
堆
砂
対
策
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

会
場
・
発
言
者

(
3
)
長
安
口
ダ
ム
の
土
砂
除
去

（
搬
出
先
）
に
関
す
る
意
見

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

5
－
1
5
坂
州
木
頭
川
の
十
二
社
の
土
砂
掘
削
を

大
戸
残
土
処
理
場
に
持
っ
て
い
く
の
で

は
な
く
、
長
安
口
ダ
ム
の
下
流
へ
流
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｄ
さ
ん
（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

5
－
1
6
渓
谷
の
埋
立
て
と
な
る
と
、
徳
島
県
の

荒
谷
計
画
な
ど
も
過
去
に
あ
る
の
で
、

き
ち
ん
と
し
た
調
査
と
合
意
の
図
り
方

が
課
題
と
考
え
ら
れ
る
。

学
識
者

佐
藤
陽
一
委
員

5
－
1
7
１
昨
年
の
山
腹
崩
壊
で
、
除
去
し
た
土

砂
を
処
理
場
へ
運
搬
し
て
い
る
が
、
す

で
に
満
杯
で
あ
る
。
那
賀
町
の
ど
こ
へ

置
け
る
か
考
え
た
場
合
に
、
民
有
林
の

所
有
者
と
の
交
渉
、
ナ
カ
ガ
ワ
ノ
ギ
ク

な
ど
の
貴
重
種
や
絶
滅
危
惧
種
な
ど
の

問
題
が
あ
り
、
簡
単
に
余
っ
た
土
砂
を

ど
こ
か
に
置
く
と
い
っ
た
こ
と
は
具
合

が
悪
い
。

学
識
者

森
本
委
員

5
－
1
8
平
成
1
6
年
の
災
害
対
応
で
、
荒
谷
の
最

上
流
部
（
大
戸
残
土
処
理
場
）
へ
土
砂

を
運
搬
し
て
い
る
が
、
貯
水
池
面
よ
り

高
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
地
球
科
学
、
地

球
物
理
学
上
お
か
し
い
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｏ
さ
ん
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
5
2
/
6
5
）

5
.
 
維
持
・
管
理

 
維
持
・
管
理
－
5
　
堆
砂
対
策
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

会
場
・
発
言
者

(
4
)
長
安
口
ダ
ム
の
土
砂
除
去

（
下
流
運
搬
）
に
関
す
る
意
見

5
－
1
9
堆
砂
の
除
去
で
あ
る
が
、
１
日
に
ダ
ン

プ
で
の
運
搬
量
は
ど
れ
く
ら
い
を
考
え

て
い
る
の
か
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｆ
さ
ん

5
－
2
0
【
素
案
P
1
3
6
】
に
「
長
安
口
ダ
ム
の
改

造
に
伴
う
河
道
内
掘
削
」
と
記
述
し
て

い
る
が
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。
ま
た
ど

れ
だ
け
の
量
の
運
搬
を
行
う
の
か
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｌ
さ
ん

5
－
2
1
長
安
口
ダ
ム
の
上
流
部
の
河
床
上
昇
部

の
土
砂
は
、
ど
う
い
う
手
段
で
ど
こ
へ

持
っ
て
い
く
の
か
。
周
辺
部
で
ダ
ン
プ

公
害
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
と
い
っ
て

い
た
が
、
も
う
少
し
明
確
に
お
答
え
い

た
だ
き
た
い
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｏ
さ
ん

5
－
2
2
長
安
・
小
見
野
々
ダ
ム
の
堆
砂
の
撤
去

を
主
体
に
処
理
方
法

牟
岐
沿
岸
ま
で
約
2
0
㎞
な
の
で
ケ
ー
ブ

ル
ク
レ
ー
ン
や
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
に
よ

る
山
越
、
谷
越
で
搬
出
処
理

パ
ブ
コ
メ

（
ハ
ガ
キ
）
2
2

5
－
2
3
ダ
ム
上
流
の
土
砂
除
去
の
方
法
は
、
ダ

ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
運
搬
で
は
、
経
路
の
住

民
に
迷
惑
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

流
域
住
民

（
阿
南
）
Ｂ
さ
ん

5
－
2
4
ダ
ム
問
題
に
し
ろ
、
堆
砂
問
題
に
し

ろ
、
上
流
と
下
流
で
は
意
見
が
違
う
。

下
流
の
人
は
水
の
濁
り
を
一
番
き
ら
い

浚
渫
は
お
断
り
だ
と
い
い
、
ま
た
上
流

の
人
は
選
択
取
水
そ
の
他
で
キ
レ
イ
な

水
を
取
っ
て
も
仕
方
が
な
い
と
い
う
の

が
本
音
で
あ
る
。
そ
う
い
う
中
で
、
掘

削
し
た
土
砂
は
紀
伊
水
道
ま
で
持
っ
て

い
き
沿
岸
漁
業
の
振
興
の
た
め
に
活
用

す
る
の
が
国
の
当
然
の
仕
事
で
あ
り
、

市
町
が
構
え
て
く
れ
る
場
所
へ
持
っ
て

い
く
と
い
う
の
は
安
易
な
考
え
方
で
は

な
い
か
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｏ
さ
ん

5
－
2
5
長
安
口
ダ
ム
上
流
の
除
去
し
た
土
砂
を

辰
巳
突
堤
ま
で
運
搬
し
て
き
て
埋
め
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

流
域
住
民

（
羽
ノ
浦
）
Ａ
さ
ん

5
－
2
6
ダ
ン
プ
で
土
砂
の
運
搬
を
行
う
と
、
国

道
が
崩
れ
た
り
事
故
が
起
き
た
り
す
る

の
で
、
歩
道
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

パ
ブ
コ
メ

（
会
場
）
5

【
修
正
素
案
P
9
6
】

4
-
1
-
1
　
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

(
1
)
 
那
賀
川
【
国
管
理
区
間
】

1
)
 
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
の
対
策

③
 
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節

ⅳ
)
 
長
安
口
ダ
ム
治
水
容
量
の
確
保

　
長
安
口
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
主
と
し

て
長
安
口
ダ
ム
貯
水
池
上
流
に
お
い
て
、
土
砂
の
除
去
を
行

う
。

【
修
正
素
案
P
9
8
】

4
-
1
-
1
　
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

(
1
)
 
那
賀
川
【
国
管
理
区
間
】

1
)
 
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
の
対
策

③
 
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節

図
－
4
.
1
.
7
(
1
)
　
長
安
口
ダ
ム
に
お
け
る
堆
砂
対
策
イ
メ
ー
ジ

　
長
安
口
ダ
ム
の
有
効
貯
水
量
内
に

2
0
％
の
土
砂
が
堆
積
し
て
い
ま
す
。

　
緊
急
的
な
搬
出
に
つ
い
て
は
ダ
ン
プ

ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
搬
出
を
考
え
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
以
外
の
方
法
に
つ
い
て
も

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
な
お
、
土
砂
の
ダ
ン
プ
運
搬
に

は
交
通
安
全
対
策
に
万
全
を
期
し
ま

す
。
　
ま
た
、
長
安
口
ダ
ム
に
お
け
る
土
砂

除
去
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
素
案
の

「
4
-
1
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害

の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
に
関
す
る
事

項
」
に
追
記
し
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
1
3
6
】

4
-
1
-
3
 
河
川
環
境
の
整
備
と
保
全
に
関
す
る
事
項

(
1
)
　
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
の
保
全
・
再
生

1
)
 
那
賀
川
上
流
域
・
中
流
域
（
川
口
ダ
ム
上
流
～
国
（
直
轄
）

管
理
区
間
上
流
端
）

　
当
該
区
間
に
つ
い
て
は
、
平
成
３
年
度
よ
り
徳
島
県
に
よ
っ

て
、
河
川
環
境
改
善
の
た
め
に
、
ダ
ム
に
堆
積
し
た
砂
レ
キ
を

下
流
河
道
へ
試
験
投
入
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
定
量
的

な
効
果
判
定
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
そ
こ
で
、
今
後
、
長
安
口
ダ
ム
の
改
造
に
伴
う
河
道
内
掘
削

に
よ
り
発
生
す
る
砂
レ
キ
を
ダ
ム
下
流
の
河
道
内
へ
運
搬
し
、

洪
水
時
に
は
砂
レ
キ
が
下
流
へ
供
給
さ
れ
る
こ
と
で
、
動
植
物

の
生
息
生
育
環
境
改
善
に
資
す
る
と
と
も
に
、
砂
レ
キ
供
給
実

施
後
の
河
川
環
境
等
へ
の
影
響
を
把
握
す
る
た
め
、
必
要
に
応

じ
て
河
道
の
平
面
横
断
形
状
や
動
植
物
の
生
息
・
生
育
状
況
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
等
を
実
施
し
、
供
給
す
る
砂
レ
キ
の
量
や

質
を
検
討
す
る
。

　
ま
た
、
濁
水
の
長
期
化
を
低
減
さ
せ
る
た
め
、
長
安
口
ダ
ム

に
選
択
取
水
設
備
を
設
置
す
る
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
5
3
/
6
5
）

5
.
 
維
持
・
管
理

 
維
持
・
管
理
－
5
　
堆
砂
対
策
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

会
場
・
発
言
者

(
5
)
土
砂
の
堆
砂
量
に
関
す
る

意
見

5
－
2
7
長
安
口
ダ
ム
へ
の
土
砂
堆
積
で
貯
水
容

量
の
2
0
％
が
貯
ま
っ
て
い
る
と
い
う
の

は
本
当
か
。
私
の
見
積
り
で
は
4
0
％
近

く
土
砂
が
堆
積
し
て
い
る
と
思
う
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｆ
さ
ん

5
－
2
8
平
成
1
6
年
災
害
で
の
土
砂
流
入
が
2
0
0
万

m
3
と
さ
れ
て
い
る
が
、
除
去
が
年
間
２

万
m
3
で
は
追
い
つ
か
な
い
の
で
は
な
い

か
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ａ
さ
ん

5
－
2
9
【
素
案
P
9
6
】
に
「
主
と
し
て
ダ
ム
貯
水

池
上
流
に
お
い
て
土
砂
の
除
去
を
行

う
」
と
記
述
し
て
い
る
が
、
ど
れ
だ
け

の
量
を
年
間
除
去
す
る
の
か
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｌ
さ
ん

5
－
3
0
平
均
し
て
年
間
3
0
万
m
3
の
土
砂
流
入
に

対
し
、
年
間
６
万
m
3
の
堆
砂
除
去
(
実

績
)
と
の
整
合
性
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。
昨
年
ま
で
1
4
8
0
万
m
3
で
年
に
3
0
万
m
3

入
っ
て
来
た
こ
と
に
な
る
。
平
成
1
6
年

台
風
1
0
号
の
時
に
2
0
0
万
m
3
入
っ
た
こ
と

で
計
算
す
る
と
2
5
8
0
万
m
3
と
な
り
計
画

堆
砂
量
の
約
5
倍
に
な
る
が
こ
れ
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
昭
和
5
1
年
台

風
1
7
号
の
時
に
お
け
る
流
入
土
砂
量
は

3
2
6
万
m
3
に
も
及
び
上
流
で
ほ
と
ん
ど
の

土
砂
を
排
除
す
る
と
い
う
計
画
は
不
可

能
に
近
い
の
で
は
な
い
か
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｎ
さ
ん

5
－
3
1
長
安
口
ダ
ム
貯
水
池
上
流
の
土
砂
を
除

去
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
年
3
0

～
4
0
万
m
3
の
土
砂
流
入
に
対
し
、
坂
州

木
頭
川
の
土
砂
除
去
の
み
を
考
え
て
い

る
の
か
ど
う
か
お
伺
い
し
た
い
。
（
素

案
P
1
3
4
）

市
町
長

那
賀
町
長

5
－
3
2
私
た
ち
の
認
識
で
は
、
長
安
口
ダ
ム
に

は
年
平
均
約
3
0
万
m
3
の
堆
砂
が
あ
り
、

3
0
年
で
換
算
す
る
と
9
0
0
万
m
3
に
な
る
。

河
川
整
備
計
画
（
素
案
）
の
中
で
堆
砂

容
量
が
2
4
4
.
5
万
m
3
と
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
に
計
算
し
て
そ
う
な
る
の
か
教
え
て

欲
し
い
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ａ
さ
ん

　
長
安
口
ダ
ム
貯
水
池
上
流
で
の
土
砂

の
除
去
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
ダ
ム
貯

水
池
内
へ
の
土
砂
流
入
を
抑
え
て
い
き

ま
す
。
た
だ
し
、
粒
径
の
小
さ
い
土
砂

（
ウ
オ
ッ
シ
ュ
ロ
ー
ド
）
に
つ
い
て
は

除
去
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
年

４
万
m
3
の
流
入
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
た
め
整
備
計
画
の
期
間
で
あ
る
3
0

年
間
分
と
し
て
1
2
0
m
3
を
有
効
容
量
内
へ

の
堆
砂
量
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
も

と
も
と
の
堆
砂
空
容
量
の
12
4
.
5
万
m
3
と

合
わ
せ
て
、
2
4
4
.
5
万
m
3
を
将
来
の
堆
砂

量
と
し
て
い
ま
す
。

　
長
安
口
ダ
ム
へ
の
年
平
均
流
入
土
砂

量
は
、
小
見
野
々
ダ
ム
完
成
後
は
昭
和

5
1
年
や
平
成
1
6
年
の
大
出
水
年
を
除
く

と
概
ね
1
8
万
m
3
で
す
が
、
今
後
の
土
砂

流
入
を
鑑
み
な
が
ら
除
去
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
な
お
年
平
均
土
砂
量
1
8
万
m
3

に
つ
い
て
素
案
「
2
-
2
-
2
 
利
水
の
現
状

と
課
題
」
に
追
記
し
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
5
2
】

2
-
2
-
2
 
利
水
の
現
状
と
課
題

(
1
)
 
河
川
水
の
利
用
と
渇
水

（
1
0
行
目
）

　
ま
た
、
那
賀
川
流
域
で
は
、
急
峻
な
地
形
、
脆
弱
な
地
質
と

相
ま
っ
て
全
国
有
数
の
多
雨
地
帯
で
あ
る
た
め
土
砂
生
産
量
が

多
く
、
砂
防
堰
堤
等
に
よ
っ
て
土
砂
流
出
の
抑
制
を
実
施
し
て

い
る
も
の
の
、
長
安
口
ダ
ム
に
は
多
量
の
土
砂
が
流
入
し
て
い

る
。
長
安
口
ダ
ム
へ
の
流
入
土
砂
量
は
、
小
見
野
々
ダ
ム
完
成

後
は
昭
和
5
1
年
や
平
成
1
6
年
の
大
洪
水
年
を
除
く
と
概
ね
年
平

均
1
8
万
m
3
の
土
砂
が
流
入
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
徳
島
県
に

お
い
て
、
災
害
復
旧
事
業
等
に
よ
り
一
部
の
土
砂
撤
去
を
実
施

し
て
き
た
が
、
現
在
の
堆
砂
量
は
計
画
堆
砂
量
5
2
9
.
4
万
m
3
に
対

し
て
約
2
.
8
倍
に
あ
た
る
約
1
,
5
0
0
万
m
3
（
平
成
1
7
年
度
末
）
に

達
し
て
お
り
、
有
効
貯
水
容
量
も
2
0
％
減
少
し
て
い
る
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
5
4
/
6
5
）

5
.
 
維
持
・
管
理

 
維
持
・
管
理
－
5
　
堆
砂
対
策
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

会
場
・
発
言
者

(
6
)
長
安
口
ダ
ム
の
排
砂
バ
イ

パ
ス
に
関
す
る
意
見

5
－
3
3
長
安
口
ダ
ム
の
堆
積
土
砂
の
対
策
に
つ

い
て
、
半
永
久
的
に
堆
砂
対
策
が
実
施

で
き
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ

な
研
究
を
進
め
て
長
期
的
な
堆
砂
対
策

を
進
め
て
ほ
し
い
。

市
町
長

小
松
島
市
長

5
－
3
4
排
砂
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
？

学
識
者

湯
城
委
員

5
－
3
5
上
流
か
ら
流
れ
込
ん
で
く
る
量
の
1
/
3
に

も
満
た
な
い
量
し
か
取
り
除
く
こ
と
が

で
き
な
い
。
排
砂
バ
イ
パ
ス
に
よ
っ
て

洪
水
で
下
流
へ
流
す
こ
と
を
実
施
し
て

は
ど
う
か
。

流
域
住
民

（
阿
南
）
Ｂ
さ
ん

5
－
3
6
長
安
口
ダ
ム
の
有
効
活
用
は
、
大
い
な

る
幻
影
で
あ
る
。
排
砂
バ
イ
パ
ス
を
つ

け
な
い
と
、
土
砂
流
入
に
よ
り
ダ
ム
が

土
砂
で
満
杯
に
な
り
、
容
赦
な
く
襲
っ

て
く
る
渇
水
に
対
応
で
き
ず
、
機
能
し

な
く
な
る
心
配
が
あ
る
。

流
域
住
民

（
阿
南
）
Ｆ
さ
ん

5
－
3
7
長
安
口
ダ
ム
に
は
平
均
し
て
年
間
3
0
万

m
3
の
土
砂
が
貯
ま
っ
て
い
っ
て
い
る
の

に
対
し
、
２
万
m
3
の
土
砂
排
除
で
は
あ

ま
り
効
果
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。
洪

水
の
力
を
利
用
し
、
ダ
ム
下
流
へ
流
す

方
法
と
し
て
排
砂
バ
イ
パ
ス
を
造
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
河
川
整
備
計
画
（
素

案
）
の
中
に
も
書
き
込
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｅ
さ
ん

5
－
3
8
砂
レ
キ
土
砂
が
長
安
口
ダ
ム
へ
貯
ま
り

下
流
へ
流
れ
て
こ
な
い
た
め
、
ア
ユ
ど

こ
ろ
か
オ
イ
カ
ワ
、
ウ
グ
イ
、
ニ
ゴ
イ

も
い
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

坂
州
木
頭
川
の
十
二
社
の
あ
た
り
か
ら

排
砂
バ
イ
パ
ス
で
長
安
口
ダ
ム
下
流
へ

土
砂
を
流
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

排
砂
バ
イ
パ
ス
の
検
討
は
「
緒
に
就
い

た
ば
か
り
」
と
い
う
が
、
私
ど
も
は
こ

の
話
を
2
0
年
前
か
ら
し
て
き
て
い
る
。

一
日
も
早
く
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
研
究
に
と
り
か
か
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｆ
さ
ん

　
長
期
的
な
堆
砂
対
策
と
し
て
の
排
砂

バ
イ
パ
ス
等
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
に
も
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。
し
か
し
、
他
ダ
ム
の
事
例
も
少
な

く
、
ま
た
、
土
砂
の
量
や
粒
径
な
ど
の

条
件
か
ら
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
今
後

も
流
域
全
体
の
課
題
を
視
野
に
入
れ
た

対
策
の
検
討
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
工
事
用
仮
排
水
路
ト
ン
ネ
ル
を
利
用

し
た
排
砂
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
長

安
口
ダ
ム
の
高
低
差
が
8
0
ｍ
程
度
あ

り
、
水
圧
等
の
影
響
に
よ
り
工
事
・
管

理
が
非
常
に
難
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
　
ま
た
、
長
安
口
ダ
ム
は
流
域
唯
一
の

多
目
的
ダ
ム
で
あ
り
、
治
水
・
利
水
機

能
を
維
持
し
な
が
ら
施
工
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
水
を
貯
め
た
ま
ま
、
か

つ
、
既
存
の
ゲ
ー
ト
の
機
能
を
維
持
し

な
が
ら
工
事
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
整
備
期
間
中
の
排
砂
対
策
と
し
て
、

ま
ず
は
、
長
安
口
ダ
ム
上
流
か
ら
流
入

し
て
く
る
土
砂
の
量
を
減
ら
す
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
ダ
ム
上
流
で
の
土
砂

掘
削
を
考
え
て
い
ま
す
。
長
期
的
に
は

抜
本
的
な
堆
砂
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
排
砂
バ
イ
パ
ス
な
ど

を
含
め
、
流
域
全
体
の
課
題
を
視
野
に

入
れ
た
対
策
の
検
討
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
素
案
「
4
-
1
-
1

洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の

防
止
又
は
軽
減
に
関
す
る
事
項
」
、

「
4
-
1
-
2
 
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持

に
関
す
る
事
項
」
、
「
4
-
2-
1
 
洪
水
、

高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又

は
軽
減
に
関
す
る
事
項
」
の
記
載
を
修

正
・
追
記
し
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
9
6
】

4
-
1
-
1
　
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

(
1
)
 
那
賀
川
【
国
管
理
区
間
】

1
)
 
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
の
対
策

③
 
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節

ⅳ
)
 
長
安
口
ダ
ム
治
水
容
量
の
確
保

　
長
安
口
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
主
と
し

て
長
安
口
ダ
ム
貯
水
池
上
流
に
お
い
て
、
土
砂
の
除
去
を
行

う
。
　
な
お
、
長
期
的
な
堆
砂
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
効
果

的
・
効
率
的
な
対
策
と
な
る
よ
う
排
砂
バ
イ
パ
ス
な
ど
を
含

め
、
流
域
全
体
の
課
題
を
視
野
に
入
れ
た
対
策
の
検
討
を
引
き

続
き
検
討
を
行
う
。

【
修
正
素
案
P
1
3
4
】

4
-
1
-
2
　
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
に
関
す
る
事
項

(
1
)
 
ダ
ム
に
よ
る
水
量
の
確
保

①
長
安
口
ダ
ム
（
国
土
交
通
省
へ
移
管
予
定
）

(
5
行
目
)

　
な
お
、
長
期
的
な
堆
砂
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
効
果

的
・
効
率
的
な
対
策
と
な
る
よ
う
排
砂
バ
イ
パ
ス
な
ど
を
含

め
、
流
域
全
体
の
課
題
を
視
野
に
入
れ
た
対
策
の
検
討
を
引
き

続
き
検
討
を
行
う
。

【
修
正
素
案
P
1
4
7
】

4
-
2
　
河
川
の
維
持
の
目
的
、
種
類
及
び
施
行
の
場
所

4
-
2
-
1
　
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

(
2
)
 
ダ
ム
の
維
持
管
理

(
4
行
目
)

　
な
お
、
今
後
の
堆
砂
量
を
抑
え
る
た
め
、
主
と
し
て
長
安
口

ダ
ム
貯
水
池
上
流
に
お
い
て
土
砂
の
除
去
を
行
う
と
と
も
に
、

長
期
的
な
堆
砂
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
効
果
的
・
効
率
的

な
対
策
と
な
る
よ
う
排
砂
バ
イ
パ
ス
な
ど
を
含
め
、
流
域
全
体

の
課
題
を
視
野
に
入
れ
た
対
策
の
検
討
を
引
き
続
き
検
討
を
行

う
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
5
5
/
6
5
）

5
.
 
維
持
・
管
理

 
維
持
・
管
理
－
5
　
堆
砂
対
策
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

会
場
・
発
言
者

(
6
)
長
安
口
ダ
ム
の
排
砂
バ
イ

パ
ス
に
関
す
る
意
見

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

5
－
3
9
ダ
ム
で
土
砂
を
せ
き
止
め
て
い
る
の
が

諸
悪
の
根
元
で
あ
る
。
岩
盤
が
露
出
し

た
り
、
局
所
洗
掘
に
よ
り
竹
薮
が
流
出

し
か
け
て
い
る
。
排
砂
バ
イ
パ
ス
を
造

り
、
早
く
下
流
へ
土
砂
を
流
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｊ
さ
ん
（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

5
－
4
0
問
題
は
一
度
に
2
0
0
、
3
0
0
万
m
3
の
土
砂

が
長
安
口
ダ
ム
湖
内
に
堆
積
す
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
方
法
は

排
砂
バ
イ
パ
ス
し
か
な
く
、
計
画
書
を

書
き
直
す
な
ど
、
住
民
の
声
を
反
映
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｍ
さ
ん

5
－
4
1
大
災
害
時
に
は
土
砂
が
1
0
0
～
2
0
0
万
m
3

入
っ
て
く
る
た
め
、
抜
本
的
な
対
策

（
排
砂
バ
イ
パ
ス
等
）
に
つ
い
て
も
検

討
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
町
長

那
賀
町
長

5
－
4
2
排
砂
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
、
今
後
も
研

究
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
掘
削
だ

け
で
は
間
に
合
わ
な
い
の
は
分
か
り

き
っ
て
い
る
の
で
、
山
林
崩
壊
時
に
土

砂
を
ダ
ム
に
流
入
さ
せ
な
い
た
め
に
は

バ
イ
パ
ス
が
有
効
で
あ
る
。

パ
ブ
コ
メ

（
会
場
）
1

5
－
4
3
ダ
ム
堆
砂
に
付
い
て
は
ダ
ム
そ
れ
ぞ
れ

に
バ
イ
パ
ス
を
付
け
台
風
時
等
適
当
と

認
め
た
と
き
に
開
放
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

パ
ブ
コ
メ

（
F
A
X
）

3
5

5
－
4
4
排
砂
バ
イ
パ
ス
は
ま
ど
ろ
っ
こ
し
い
。

長
安
口
ダ
ム
直
下
に
工
事
用
仮
排
水
路

ト
ン
ネ
ル
を
利
用
し
た
排
砂
ト
ン
ネ
ル

を
造
っ
て
は
ど
う
か
。
三
門
峡
ダ
ム
で

は
排
砂
ト
ン
ネ
ル
を
3
0
数
年
前
に
完
成

さ
せ
て
い
る
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｉ
さ
ん

5
－
4
5
ダ
ム
の
堆
砂
の
問
題
は
治
水
・
利
水
、

ダ
ム
上
流
部
の
浸
水
問
題
な
ど
諸
悪
の

根
元
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
土
砂
の
流

入
防
止
対
策
も
入
れ
て
い
た
だ
き
た

い
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｌ
さ
ん
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
5
6
/
6
5
）

5
.
 
維
持
・
管
理

 
維
持
・
管
理
－
5
　
堆
砂
対
策
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

会
場
・
発
言
者

(
6
)
長
安
口
ダ
ム
の
排
砂
バ
イ

パ
ス
に
関
す
る
意
見

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

5
－
4
6
平
成
1
6
年
台
風
2
3
号
や
平
成
1
7
年
台
風

1
4
号
に
お
い
て
、
長
安
口
ダ
ム
の
最
高

水
位
が
満
水
位
の
2
2
5
m
に
達
し
た
場

合
、
下
の
内
地
区
や
広
野
発
電
所
の
上

流
周
辺
付
近
で
は
2
3
0
m
に
上
が
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
は
、
長
安
口
ダ
ム
の
堆

砂
が
原
因
で
あ
る
。
大
洪
水
の
時
は
一

度
に
1
0
0
万
、
2
0
0
万
m
3
の
土
砂
流
入
も

あ
り
、
そ
れ
ら
を
含
め
た
河
川
整
備
計

画
を
き
ち
ん
と
や
っ
て
頂
き
た
い
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｍ
さ
ん
（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

(
7
)
小
見
野
々
ダ
ム
の
堆
砂
に

関
す
る
意
見

5
－
4
7
出
原
地
区
の
整
備
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て

堤
防
整
備
と
河
床
整
正
と
説
明
が
あ
っ

た
が
、
小
見
野
々
ダ
ム
の
堆
砂
問
題
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｂ
さ
ん

5
－
4
8
素
案
か
ら
小
見
野
々
ダ
ム
の
堆
砂
問
題

が
欠
落
し
て
い
る
。
県
も
国
も
関
係
な

い
の
か
。
四
国
電
力
の
堆
砂
を
県
は
公

害
と
し
て
認
定
し
て
い
る
の
か
。
県
の

整
備
計
画
は
蔭
井
橋
か
ら
出
原
橋
ま
で

の
間
と
な
っ
て
い
る
が
、
下
流
の
海
川

口
ま
で
の
間
の
堆
砂
を
解
決
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
四
国
電
力
に
解
決
の
責
任

が
あ
る
と
し
て
も
県
は
四
国
電
力
に
強

く
命
令
す
べ
き
で
あ
る
。
現
在
の
状
況

で
洪
水
が
発
生
し
た
場
合
に
県
は
危
険

で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
の
か
。
認

識
を
お
持
ち
な
ら
、
な
ぜ
整
備
計
画
素

案
に
記
述
で
き
な
い
の
か
。
ま
た
平
水

位
と
は
、
ダ
ム
に
水
を
貯
め
た
時
の
水

位
か
、
水
を
貯
め
な
い
と
き
の
水
位

か
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｂ
さ
ん

5
－
4
9
小
見
野
々
ダ
ム
の
堆
砂
に
つ
い
て
、
県

は
危
険
で
あ
る
と
の
認
識
が
あ
る
の

か
。
危
険
と
認
識
し
て
い
れ
ば
、
堆
砂

除
去
の
命
令
・
指
示
は
で
き
な
い
の

か
。
ど
う
い
う
目
的
で
四
国
電
力
が
堆
砂
除

去
を
し
て
い
る
の
か
。
洪
水
対
策
が
目

的
で
行
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
危
険
と

い
う
認
識
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｂ
さ
ん

　
小
見
野
々
ダ
ム
貯
水
池
内
の
堆
砂
に

つ
い
て
は
、
国
、
徳
島
県
及
び
ダ
ム
設

置
者
で
あ
る
四
国
電
力
が
協
議
を
行

い
、
河
床
の
上
昇
が
災
害
を
引
き
起
こ

さ
な
い
よ
う
、
毎
年
、
計
画
的
な
堆
砂

除
去
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、

河
床
の
上
昇
を
抑
え
る
た
め
の
堆
砂
除

去
な
ど
の
対
策
を
実
施
で
き
る
よ
う
、

三
者
が
綿
密
に
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

　
上
流
の
土
砂
に
つ
い
て
は
、
今
後
と

も
治
山
・
砂
防
と
連
携
し
な
が
ら
土
砂

の
流
出
抑
制
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
堆
砂
除
去
に
つ
い
て
は
、
素
案
「
2
-

1
-
3
　
治
水
の
現
状
と
課
題
」
「
4
-
2
-
1

洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の

防
止
又
は
軽
減
に
関
す
る
事
項
」
の
記

載
を
修
正
・
追
記
し
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
4
7
】

2
-
1
-
3
　
治
水
の
現
状
と
課
題

(
2
)
 
河
川
の
維
持
管
理

2
)
 
河
川
管
理
施
設
の
維
持
管
理

③
 
ダ
ム
管
理

（
9
行
目
）

　
一
方
、
那
賀
川
上
流
域
は
急
峻
な
地
形
、
脆
弱
な
地
質
が
原

因
と
な
り
、
土
砂
生
産
量
が
多
く
、
台
風
等
の
豪
雨
時
に
は
、

長
安
口
ダ
ム
に
多
量
の
土
砂
が
流
入
す
る
。
そ
の
た
め
、
貯
水

池
で
は
濁
り
の
長
期
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
土
砂
流
入

の
抑
制
お
よ
び
放
流
水
の
濁
水
対
策
を
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
。
　
ま
た
、
四
国
電
力
が
管
理
し
て
い
る
小
見
野
々
ダ
ム
で
は
、

上
流
か
ら
の
土
砂
の
流
入
、
山
腹
の
崩
壊
に
よ
る
貯
水
池
へ
の

土
砂
の
堆
積
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
四
国
電
力
で
は
、
貯
水
池
に

お
け
る
河
床
の
上
昇
が
災
害
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
計
画

的
な
堆
砂
除
去
を
行
っ
て
い
る
。

【
修
正
素
案
P
1
4
6
-
1
】

4
-
2
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

(
1
)
 
河
川
の
維
持
管
理

5
)
 
許
認
可
事
務

　
河
川
法
に
基
づ
い
て
、
河
川
区
域
等
に
お
け
る
土
地
の
占

用
、
工
作
物
の
新
築
等
、
適
正
な
許
認
可
事
務
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
適
正
な
指
導
監
督
を
行
う
。

　
ま
た
、
河
川
区
域
内
に
お
け
る
不
法
行
為
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
、
河
川
巡
視
等
に
よ
る
管
理
の
強
化
並
び
に
警
察
な
ど

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
不
法
占
用
及
び
不
法
行
為
の
是

正
・
防
止
に
向
け
た
対
応
に
努
め
る
。
な
お
、
工
作
物
の
新
築

等
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
特
定
種
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
、
で

き
る
限
り
保
全
に
努
め
る
よ
う
指
導
す
る
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
5
7
/
6
5
）

5
.
 
維
持
・
管
理

 
維
持
・
管
理
－
5
　
堆
砂
対
策
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

会
場
・
発
言
者

(
7
)
小
見
野
々
ダ
ム
の
堆
砂
に

関
す
る
意
見

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

5
－
5
0
四
国
電
力
と
県
と
国
と
の
対
応
の
境
が

分
か
ら
な
い
。
出
原
橋
で
４
ｍ
以
上
河

床
が
上
が
っ
て
い
る
の
で
、
早
く
土
砂

を
除
去
し
て
河
床
を
下
げ
て
い
た
だ
き

た
い
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｇ
さ
ん
（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

5
－
5
1
小
見
野
々
ダ
ム
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た

い
。
確
か
に
河
川
整
備
計
画
は
実
施
時

期
を
決
め
る
も
の
で
は
な
い
が
、
河
川

整
備
計
画
が
策
定
で
き
次
第
、
災
害
を

う
け
て
危
険
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
２

～
３
年
の
う
ち
に
早
く
実
行
に
移
し
て

ほ
し
い
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｈ
さ
ん

5
－
5
2
海
川
谷
川
は
ダ
ム
の
中
に
ダ
ム
が
で
き

て
い
る
状
態
で
放
置
さ
れ
て
い
る
。
四

国
電
力
は
営
利
目
的
の
企
業
な
の
で
、

ダ
ム
を
許
可
し
た
も
の
が
、
集
中
的
に

計
画
を
前
倒
し
し
て
整
備
を
す
る
よ
う

に
指
導
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｈ
さ
ん

5
－
5
3
長
安
口
ダ
ム
を
国
直
轄
移
管
と
あ
る

が
、
な
ぜ
ダ
ム
管
理
を
一
本
化
し
な

か
っ
た
の
か
。
目
算
で
あ
る
が
、
小
見

野
々
ダ
ム
の
土
砂
は
１
年
間
で
3
0
0
ｍ
下

流
へ
進
ん
で
お
り
、
1
0
年
後
に
は
貯
水

量
が
０
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
小
見

野
々
の
ダ
ム
が
満
杯
に
な
る
と
長
安
口

ダ
ム
へ
土
砂
が
流
入
、
さ
ら
に
3
0
年
先

に
は
長
安
口
ダ
ム
が
埋
ま
り
、
川
口
ダ

ム
へ
土
砂
が
流
入
す
る
と
考
え
ら
れ
る

た
め
、
一
本
化
し
た
組
織
が
必
要
で
あ

る
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｆ
さ
ん
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
5
8
/
6
5
）

5
.
 
維
持
・
管
理

 
維
持
・
管
理
－
5
　
堆
砂
対
策
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

会
場
・
発
言
者

(
8
)
砂
利
採
取
の
権
限
委
譲
に

関
す
る
意
見

5
－
5
4
四
国
電
力
が
砂
利
採
取
を
依
頼
し
て
い

る
以
外
に
、
砂
利
組
合
ま
た
は
そ
れ
以

外
の
も
の
が
砂
利
採
取
の
申
請
を
し
た

場
合
、
許
可
を
与
え
る
の
か
。
ま
た
県

か
ら
那
賀
町
に
砂
利
採
取
許
可
の
権
限

委
譲
は
可
能
か
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｂ
さ
ん

－

5
－
5
5
那
賀
町
長
は
、
那
賀
町
に
砂
利
採
取
許

可
を
任
せ
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
い
る

が
、
出
来
な
い
の
か
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｇ
さ
ん

5
－
5
6
砂
利
採
取
許
可
権
を
那
賀
町
に
移
管
し

て
ほ
し
い
。
渇
水
時
に
適
宜
許
可
し
て

採
取
が
で
き
る
し
、
地
元
の
要
求
も
入

れ
や
す
い
。
現
在
は
建
設
業
者
の
資
材

に
な
る
分
し
か
砂
利
を
と
っ
て
い
な
い

と
思
う
。
堆
砂
を
危
険
物
と
み
な
し
て

除
去
す
る
考
え
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｈ
さ
ん

　
砂
利
採
取
に
つ
い
て
は
組
合
の
申
請

に
基
づ
き
、
希
望
す
る
場
所
に
よ
っ
て

個
別
に
判
断
し
て
い
ま
す
。
申
請
者
に

つ
い
て
は
、
砂
利
採
取
組
合
で
一
本
化

し
て
い
ま
す
。
砂
利
採
取
許
可
を
町
へ

権
限
委
譲
す
る
こ
と
は
、
水
系
一
貫
管

理
と
い
う
観
点
か
ら
難
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

- 71 -



那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
5
9
/
6
5
）

6
.
 
そ
の
他

 
そ
の
他
－
1
　
河
川
整
備
計
画
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
河
川
整
備
計
画
の
策
定
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
の
意
見

・
早
く
素
案
を
と
り
ま
と
め
て

早
く
整
備
を
実
施
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

1
－
1
早
く
素
案
を
と
り
ま
と
め
て
早
く
整
備

を
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
町
長

小
松
島
市
長
　
早
期
に
整
備
計
画
を
策
定
し
、
整
備

を
実
施
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま

す
。

－
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
6
0
/
6
5
）

6
.
 
そ
の
他

 
そ
の
他
－
2
　
意
見
の
反
映
方
法
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
意
見
の
反
映
方
法
に
つ
い

て
の
意
見

2
－
1
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
の
中
に
は

我
々
の
意
見
が
全
く
反
映
さ
れ
て
い
な

い
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｄ
さ
ん

－

2
－
2
行
政
と
住
民
の
協
働
が
必
要
。
住
民
の

意
見
の
う
ち
必
要
な
も
の
は
反
映
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
地
方
の
判
断
で
は

反
映
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
上
部
機
関

へ
の
意
見
書
提
出
を
提
案
す
る
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｃ
さ
ん

2
－
3
「
那
賀
川
の
清
流
を
取
り
戻
す
会
」
と

「
那
賀
川
を
よ
く
す
る
会
」
の
両
方
に

参
加
し
て
お
り
、
地
域
の
意
見
を
集
約

し
、
徳
島
県
な
ど
に
陳
情
と
提
言
を

行
っ
て
き
た
が
、
文
書
に
お
い
て
回
答

を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
な
い
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｄ
さ
ん
　
今
後
と
も
、
地
域
の
方
々
か
ら
の
貴

重
な
ご
意
見
や
ご
要
望
を
頂
き
、
よ
り

よ
い
川
づ
く
り
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
「
那
賀
川
の
再
生
」
に
向
け
て
役

立
て
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

－

　
今
回
の
「
意
見
を
聴
く
会
」
な
ど
を

通
じ
て
お
伺
い
し
た
皆
様
の
意
見
を
で

き
う
る
限
り
反
映
し
て
整
備
計
画
を
策

定
し
て
い
き
ま
す
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
6
1
/
6
5
）

6
.
 
そ
の
他

 
そ
の
他
－
3
　
那
賀
川
流
域
住
民
の
意
見
を
聴
く
会
に
つ
い
て
（
開
催
回
数
・
時
間
配
分
）

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

3
－
1
加
茂
谷
地
域
で
の
説
明
会
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
加
茂
谷
地
域
の
住
民
は
那

賀
川
河
川
整
備
計
画
に
つ
い
て
非
常
に

関
心
を
持
っ
て
い
る
。

流
域
住
民

（
阿
南
）
Ｂ
さ
ん

3
－
2
加
茂
谷
地
域
で
の
説
明
会
だ
け
で
な

く
、
那
賀
川
流
域
に
お
け
る
す
べ
て
の

地
域
で
説
明
会
を
開
催
し
て
ほ
し
い
。

流
域
住
民

（
阿
南
）
Ｈ
さ
ん

3
－
3
1
9
日
の
「
市
町
長
の
意
見
を
聴
く
会
」

の
前
に
も
う
１
回
説
明
会
を
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
と
て
も
１
時
間
3
0
分
で

河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ａ
さ
ん

3
－
4
流
域
住
民
の
意
見
を
聴
く
会
を
も
っ
と

開
催
し
て
、
住
民
の
意
思
を
は
っ
き
り

つ
か
ん
で
ほ
し
い
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｄ
さ
ん

3
－
5
今
日
来
ら
れ
な
か
っ
た
お
年
寄
り
が
大

勢
い
る
。
来
ら
れ
な
か
っ
た
人
の
意
見

こ
そ
我
々
の
知
ら
な
い
年
代
の
那
賀
川

の
清
流
に
つ
い
て
の
意
見
で
あ
る
。
第

２
回
、
３
回
の
開
催
予
定
は
あ
る
の

か
。
事
務
局
の
皆
さ
ん
も
流
域
の
す
み

ず
み
ま
で
歩
い
て
み
て
は
い
か
が
か
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｃ
さ
ん

3
－
6
吉
野
川
の
河
川
整
備
計
画
で
は
第
1
回
意

見
を
聴
く
会
に
６
時
間
を
要
し
た
。
那

賀
川
流
域
住
民
の
意
見
を
聴
く
会
が
４

時
間
で
は
短
い
。
ま
だ
他
に
意
見
を
表

明
し
た
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｍ
さ
ん

(
1
)
那
賀
川
流
域
住
民
の
意
見

を
聴
く
会
に
つ
い
て
（
開
催
回

数
・
時
間
配
分
）
の
意
見

・
流
域
住
民
の
意
見
を
聴
く
会

を
も
っ
と
開
催
し
て
、
住
民
の

意
思
を
は
っ
き
り
つ
か
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

　
河
川
整
備
計
画
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
個
別
事
業
毎
に
着
手
時
や
実
施
に

際
し
、
そ
の
都
度
、
該
当
地
区
で
の
説

明
会
を
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

－

　
再
度
「
流
域
住
民
等
の
ご
意
見
を
聴

く
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

－
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
6
2
/
6
5
）

6
.
 
そ
の
他

 
そ
の
他
－
4
　
堤
防
構
造
に
つ
い
て

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
堤
防
構
造
に
関
す
る
意
見
4
－
1
堤
防
工
事
の
時
に
玉
石
を
除
去
し
て
新

た
に
積
み
な
お
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

詰
め
込
ん
で
い
る
が
、
裏
に
入
れ
た
土

は
突
き
固
め
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。

流
域
住
民

（
阿
南
）
Ｃ
さ
ん
　
ご
指
摘
さ
れ
た
箇
所
に
つ
い
て
は
護

岸
の
補
修
等
を
実
施
し
て
お
り
、
資
料

等
確
認
し
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
事

実
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

－
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
6
3
/
6
5
）

6
.
 
そ
の
他

 
そ
の
他
－
5
　
そ
の
他

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
1
)
国
・
県
・
四
国
電
力
の
対

応
に
つ
い
て
の
意
見

5
－
1
出
原
地
区
、
海
川
谷
川
の
土
砂
排
除
に

つ
い
て
四
国
電
力
、
国
、
県
で
連
携
し

た
説
明
は
な
く
、
国
は
許
可
し
た
責

任
、
県
は
管
理
者
と
し
て
の
責
任
な
ど

が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
次
回
1
2
月
９
日

（
土
）
の
上
那
賀
地
区
の
流
域
住
民
の

意
見
を
聴
く
会
に
は
企
業
（
四
国
電

力
）
と
の
関
係
を
答
え
て
い
た
だ
き
た

い
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｌ
さ
ん

5
－
2
出
原
地
区
の
小
見
野
々
ダ
ム
上
流
の
土

砂
除
去
に
つ
い
て
は
、
四
国
電
力
、

国
、
県
の
責
任
問
題
に
つ
い
て
早
急
に

対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｍ
さ
ん

5
－
3
次
回
の
流
域
住
民
の
意
見
を
聴
く
会
に

四
国
電
力
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
た
い
。
こ
の
場
が
、
国
、

県
、
四
国
電
力
及
び
住
民
の
連
携
の
場

と
な
る
と
思
う
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｌ
さ
ん

5
－
4
出
原
地
区
で
四
国
電
力
も
呼
ん
で
説
明

会
を
開
催
し
て
ほ
し
い
。

流
域
住
民

（
上
那
賀
）
Ｇ
さ
ん

【
修
正
素
案
P
9
6
】

4
-
1
-
1
　
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

(
1
)
 
那
賀
川
【
国
管
理
区
間
】

1
)
 
洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
た
め
の
対
策

③
 
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
調
節

ⅳ
)
 
長
安
口
ダ
ム
治
水
容
量
の
確
保

　
長
安
口
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
主
と
し

て
長
安
口
ダ
ム
貯
水
池
上
流
に
お
い
て
、
土
砂
の
除
去
を
行

う
。
　
な
お
、
長
期
的
な
堆
砂
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
効
果

的
・
効
率
的
な
対
策
と
な
る
よ
う
排
砂
バ
イ
パ
ス
な
ど
を
含

め
、
流
域
全
体
の
課
題
を
視
野
に
入
れ
た
対
策
の
検
討
を
引
き

続
き
検
討
を
行
う
。

図
－
4
.
1
.
7
(
1
)
　
長
安
口
ダ
ム
に
お
け
る
堆
砂
対
策
イ
メ
ー
ジ

【
修
正
素
案
P
1
4
6
-
1
】

4
-
2
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減

に
関
す
る
事
項

(
1
)
 
河
川
の
維
持
管
理

5
)
 
許
認
可
事
務

（
2
行
目
）

　
河
川
法
に
基
づ
い
て
、
河
川
区
域
等
に
お
け
る
土
地
の
占

用
、
工
作
物
の
新
築
等
、
適
正
な
許
認
可
事
務
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
適
正
な
指
導
監
督
を
行
う
。

　
ま
た
、
河
川
区
域
内
に
お
け
る
不
法
行
為
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
、
河
川
巡
視
等
に
よ
る
管
理
の
強
化
並
び
に
警
察
な
ど

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
不
法
占
用
及
び
不
法
行
為
の
是

正
・
防
止
に
向
け
た
対
応
に
努
め
る
。
な
お
、
工
作
物
の
新
築

等
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
特
定
種
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
、
で

き
る
限
り
保
全
に
努
め
る
よ
う
に
指
導
す
る
。

　
河
川
整
備
計
画
は
河
川
管
理
者
(
国
・

県
)
が
整
備
す
る
目
標
、
目
的
、
事
業
内

容
を
示
す
も
の
で
す
。
四
国
電
力
の
参

加
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
を
設
け
て

説
明
す
る
こ
と
は
可
能
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
素
案
「
4
-
1
-
1

洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の

防
止
又
は
軽
減
に
関
す
る
事
項
」
及
び

「
4
-
2
-
1
 
洪
水
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害

の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
に
関
す
る
事

項
」
に
修
正
・
追
記
し
ま
す
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
6
4
/
6
5
）

6
.
 
そ
の
他

 
そ
の
他
－
5
　
そ
の
他

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
2
)
負
担
金
・
補
助
金
に
関
す

る
意
見

5
－
5
林
道
の
負
担
金
を
廃
止
し
て
ほ
し
い
。
パ
ブ
コ
メ

（
会
場
）
7

－

5
－
6
農
業
水
路
の
補
助
率
を
3
0
％
か
ら
5
0
％

に
上
げ
て
ほ
し
い
。

パ
ブ
コ
メ

（
会
場
）
8

(
3
)
那
賀
川
の
自
然
の
恵
み
の

活
用
に
関
す
る
意
見

5
ー
7
鳥
獣
災
害
－
ス
ー
パ
ー
林
道
へ
か
え
す

よ
う
に
考
え
る
。

パ
ブ
コ
メ

（
会
場
）
9

5
－
8
か
つ
て
当
然
の
よ
う
に
食
し
て
い
た

那
賀
川
か
ら
の
恵
で
あ
る
　
藻
屑
ガ

ニ
・
鮎
・
う
な
ぎ
・
ア
マ
ゴ
・
雑
魚
等

の
水
産
物
資
源
が
消
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。
藻
屑
ガ
ニ
に
そ
っ
く
り
と
呼
ば
れ

て
い
る
上
海
ガ
ニ
は
　
世
界
の
美
味
と

し
て
　
超
有
名
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
り
、
藻

屑
ガ
ニ
も
そ
の
食
感
に
絶
大
な
人
気
が

あ
り
ま
す
。
国
は
わ
が
地
域
を
ブ
ラ
ン

ド
産
地
と
し
て
育
て
る
必
要
を
感
じ
て

な
り
ま
せ
ん
。
ダ
ム
に
よ
っ
て
遡
上
で

き
な
い
以
上
　
研
究
施
設
と
平
行
し
て

養
殖
場
等
の
設
備
な
り
　
プ
ラ
ン
ト
事

業
に
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
乗
り
出
す
べ

き
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
お
考
え

を
お
聞
き
し
ま
す
。

パ
ブ
コ
メ

（
会
場
）
1
3

負
担
金
の
廃
止
、
補
助
金
の
変
更
、
鳥

獣
災
害
（
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被

害
）
、
プ
ラ
ン
ト
事
業
等
、
河
川
管
理

者
が
実
施
す
る
こ
と
が
難
し
い
課
題
に

つ
い
て
は
、
ご
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
を

関
係
機
関
に
お
伝
え
し
ま
し
た
。
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那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【
素
案
】
に
対
す
る
ご
意
見
と
そ
の
対
応
（
6
5
/
6
5
）

6
.
 
そ
の
他

 
そ
の
他
－
5
　
そ
の
他

テ
ー
マ
／
意
見
要
旨

№
意
見
及
び
質
問

会
場
・
発
言
者

河
川
管
理
者
の
回
答

考
え
方
に
対
応
し
た
【
素
案
】
内
容

(
4
)
そ
の
他
の
意
見

5
－
9
砂
防
ダ
ム
の
工
事
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
地
元
の
者
に
取
っ
て
は
、
ダ
ム
よ

り
も
護
岸
に
も
っ
と
重
点
を
置
い
て
工

事
を
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
と
思
う
。

パ
ブ
コ
メ

（
ハ
ガ
キ
）
1
9

　
砂
防
ダ
ム
は
、
河
川
に
流
入
し
て
く

る
土
砂
を
お
さ
え
る
効
果
が
あ
り
、
河

川
の
た
め
に
も
必
要
で
す
。
護
岸
の
整

備
に
つ
い
て
は
必
要
な
箇
所
か
ら
行
っ

て
い
き
ま
す
。

－

5
－
1
0
土
砂
を
小
河
川
に
砂
防
堰
を
作
る

パ
ブ
コ
メ

（
会
場
）
1
0

　
土
砂
の
堆
砂
に
つ
い
て
は
砂
防
施
設

等
も
含
め
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

－

5
－
1
1
【
素
案
P
1
3
5
等
】
に
記
載
さ
れ
て
い
る

浮
遊
性
物
質
（
Ｓ
Ｓ
）
は
、
浮
遊
物
質

量
（
Ｓ
Ｓ
）
の
間
違
え
で
な
い
か
。

パ
ブ
コ
メ

（
ハ
ガ
キ
）
2
9

　
意
見
の
と
お
り
「
浮
遊
物
質
量
（
Ｓ

Ｓ
）
」
と
修
正
し
ま
す
。

－

5
－
1
2
【
素
案
P
9
】
の
洪
水
量
、
浸
水
家
屋
の

数
は
間
違
っ
て
い
る
。
例
え
ば
昭
和
4
6

年
台
風
2
3
号
の
洪
水
は
8
,
3
0
0
m
3
/
s
の
間

違
い
で
は
な
い
か
。
床
上
浸
水
も
9
6
戸

と
な
っ
て
い
る
が
、
国
土
交
通
省
発
行

の
｢
那
賀
川
改
修
史
｣
で
は
1
9
6
戸
と
な
っ

て
い
る
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｆ
さ
ん
　
那
賀
川
の
流
量
、
水
位
に
つ
い
て

は
、
我
々
の
先
輩
や
流
量
観
測
人
等
が

計
っ
て
き
た
デ
ー
タ
で
、
確
認
の
上
使

用
し
て
お
り
、
間
違
っ
て
い
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
那
賀
川
改
修
史
の
1
9
6
戸
は
、

水
害
統
計
の
那
賀
川
と
桑
野
川
の
合
計

値
で
あ
り
、
素
案
の
床
上
浸
水
戸
数
9
2

戸
は
那
賀
川
の
み
の
数
値
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

【
修
正
素
案
P
9
】

2
-
1
-
1
 
洪
水
の
概
要

(
1
)
 
那
賀
川

　
那
賀
川
の
上
流
域
は
、
台
風
常
襲
地
帯
で
あ
る
四
国
山
地
の

南
東
斜
面
に
位
置
す
る
た
め
、
四
国
内
で
も
特
に
台
風
の
接
近

通
過
時
に
集
中
的
に
大
雨
が
降
る
傾
向
が
あ
る
。

　
台
風
が
当
流
域
を
直
撃
若
し
く
は
西
側
を
通
過
す
る
場
合
に

降
水
量
が
特
に
多
く
、
過
去
に
も
昭
和
2
5
年
ジ
ェ
ー
ン
台
風
、

昭
和
4
6
年
台
風
2
3
号
等
、
基
準
地
点
古
庄
に
お
い
て
7
,
0
0
0
m
3
/
s

を
超
え
る
洪
水
が
発
生
し
て
お
り
、
最
近
で
も
、
平
成
1
6
年
台

風
2
3
号
な
ど
大
き
な
洪
水
が
頻
発
し
て
い
る
。

　
那
賀
川
流
域
に
お
け
る
主
要
な
洪
水
と
被
害
状
況
は
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。

表
－
2
.
1
.
1
　
那
賀
川
に
お
け
る
過
去
の
洪
水
と
被
害
状
況

5
－
1
3
【
素
案
P
8
8
～
P
8
9
】
あ
た
り
に
「
潮
止

め
堰
」
の
表
現
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

施
設
は
、
下
流
域
の
ど
の
付
近
に
あ
る

の
で
す
か
。
目
視
し
た
こ
と
が
な
い
。

パ
ブ
コ
メ

（
会
場
）
2

　
素
案
P
5
「
2
-
3
 
河
川
環
境
の
現
状
と

課
題
」
の
項
に
環
境
区
分
図
と
と
も
に

潮
止
堰
等
の
写
真
を
追
加
し
て
掲
載
し

ま
す
。

【
修
正
素
案
P
5
8
】

2
-
3
 
河
川
環
境
の
現
状
と
課
題

図
－
2
.
3
.
0
(
1
)
 
 
那
賀
川
水
系
流
域
区
分
図
（
環
境
の
特
徴
）

5
－
1
4
十
二
社
付
近
の
土
砂
は
硬
度
が
な
い
の

で
建
築
材
料
に
は
で
き
な
い
。

流
域
住
民

（
鷲
敷
）
Ｄ
さ
ん
　
土
木
建
築
材
料
と
し
て
使
用
す
る
場

合
に
は
試
験
に
よ
り
品
質
を
確
認
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

－
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